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方言 単語 あつ まれ ‐ ここには『 あサ→あユ』

までが  並んで います。

方言 と言 って も 必 ず 野 津 原 に生 まれ  育 ったか は疑 間で

す が  先 人が 長 い問 使 い  その途 中で 心 の こ もる 機 会 には

少 しず つ変化 す る。長 い生 具には そん な 歴 史を た ど って今

も 受
`ナ

継 が れて い るの で す 。 だか らこれ か ら も 大 事 にす

る心 くば りと 責任 もあ る よ う :こ  思 い ます 。

方言葉 の性格上 現在 は使 ってはいけない 差号1用 語や

卑下す る言葉  もしかすれば方言でままな し` な どの方言 も入

っていると思 います。

野津原 に生 まれ育 った。 それ以外 の 方言 。 外 か ら入 って来

て 大事 に使 われて い る方 言 。 その ま ま定 着 して  野 津 原 の

方 言 にな った言葉 。 それ ら も 今回 は 全 て記 録 に 残 す 事が

里約の為 :こ  入 って い ます の で 何 と ど  ご了 承 くだ さ い。

優 しく情愛 の こ もった 野 津 原方言 プ ラス 以 上 の よ うな

方 言 も含 めて  ど うか可 愛 が って くだ さ い。

折角仲 間 い り した方 言  これ か ら先 に この ょ うな 調 査 な

どされ る皆 様 の 何 か お役 に たて ば  何 よ りの幸 せ で す 。

多 くの皆様 の支援  ご協力 により 約 12000語 が紙面

!こ  顔を覗かせ ます ので 愛 して くだ さい。

方言 は故 郷 の手形  大 勢 な 身分証 明 か も

知 れ ませ ん 。 訛 が あ った りす るの も 情 愛

が 滲む何 よ りの証 。 だか ら方 言 大好 きなの

です。野 津 原方 言 には そん な 妙 な る味 わ

い も秘 めて い ます 。

氏
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◎◎◎ 方言単語集まれ ◎◎◎  『ぁ…‐サ』か ら

アサ メ ー ーー ーーー ーー~早 起 きの、朝 の間 に、朝 の 余 暇 に。

アサ メー デ ンー ー ー ー ー ~~朝 の間 にで も、朝 の暇 時 間 に。

ァサ ク ソキ リ…… … … … …襲 の草 き り、朝 闇仕 事 の 革 き り。

ァサ ッテ ンーーーー ー ~~~~~中 途 半 端 な話 、次 の 次 の 塁。

アザ バ ナ サ カス ンナ ー ー ー ーーーー ~無 駄 な花 は咲 か せ な い。

ァサ ッチ ャ _……… … … … … …ぃい加 減 な発言 、次 の 次 の ヨ。

ァサ ヵ ル ヤ ーーー朝 か らで す か、急 に朝 早 くか ら、予 想 外 な。

ァサ ゲ ー リ ―́一朝 に帰 る、 浮気 した の か 、酔 いう ぶ れ たか。

ア+ヤ メ … …朝 の豊仕 事 、朝早 く曇仕 事 に、朝 方 の 色遊 び。

ァサ ヒバ ターー・理 は襲 目が あ た るが よい、陽受 :ナ 理 は良 作。

アサ ッテ

アサ ンメ

アサ ガ タ

アサ グマ

アサ ン…

ンコツー…… … …… ……2日 後 の事 を、 先 の事 まで。

一 一―朝 の間 に、 早 めに片 づ けて 、 と っさ に整 頓 。

ン…朝 は じめ の うち に、夜 明 けの頃 に、 明 け方 に。

ァ_…… …朝 が た の雲 ほ 襲 の蜘繁 は縁 起 が いい。

__一 一朝 の、朝 :ま じめの 頃 は、朝 の平 穏 な情 景 。

ァ シ ュヵキ ショー… …・汗 が 流 れ る ご と、汗 まみ れ に な って 。

ァ シタモ ァ ルキ ‐…新 しい 日 もあ るか ら、慌 てず と も明 里が。

ァ ジ ュォ ボェ チーー ー ー… …悪知恵 が 、 旨い話 を知 った か ら。

ァ ジガ シィ ジ ョル・… … … … ……味が 染 み て、 い い按 配 の味 。

ァ ジ ュ ゥシメチ・一一 一 ~一 ~奥 の手 を察 知 、 見破 られ たか。

ァ ジ ュー ………・味 を 、 か が とを、滅 多 にな い味 を 、 妙 味を .

ァ シ グ シ ャー ーー撃 る仕 業 、 足をす ぐ豊す 、 足で 乱 暴 す る。

ァ シ ュゥ… …足で の仕種 、 足が ぃたず ら、汗 を流 す 、 汗 を 。

ア シ ンア タ ノコスナ ー ーー ーー 足跡 が 決 め手 、思 わ ぬ失 態 c

ァ シ ェ クネ ラケー チ … … 足 を捻挫 す る、慌 て て 足 を痛 め る。

ア シガ ネ ェキー……… …車 が な しヽか ら、都 合 ん便 が な いか ら。

ア シ ュナ ゲ ダス ‐一一 ―足を 出 して座 る、行 儀 の わ ′́こい姿勢 。

６
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ア ジタ ッシャー

ァ シ タ ッシャーー ー ー…足が丈 夫 、 健脚 、 足が 強 い、足軽 い。

ァ シガ ッ ッチ ー 足 の けいれん 、 足が ひ きつ る、 足が急硬 直 。

ア シガ ヌ リーー ーー足が遅 い、歩 き方が遅 い、早 歩 きが無 理 。

味 にか けて tま 達 人、 味イ寸:ナ が _L手 。

ァ ジズ モ ウー ー … …味 で 自慢 比 べ 、 自慢 の隠 し味 の持 ち主 。

ア ジナ ラ シュー十一 一 一一 ~味 に な じませ て 。 味 を覚 え込 む 。

ア ジヅ ク リー味 の基 礎 を作 る、調 味料 作 り、 隠 し味の天 才 。

ァ ジク シュー … … ‐一一一一 ―一 一味 に個 性 が 、独特 な妙 味 。

ァ ジ ェォ ゥチ ー ‐一 ―か ぎっ けて 、察知 が 早 い 、 味を覚 え て 。

ァ シュ クズ ス ー … … ……あ ぐ ら座 りをす る、 足 を楽 に座 る。

ァ シュ ヒコズ ル ー 足 を痛 めて 不 自由 に歩 く、 ビ ッコを引 く。

ァ シ ュー… …… … … …足を、汗 を 、続 く言 葉 で 変 わ って行 く。

ア シナサ ー… …・明 日の朝 、明 日の明 け方 、 あ したの早朝 に。

ァ シュタズ ル ー … … 足を湯 な どで癒す 、 足を 暖 めて あげ る。

ァ ジォ ウチ ー味 を しめて、 味 を 覚 えて 、 弱音 につ け込 ん で 。

ア シタ ドマ ………明 日にで も、 明 日にな って 、 明 日まで に は。

ァ シッギ ュー … … …踏 み台 を 、 踏 み継 ぎで。 台 を利用 して 。

ァ ジ ュウ‐一一味 を しった もので 、三度 あ る妙 味 、忘れ ぬ 味 。

ア シナ コー … … … 足半 分 の簡 単 な草履 、野 良 用 の短 い草 履 。

ァ ズ フムナ ー … …か が とを踏 む な、 かが とを 踏 まぬ よ うに。

ア ズ ク リャア ン シ ンー預 けて お けば安 心 、信 用 で きるか ら。

ァ ズキ ャニ エ タカ ー小 豆 は煮 え たの、小 豆 は煮 え ま した か 。

ァス ゥジ ョッ チ ー……遊 んで ば か りいて、 遊 び もほどほ ど に。

ァ ス ウ ジ ョ リャ‐一一遊 んで いれ ば、 よ く遊 ぶ よ うで、遊 び。

ア ズキ メ シャー…… … ……赤 飯 はで きたか 、小 豆 ご飯で きた。

ア ズ カ タ ミー ー お こわ ご飯 、 あ ご圏 めて 、 お恐 は圏いか ら。

ァズ キ ューュ ゥ… … …・………小 豆 を よ く煮 て 、 上 品 に煮 て 。

ァ ズ キ タイ ー … ………赤 飯 に鯛 は お祝 の膳 、 めで た いよ うで 。

ァズ ヶチ ャル ー ‐… … …預 けて お きま しょ う、預 けて お けば 。
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ァ ズ カラ ン…預 か つて いな い、預 か らな い、心配 だか ら。

ァ ス プ _… …… ……… …遊 ぶ 、遊 んで い る、遊 び ま し ょう。

ァ ス プナ… …… °~遊 ば な い、遊 びな さん な、遊 ぶ とだ め。

ァ ス _ジ … … …遊 んで 、遊 ん で ばか り、遊 ぶ の は よいが 。

ァ ス ンジ ョル ー遊 んで い るが 、機嫌 ょ く遊 ぶ 、世話 ない。

ァ セ ボデ ンー あせ もで も、 あせ もが 出来 て 、気 をつ け よ。

ォ ゼモ チ ャ ゥュ ンナ・……畦 の側 は植 え な い、空 間 を作 る。

ア ゼマ シユ ウイ ~… …増 し畦 に も植 えつ けヽ 儲 けの分 に。

ァ セ ッチ ョヶ … …… …… ……返 して乾 かす 、 天地 変 え して 。

ァ セ ラニ ヤカ ワカ ン… ……・裏 返 しで乾 燥 、 日光 と空気 を 。

ァ セ ボニ ャモ モ ンハ … … ……・~あ せ もに は桃 の葉 が妙 薬 。

ァ セ モデ ラ ンー ー ~汗 も出 な い気温 、汗 も出ず に済 ん だ 。

ァゼマ ミュー ~~~… …畦 に豆を植 え る、畦 だ け儲 け分 。

ァ セ ヵキ ャー… …・汗 を ょ く流 す体質 、頑 張 って 汗 を流 す 。

ァ ゼ ヌ リャネ ンイ リー畦 は念 入 りに塗 って 、水 漏 れ用 心 。

ァ セ グ リャー か き回 して ｀探 つて確 認 、邪 魔物 を のけて 。

ァセ クル… …… … …。か き回 して確認 す る、丹 念 に調 べ る。

ァセ リボ ー …庭 の物 干 しに使 う農具 、天 地 返 しして乾 燥 。

ァ セ _一 … …浅 ぃ、水 が少 な い川、付 き合 い の短 い関 係 。

ァセ ミ ドロ。~~~¨ 汗 を 流 しなが ら、汗 まみ れ にな って 。

★ ァセ リボ ウ…筵 干 しす る場 合 に干 し物 を  天地返 し

す る際 に使 ぅ 木製 の農具 の 一種で

1,5メ ー トル位 の棒 の先 に 幅 1メ

、一トル位 の波状 の歯 がつ い た 農 具で

籾 千 しな どに効果 が あ り 大切 な農具

で使 い古す と光沢 も出 る。

ハ

―畦 の先端 、畦 の端 の方 で 使 い に くい場 所 。

____一 畦 が固 くて利 用 しに くい場 所 。
ァ ゼ バ ナ・―・

ァ ゼ ゴ ン ツ ー

8
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ア ソー ……朝 に、 浅 く、 あ ぁそ うです か、 な る ほ ど、 は い。

ア ソマキ ャオ ラ ン ド…… … …………浅 く撤 くと芽 が で ない よ。

ア ソマ ッチ デ レ・一 ―朝 を待 って で な さ い、朝 に な っち出発。

ア ソ シキ ャイ テ ェー …浅 く敷 くと痛 い、何 で も程 度 もので。

ア ソ ウデ ンハ ユ ル ー……浅 くて も芽 はで る。特 徴 を 掴 む こと。

ア ソバ ンジー遊 ば な いで 、仲 よ く遊 び な さ い、 す ぐ帰 りよ。

ア ソ ンジ ャラ ン…… …・遊 ん で あ げ な い、仲 よ く しな いか ら。

ア ソコラ ーー あ そ こあ た りは、 あ の あ た りは、 あ の家で は。

ア ソバ レ ン… …遊 ば れ な いか ら、 忙 しいので 、 都 合 が悪 い。

ア ゾー

ア ソ ン

ア ソ ビ

ア ソボ

ア ソバ

ア タ リ

ア タ リ

ア タメ

ア ター

ア タメ

… …… … … …… … ………か か とを 、肝 心 な所 を痛 めて。

ジ ョケ ‐…… … ……遊 んで い な さ い、 ゆ っ く り遊 んで。

ダ ッター… … ……遊 び疲 れ た、 夢 中 に遊 ぶ ものだか ら。

― ヤー遊 び ま し ょう、遊 ば な い、仲 よ く しま しょう。

シイ ー遊 ん で くだ さ い、遊 ばせ て 、遊 ん で も らって。

ナ ゲ ー チ… … あ た った ま ま流 して、荒 々 し く流 して。

サ ゲ ー チ… … ………当 た り回 して 、 当 た り散 らか して。

ケ ノネ ェゴ ツ ー悪 日雑言 を言 って、難 た れ 鳳を言 う。

シ ッチ ョル … …後 の事 は心配 せず と も、 万 事任 せ て。

キ ター ……… …腹 立 ち ま ぎれ に、 気 に触 る事 を言 わ れ。

ア クモ カ カエ チ・… …ど うに もな らぬ心 配 事 、悩 み が 多 くて。

ア タデ クルデ ー急 に来 るか ら、 予告 な しの来訪 、 吃 驚す る。

ア タ リャマ クル ド・… …櫨 な どに皮 膚 の弱 い体 質 、 用心正解 。

ア タダ ヨダ ッチ …… … ………急 には じめ て、 咄 ll性 の思 い付 き。

ア タ リク リマ エ ェチ ー ー … …当 た り回 して 、愛 撫 も程 々に。

ア ターーシラ ン ドー ー・後 は知 らな い よ、責 任 は もて な いか ら。

ア タ ンナ …… 当 た らな いで 、当 た る と壊 れ るか も、触 るな。

ア タモ ゥ・一 ―後 は なん とか 、後 の事 は心 配 せず と も、後 は .

ア ダハ ノ………実 らな い花 、 折角苦 労 したの に、 失 敗 もあ る。

ア タマ ンー………頭 の 、 頭 に関係 した事 情 、頭 の役 割 な どに。

Ｑ
θ F ●

墓 I_:



ア タ リ……触 る、触 って 、 この周 辺 、 こ こ らの場 所 、接 触 。

ア チス リャー宛 にす れ ば 、 当て布 にす れ ば、 当て て お けば 。

ア チ ー ニユ ウス ル ー暑 いの に頑 張 る、厚 いの に よ く出来 る。

ア チ ャサ ン… … …外 人 さん 、外 国 風 に着飾 った物 売 りの人 。

ア チニ ャス ンナ ー………暑 い時 は休 み よ、熱 いの に は入 るな。

ア チ ーキ ヤケハ ト…熱 か ったので 火傷 す る、油 断 して 火傷 。

ア チサ レテ ンコマ ル ーー宛 に され て も迷 惑 、 人 に頼 りす ぎ。

ア チ シタバ チ ジ ャ… …当 て に した罰 、 自分で努 力 しな い と。

ア チヘ レウイ ィ…… あ ち らが わ に植 え て、 向 こ うに植 えて 。

ア チス リャソ ン… …当て に して は損 もす る、 自分 の努 力 で 。

ア チ ヨチ ュー あ ち らこち らに、 各種 の場 所 に、散 らば って 。

ア チ タユ ウテ ン… …暑 い と百 って も、熱 か った と言 うて も。

ア チ ー … … ……熱 い、 暑 い、厚 い、暑 す ぎる、 厚 い もので 。

アチーナ……………暑 いですね、熱 いよ うで、厚 くて大変 .

アチス ンナ……………宛 に しないで、あて に して も無理なの。

アツ ミリャヨゴ ジョルー跡をみ ると曲が って る、足跡が変。

アツデ ン……………厚 くて も、熱 いなが らも、暑 さの中で も。

アツ サナ ッチ………厚 くな って しまう、熱 いの も仕方ない。

アツクル シイ………厚 くてむ じむ じす る、暑 くて寝苦 しい。

ア ッチアラ レン…………そん なはず はない、予想以上の話題 .

ア ッ

ア ッ

ア ッ

ア ッ

ア ッ

ア ッ

ア ッ

ア ッ

ア ッ

チ イ

チ ュ

チ ヨ

ァ ン

ァ ン

チ シ

ヨ ン

チ コ

チサ

チ ャ

イ チ

リャ

ラ レ

ー あ

ヤ
‐‐・

チ ー‐

イイ

ーあ

コ ス

ン …‐

っ た

ゴ ツ

ち ら

一信

と し

・―あ

あち

カ

ア

不

ソ

ツ

不

一 お しゃべ りの「1に 戸 は立 て れ ぬ。

を 向 いて 、知 らぬ振 りす る上 手者 。

あ って よか った、捜 し出 して安 心 。

じられ な い話 、 そん な taま ず は な い。

て も、 あれ ば幸 いです 、 あ って も。

ち らの方 に、方 向が ちが うけれ ど。

あ そ この 人 は、 あの家 の 人 た ち は。

らこち らの、 それ ぞれ の事 や人 や。

あ ち らの方 向 に、 あ っち に向 いて c

′

′
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ァ ッパ ィ ー…・一 一 一 一 一美 しい、器 量 ょ し、 きれ い にな って .

ァ ッ カ リャー … … … … …厚 い な ら、暑 いです か 、熱 い よ うで。

ァ テ ズ ッポガ ー ー予 定 は な い が、 出 た と こ勝 負 、 も しか して 。

ア テ ラ ル リャ‐一 一 ―指 名 され た ら、 見っ か って しま う、接 触 。

ア テ コス リャー …皮 肉 な言 い方 、思 わ ぬ被 害 に 、 にが り ぐち。

ア テ コマ '一一 一 … …… … … … …馬 の種 付 け、 春 先 の種 付 け馬 。

ア テ ンポ カー… … 嘘 で もあ たれ ば、知 らな くて も知 ったふ り。

ァテ ー シチ ミヨ……… …… 当て に して い る と謎 か け、 手助 けを。

ァ テギ ー… … …内緒 で 、冨!1木 、 添 え木 して 、 介添 え してや る。

ァ テ プセ … … …か まぶ たぶ せ 、俄 か補修 、上 か ら当てて繕 う。

ァ テモ ノー ジ‐一 ―一迷 った ぁ げ く、 当て には して な い ものの。

ァ デ ッ クロィ・一 … … ……畦 の補修 、畦普 請 、 畦を丈 夫 にす る。

ア デマ ミュー …畦 を利 用 して 豆 を植 え る、畦 に植 えっ けた豆。

ァ デナ リャ… … …無 駄 にな って も、迷 惑 か も、実 らな い まま。

ァ トァ ト・… …これか ら先 に も、将 来 の、 尾 を 引か ね ば よいが 。

ァ トゲ タ ミレ ン… … …次 の 月 は知 らな い、後 の面 倒 は 見れん 。

ァ トニ シチ ク ンナ ………後 に して くだ さい、少 し待 って お くれ。

ァ トォィ シチ …… 。一後 悔 す るほ ど惜 しい、逃 げた魚 は大 きい。

ア トンメニ … …後 の 間 に、 この後 に済 ませ よ う、 後 の仕 事 に。

ァ トォ シナ ンチ ャ… ……… …勿 体 な い ょ うな、悔 し くて惜 しい。

ァ トア ドゲナ ロ トー後 の ことは知 らないか ら、責任 もたない。

ァ トダチ ャガィ トクエー遅 きたか ら沢山食べ よ、遅刻の大飯。

ア トダチ ンノ ミスケー…決 ま って飲み助 は遅 い、始末の悪 い。

ァ トモクモネエ……………・…後 も気 にせんで、遅れて も平気。

ァ トォ シィチー………っ いて行 きたが る、残 され るのが嫌 い。

ァ トビキ ャー……注 ぐのに満が落 ちる、漏れが あ つて気使い。

ァ トクチ ャ,一…………食事の後 は、一言多 い性格、憎 まれ□。

ァ ドダコ………。……かが とに皮膚の国 ま り、足を酷使 した証。

ア トンクチ…後 菫が憎 まれ る、一言多 くて損をす る。漬け物。
′

`つ
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ァ トンカキ … …後 の仕 事 の ため に、次 の仕 事 には、遅 れ た罰 。

アナ ンナ コ ウ…穴 の 中を 、 穴 を よ く見 らな い と、性 器 の検 査 。

アナ ンハ テ ー … …穴 の回 りの、穴 の周囲 に、危険 が あ るか ら。

アナ グ リュ… … …穴 掘 りを 、 穴 を掘 って る仕 事 、 穴 の回 りを 。

アナ コス メイ ワ クーー穴 な らば こそ迷惑 な、潰 さな い と危 険 。

アナ マ トハ ヨナ オ セ ー … …指 の間 の皮 膚病 は早 く治 さない と。

アナ ンソオ ジュ・一 … ……穴掃 除 を美 し く、 穴がつ ま ると危 険 。

アナ プセ ……穴 の補 修 、 小 さい内 に補 修 、傷 の広 が りは早 い。

アナ プ トウ… …穴 の補 修 、 品が悪 くて もか ぶ せ補 修 も長持 ち。

アナ タマ カセ …~任 、 お まかせ します 、 素 人は理 屈 が解 らぬ 。

アニキ ンイ レヂエ………兄 さんの知恵づ け、頭が いい悪知恵。

アニヤ ンナー…………………・兄さんは、兄 さんは在宅です か。

7:-+ r ……… お 兄 さん は、威 厳 が あ るけれ どさて 。

アニ ヨ ミャデ ー ジ… …義 理 の姉 さん は大 事 に、面 倒 見が い い。

ア ヌー ホ イ ジ ョケ °~… ……穴を は いで 、穴 を あ けて 、穴掘 り。

ア ヌー ホ レー … ………… … …穴掘 り しな さ い、穴掘 りは任 せ て c

ア ヌー ミタ ドガ … …穴 を 見 た な、 隠 し場 所 だ よ誰 に も見せ ぬ。

アネ ー クヮル ル ‐… ……穴 に食われ た放 蕩 息 子 、遊 び じゃ金 も。

ア ネサ ンカ プ リュ… …可愛 い姿 の よ く似 合 う、娘 18番 茶 も。

ア ネ ジ ョンチエ ー義理 の姉 さん の知恵 袋 、 よ うす り ゃ報 い も。

アネカ ルサキ ー姉 さん か ら先 よ、年 上 の役 得 、妹 と可愛 いや 。

ア ネイ ル イ ケ カキ 。一 … …土 葬 の穴 掘 り、 中 に入 って 供 養す る。

アネ ンホ ウカ ル … …姉 さん が優先 よ、年 上 を大 事 に しな い と。

ア ネサ ン………… … … …お姉 さん、義理 の姉 さん 、年 上 の女 性 。

ア ネ コス ー …… … …・姉 さん こそ頼 り、姉 さん を大 事 しな い と。

ア ノホ リャ シ ョワネ ェー …穴掘 りか出来 れ ば大 丈 夫 、一 人前 。

ア ノー ミシー…穴 を 見せ な い、 まま ごと遊 びの うち は よいが 。

ア ノ ジャヮカ ラ ンー は っ き り言 わ ない と、言 葉 濁 して謎 か け。

ア ノ ノ ドキ ヤー こそ つと見 たな、 見え な い と ころが 艶 か しい。 /
D
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ア ノホギ ャー穴 を ほ げ ば、穴 が あ きま したか 、希 望 が 叶 った。

ア ノホ シガ ルー ……… …す けベ ー は 1ノ思った もの、 女性 の後追 い。

アバ ケメ ー ー ー ー広 が って しま って 、始 末 がつ か な いので は。

アバ カラ ン・一 一 一 一 一広 が り過 ぎて 、収 拾 が つ か な くな って。

ア バ カ ンゴ ツ… … 一始 末 にお え な くな り、 ど うに もな らな い。

アバ レシヨ‐―横 暴 に な って、 乱暴狼 藉 、騒 ぎす ぎて 人 に迷惑 。

アバ リュ ドチ・……暴 れ よ うと、か ら元 気 を だ して 、 迷惑 人間 。

アバ レンノカー騒 が な いのか 、暴 れ回 らな いのか 、嫌 わ れ者 。

アバ レチ ョケ ー …乱暴 して お け人 間性 が 、 人 が取 り合 わ な い。

ァバ ケチ シモ ウ チ… … …広 が って しま った。収捨 が つ か ない。

アバ ングイ … … …乱 暴 な食 べ か た、無 謀 な食 事 の方 法 、暴 食 。

ア ビテ ーマ ナ ツ … …… 。一 一水 泳 を した い夏 、熱 くて 泳 ぎた い。

ア ビ リデ ー チ…… … ……白状 させ た、煙 りで いぶ して 日ば こる。

ア ビタ ンナ ー水 泳 したのです か、行 水 した の 、水 浴 び したの。

ア ビュー ヤ ー …水 泳 しよ ぅよ、水浴 び しな い、浴 び た らど う。

ア ビチ ョケ ……浴 びて いな さい、浴 び た らど う、 行 水 は夏 の。

ア ビタナ・…… … … …… ……行水 しま した か 、水浴 び は ど うです。

ア プラギ ュー …脂 汗 が 出て い る、働 きす ぎ じゃな い、汗 と脂 。

ァ プ ロウル ー…… ……ず る こ ぐ、 目を 盗 ん で体 む、 内緒 で休 憩 。

ア プラギ ッチ ョル ー脂 汗 が滲 ん で い る。頑 張 るか ら汗 まみれ。

ア プ リャイ イ ド‐一 … …あぶ った らど う、 あぶ って 見 ま しょう。

ァ プ クフキ ヨル … …泡 を 吹 いて い る、 苦 しいの で は、異常 な。

ア プルル カ ー浴 び られ ます か、浴 びて もい いので は、浴 び よ。

ア プ ク ンジ ュウガ ー … … …泡 の じょうが 見 え る、 泡 だ けで は。

ア プー… … …つ き餅 、杵 自 な どでつ いた餅 、 二 月餅 、祭 り餅 。

ァ プ タ ビー・… …… … … …… …餅 を食 べ な さ い、餅 を 食 べ た ら。

ア プ ンメ ンタマ … …昔 の 50銭 銀 貨 、 明 治 、大 正 、 昭和 時代 。

ァ プ ロ ヒク…… … …油 を ひいて滑 りを よ くす る、錯 び止 め に。

ア プ リャコス … … … あぶ って 、 あぶ つて 食 べ る、 陽 に当て て。

72

13



アベ チ ョキ ャイ イ ー浴 びて お けば 、行水 しなさ い。 汗流 して 。

アベ タ ンナ … …浴 び ま したか、行 水 した の、水 浴 び しま した。

アベ レ ンカ … …浴 び ませ ん か、浴 びれ な いです か 、行水 無 理 。

アベ チ ョリヤ … … …浴 びて お けば 、浴 びて い るよ う、行水 中。

アベ キ リャー ……… ……浴 び られ るで しょ う、行水 出来 ます か 。

アベ ル リャー……… ……‐一 ……浴 び られ るな ら、行水 出来 ます ね 。

アベ レタ……浴 び れ ま した か、行 水 の感想 は ど う、 気持 ち は。

アベ ヨ ッタ… … … … ………浴 びて いたので 、行水 して いたか ら。

ア ホ タ ラ シュウ ジーば か ばか し くな って 、 こん な事 で よいの 。

ア ホ デ ンヤキ タ ツ ー呑 気者 で も取 り柄 はあ る、使 い よ うで は 。

ア ホ

ア ホ

ア ホ

ア マ

ア マ

ア マ

ア マ

ア マ

ア マ

ア マ

ラ シュ ジー … …馬 鹿 ば か しくな って、 こん な事 で よいの 。

タ ンガ … … …本 当 に そん な事 で よ いの、 い ら立 ち ます ね 。

ンゴ タル少 し― 一常識 が 外 れて い る、 しん じられ な いが 。

ジル … ……ぜ ん ざ い、 小 豆 と砂糖 の汁 に餅 ダ ンゴが 入 る。

ヤ カ ス…… … … ‐自由 に させ ると後 悔 す る、時 には厳 し く。

タ リ… …雨 た れ に、軒先 の雨 の満 が 落 ち る、 樋 が あれ ば 。

チ ビ…… …甘 み が 勝 った食 べ物 、 味 のバ ラ ンスが悪 くて 。

シライラ ン… … …ぜ ん ざ い は い らな い、 も う食 べ飽 いた 。

ッチ ョ リャヤ レー ・… …… ………あ ま って るな らあげ た ら。

ラニ ャワ リー あ ま らな い とまだ必 要 、 あ ま らね ば足 りぬ。

アマ ッチ コス コケ レー あ ま ったか らよか った、 足 りな い人 も。

アマ ンデ ンイイ ‐… …編 ま な くて もよい、編 む必 要 は な いか ら。

ア マセ チ ョケ ー … … …編 ませ て お けば、編 む のが 好 きだか ら。

ア マ ジラ‐…… …………… …ぜん ざ いは、 ぜ ん ざ い は も う無 いの 。

ア マ ラ ンカー あ ま りませ ん か、 あ ま って い な い。 お か しいな。

アマ ラセニ ャー あ ま らせ な い と、 少 し残 して お いて 、残 して 。

アマ アマ ジャノ ゥ… … …甘 えん坊 じゃな、 甘 や か し遇 ぎで は。

ア ミウチ コプ リ… … … …網 打 ち魚 捕 りの お やつ 、小 腹 足 しに。

ア ミュツ ク ロエ … …網 の補 修 を、 網補修 に加勢 して 、前 準備 。

14
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ア ミ ドマ ツ ク ロエ ‐―網 を補 修 せ ね ば 、 準 備 しな い と、 網 修 理 。

ア ミュウ ヒ ッカ ケチ ー……網 を 引 っか けて、網 が 引 っか か って 。

ア ミデ ー タ ラ・…編 み だ した ら、 網 は じめ た ら、編 むの が 上 手 。

ア ミカ トオ ボエ ター………編 む 方 法 を覚 え た 、網 み ちを習 った。

ア ミスキ ャ……… … …… ・…網 を 作 る、新 しい網 を こ し らえ る。

ァ ムナム リ ド・… … …編 むの は無 理 か も、編 む には技 術 が必 要 。

7ム ンガス キ カ・…… …編 むの か好 きだ ろ う、編 む趣 味 が あ る。

ア ム グ リャ… …編 むの な ら出来 る、編 む の は簡 単、手慣 れ た。

ア ムナ ヒジケ ン ドー・編 むの は大 変 だ け ど、編 む苦 労 は あ るが。

ア ムンガ イ イキ ー ー・編 むの が よ いか ら、三F編 みが や は りよい。

ア ム

ア メ

ア メ

ア メ

ア メ

ア メ

ーフ ●

ア メ

ア メ

ア メ

― ミチ ョ リヤー甘 くみ て い る と後 悔 す る、油 断大 敵 です 。

デ ンデ クル ド…雨で も出来 ます か ら、 雨 天 で もよ いで す 。

ジャキ ツ ゴ イイ ……雨 な らよいか ら、 雨 降 りな ら好 都 合 。

ナ ラツ ゴイ イー雨天 な ら都 合 よ いか ら、雨 降 りで もよい。

フ リャイ イ ノヤ ー雨 が 降 れ ば よ いが 、雨 を待 って い るが。

ガ ト… …飴 を 、飴 を買 って きたか ら、飴 を食 べ ませ ん か。

シズ ク ンゴ ツー・悲 しさ大 き くて泣 き じゃ くる、悲 憤 の涙 。

ンナ コー…… … …雨 の 中を よ うこそ、 雨 天 なの に ご苦 労 様 。

フ リャヂ カ タマ ル ー雨 で地 が 固 ま り運 が よい。恵 み の雨 。

シズ ク ン… … … よほどの悲 しさな の か、 泣 き じゃ くって。

ア メーヤ ツ ジ

ア メコツイ ヨ

ア メニ ャ ミナ

ア モ ウ ミリャ

ア モ ウナ ッタ

ア モカ リャ ク

ア モ ウデ ンヤ

ア モカ リャイ

ア モ ゥセ チ ナ

ャー… …・平 凡 な 人間性 、 た い した事 はな い人 間 。

ル ト…油断 して い る と、 うかつ な事 は言わ な い。

クチ ュー雨降 りは水 を少 な く調 整 、排水 に気 配 。

―油 断 して い る と、呑 気 に して い ると大 変 な 目 .

ド…… 甘 くな った よ う、鉄 が や わ くな った よ う。

工 … … …甘 いな ら食 べ られ る、 甘 いな ら食 べ よ。

ラ ン… ……甘 いか らあ げ な い、 欲張 りの貧乏 性 。

イ ジャネ ェ……・甘 い な ら くだ さ い、 お い しそ う。

ギ ー ……・本 当 に情 けな い、 ど う して こん な事 に。

ι2
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ア ヤ ヮ タネ ー …だ ら しが な く品が悪 い、疲 れ き って しま った か。

ァ ャ シャニ イル ー … あや して おれば寝 入 る、子 守 上 手 の奥 の手 。

ア ヤ シチ ョケ … … …子守 上 手 に して あ げて 、遊 び相 手 にな って 。

ア ヤマ リャユ ウス ル ー …。お詫 びす れ ば納 得 もゆ く、 上手 に使 う。

ア ヤ ッ ドツオ ヨ シタ… ……寝 つ かせ よ うと起 こ して 。子守 下 手 。

ア ヤサ ニ ャ……… …あや して あ げ ると落 ち着 く、子 守 L手 は特 技 。

ア ヤス ナ ドゲ カ … … …子守 の手裁 きは、 信 頼が あれ ば安 心 す る。

ア ヤス カエ ーー……収 穫 します か、 コギ 落 と します か 、 |:逍 穀 す る。

ア ヤス ンカ … …… … … …収 穫 す る、脱 穀 します か 、 こぎ落 とす 。

アヤ ソ ウ トン… l!党 穀 します よ、 こぎ落 と します、殻 と実 と別 に。

ァ ヤカセ ー・…… … … …あや して別 々 にす る、脱穀 して理 にす る。

ア ヤス … … … …… … ;:兇 穀 して 、殻 と実 と別 々に して 、収 穫 す る。

アュ ー ジケ ール … …歩 ん で帰 ります 、 徒 歩 で帰 る、 歩 きなが ら。

アュ ジ ョル … … … …歩 ん で い ます 、歩 きなが ら、 み ん な と歩 く。

アユ ンナ イ イ ガ ー離 れて落 ち るの は よ いが 、落 ち るの は よ うが .

アュ ル ゴタル ノ ウ…落 ち るよ うです 、 離 れ て落 ち る、独 りで に。

アユ ム トギ ナ ル ー歩 く話 し相 手 に、歩 く相 手 に、 友 達 に な って。

アユ メ ンナ ラヤ ミ… ……歩 め な いの な らや め た ら、 無理 は禁 物 。

アユ メル ル カ ー歩 め ます か 、歩 けます か 、 歩 く事 が 出来 ます か。

アユ モ ー ドチ … …歩 こ うと思 って、伝 い歩 きが 出来 、歩 くよ う。

アユ ーカ ン…落 ち るか も、 離 れて落 ち そ うだ、 落 ちて くるよ う。

アユ ーデ ン…・歩 いて も、歩 け るよ うに な った、 あ るけ るよ うだ。

アユ カ リャ… …青 い な ら、青 いよ うだ が 、 青 いのは早 いので は。

アユル ゴ タル ー落 ち るよ うだ、今 に も落 ち そ うだ、 落 ち ます よ。

アユ ー トンニ ロ トン…和 え て も煮 て も自由 に、気 ま まに ど うど。

アニ ンナ イ チ ドキ … ……和 え るな ら一 度 に、 あえ るな ら一 緒 に。

アユ ル ゴ タ ッテ ン・…和 え る よ うで も大 丈 夫 か な、 よ くよ く考 え .

アニ カ ンシ レン… …鮎 か も知 れ ない、 鮎 だ ろ うか不安 、 たぶん 。

アユ ミカ ク リャ…… ……歩 み だ したな ら、 歩 む よ うな ら歩 かせ る。

16
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三助 さん の話 は そ りら も う

馬 子 ん三 助 さん が ん 話 が は じま ると な しか 人が 集 ま っ

ち来 る。話 ん珍 しい のん あ るが  話 芸 が なか なか達者 じ 人

ぅ飽 かせ ん き 不 思 議 な話 か たで ん あ る。 が 嬰 く した ちん

『 聞 き上手』 もあ る。物事 ιJゃ こん 両方 が 機 や こす  人気

も出 る もんで ん あ る。

米 ん相 場 :ま 昔 か る イ ノチ キん 基本 でん あ つた。 4+ん ど時

に ゃII:の 中ん  動 きが激 しい と そ り~釣 られ ち 信 じられ

ん ごた る 変動 :こ も見舞わ る る。

野津票ん場合 も 米が主流でんぁ ぅたき 米 ん相場が生ん

燿 の 決算に も響 いち 悲喜 こもごもん場面 も。作 り出えち

夜逃 げ騒 ぎも あ るごたる 厳 しい時代 もあ った。

小 作 人 な サ ザ メ納 め ち 残 ^た 米 を売 る ツ`ケ :こ 1_/ち も

ろ うち よつ た 巻 銭 ぬ払 うと 残 りは少 ね え もん じゃが  そ

れ な りん イ ノチキ 。 それ も呑 気 に ゃされん が  な るよ うに ≧́

か な らん  そげ 一思 や腹 も立 つ め ぇ。明 日ち手 を か けん ヨ も

あ る もん 。

『 どげ―な タマ リャョヵ ッタ』『 いんげ 今年ん節期 ゃ

越せれめごたる」『 ちつとぐれな ら 食ち ょきな ぁ』『 おお

きに』 仲良 しん 奴 が  困 る ごた りゃ

米 は食 うち ょき よ。 ち言 うち くる るき

泣 けち くる。『 ど うで ん 困 る時 ぁ頼 む

き』 『 い い ぐれ か  心 配せ ん い い き』

寒空に暖 い風が吹 くのん  こげな し

が お りゃこすん事 cあ りがて一な ら.
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米 ん 値 段 の推 移  《天 明 時 代 か る昭 和 5各 生 》

値段 な いず れ も致 府 ん 基 本 値段 。 こげ な変数 ん 装 れ ん 彙

じ曇 家 ん じゃ いつん 時 代 も自分がん 作 った物 ぃ 自分 じ

饉 をつ 4す られん 歯痒 :/少 さ。 長 ぃ時代 ん 士 農二 要 た 聟 こえ

ままいいが 今思 うに昔 も今 も 格 差社 会 は の うな らん宿 今 か

ん鯉 れん .

それ でん 第 2次 戦争 じ整 れ た後 一 時 期 :こ 、『 キ ミ米 」

が 軽 を効 かせ た事 も。 ヤ ミブダ ン ヤ ミ戎 金 の名 言 が ち .

たが  それ も元 ん大 阿弥 な ぅた 尋もあ ぅた。 そ しち減反 、

減収 、輸 入米 、 凶作ん 外 米 、瑞穂ん 国ん 曇 地 が 泣 [ヽ ち ょる

o農地 だ :す じやれ え治水 か る響 く 国 土異 廃 :こ な ら :こ ゃち

心 配 。 しょわ ね ぇん か な ぁふん と。

こぼ した米 粒 ぁ拾 4て 食 べ に 0 目が つ ぶ る るた ぁ誠 ん

感 謝ん念 か る じゃつ た。 お仏 飯 あげ に行 く時子 供 ん 手 に

シヤち ―た な お供
｀
え した子 供 に ご褒 美 ち 食 べ てん よか

った。 そ り ぃ仏 飯 さげ た と きん仏具 ん に お い 食感 そげ な

優 しい心 が行 き来 す る朝 .心 も洗 わ る る想 い じや った。

天 現時代 … 1782笙  17銭

1833生 : 38銭

昔 1832生 の 人 目… 2720万 人 じゃつ た。

それか る 35年 過 ぎた

町 治元年 ―-1868年  1円 42銭

1978年  1円 34銭  西事 の役

明治 21生 …町村製制 度  1円 42銭  黒 雲 内寒

37生 ・一日露戦争  4円 36銭

42年 ・―米 の検査 制 度  4男 に な った。

大 王元生 … 1912生  8興 32銭 と変 わ ‐.ち 行 く。

■  0



大 正 9年 一 人 口 5500万 人 と 110年 あ ま りん 間 ぇ

倍 にな った。米 は 20円 に。★大 正 8年 に ゃ

戦争 米 騒 動 も。大 正 12年 ・一関東 大 震 災 も。

昭和 元 年 … 1926年  12円 70銭

昭和 16年 一大 東 亜 戦 争  16円 50銭

21年 -1946年 : 戦後 価 格 … 220円

27年 -3000円 にな った。

44年 一 自主流 通 米 に な っち  8218円 に な った。

20年 あ ま りん仲 間 ぇ 40倍 に な ったが

機 械 力が 入 り農 家経 営 は 終始バ ラ ンス が

不安定 に な って 季節 労 務 、兼業 農 家 増 も。

昭和 56年 … 1981年  ■ 7603円  10年 ほ ど じ

又 してん 倍 に跳 ね上 が った 。

こん 頃ん 農 家 ん生 活 カ レ ンダーー 5月 頃 一生 活 様 式 が変

わ っち耕 運 機 、 出稼 ぎ、 茶 の葉 を 工場 に委 託 、 ナ イ ロ ンσ)

雨合羽 、苗作 りん 土集 め  託児所 、 自家 用車 じ在 所 加勢 、

タバ コ後 地 ん 田植 え 、 早 く済 めば季節 労 務 行 き、 自然 の花

が だん だん ノーーナ ッチ 希 少価値 が で ち きた。

野 津原 村 が 町政施 行 したん が

き こん 頃 とダブル ご と もあ る。

昭和 34年 2月 1日 じゃ

《約 50年 前 》

昭和 3

3

3

3

3

3

4

4年 一・県下 の 千ばつ  大分鶴 崎 合併問題 あ り。

5年 一府 内大 橋 完成 。

6年 一人分 鶴 崎 臨 海工 業 地 帯 1号 地 に九 州石 油が。

集 中豪 雨 あ り仏 崎 で電 車 埋 没事 故 あ り。

7年 一県新 庁 舎 落 成 。

8年 …雪害 農 作 物 被害  大 分 鶴 崎新産 都 指 定 決定 。

9年 一九州横 断 道 路 開通 (13億 )。

0年 一農作 物 被 害 《31億 》
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※

◇ ◇ ◇  方言 説 明 … あげな話 こげ な話  ◇ ◇ ◇

こげ な… こん な。士 農工 商 …江戸 期 間 に あ った戦種

に よ る格 付 け で 士 → 武 士 階 級 、農→ 百 姓 、 工→職

人 関係、 商 一 あ きな い 各種 の商 売  サ ー ビス業 。

これ以外 に もあ った。 の うな らん …な くな らな い。

ヤ ミ米 …正 式 な販売 で な く内緒 で高 く売 れ た米 .ヤ

ミぶ げん …‐ヤ ミ米 を売 って大 儲 け した人 た ち.ヤ ミ

成金 一不 正 な取 引で莫大 な稼 ぎを して一 躍 富 豪 にな

った人 た ち。 な った しも… な った人 た ち も。 な らに

ゃち…な らな けれ ば と。 ふん と一本 当 に。 こぼ した

一 うっか り落 と した。つ ぶ る る一見え な くな る。 シ

ャーつ い う っか り。仏 具 ん にお い一真 鍮 の独 特 な匂

い。

あ ま りん 聞 … あ ま った時 間 の。戦後価 格 一戦 前 と戦

後 との物 価 の変動 に よ る価格 。機械 力 ‐…農 事 関係 の

機 械 が多 く取 り入れ られ た。 季節労 務 一農 家 の余暇

に働 きに 出 る
｀
労 力 .又 してん ― また して も。苗 作 り

用 の上 …鮮 度 の よい上 に種 を 巻 いて苗 を 育 て る方 法

の作業。 ノー ナ ッチー な くな って。電 車 埋 没 一大 雨

に よ る崖 崩 れ で通 り合 わせ た 電車が埋 没 被害 にあ

った事故 で  この 日通 行 止 め にな った観 光 客 が  野

津 原 に も 7台 とま って旅 行 中 の 高 校 生 が 本 町 な ど

に分散 して一 油 。電 気 が消 え食 べ物 の備 蓄 も少 な く

て  苦労 したが 暖か い もて な しは 当 時 の ニ ユ ース

に な り高 く評 価 され た。 昭和 36年 平 和 が 蘇 った と

は言 え 農 村 の暮 ら しは豊 か で はなか った。 けれ ど

育 ち盛 りの高 校生 に 空 腹 は無 情 と精 一 杯 の歓待 は

した。関係 者 は永久 に忘 れ られ ない 思 い出 に なつ

た。 ゃがで この電 車 も廃線 とな った。 二重 県 の高校

生 たちで長 い問 文通 が続 いて い る。 65歳 くらいに

な るか もね 。
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『 民話 、 伝 承 、物 語 、言 い伝 え 、夢 と ロマ ンの故 郷 』

野津原 に ゃ古 くか る 栄 え た 史跡 が ガ イ ト残 され 大 事 に

守 られ 受 け継 が れ ち ょります 。

ら 地域 に あ る史跡 や 行 事 なん

か幾 つ か  表 :こ 出 ぇちあ ぐる

こと じ 今 ま じ知 らん ま ま じ

輝 く宝 物 の よ うな存 在 が

多 くの人 た ち 4こ  お 目に耳 :こ

か か り 入 るん は何 よ りん

じあわ せ な事 で す。

ゝ

_ヽ

′ パ R

歴 史の影 で 知 られん ま ま じ消 え た り 失 わ れ る るは勿 体 ね

え事 でん あ リ ム ゲネエ とん 思 わ れ ます 。 格 別 にオーバ ー に

取 り上 げん で ん 素 朴 な資 料 か る優 し ゅ 見つ め直す 時 に ゃ

今 まで尽 く して くれ  人 の心 に施 しち ょる そん報 い に もな

るち 信 じち ょります 。

一 つ一 つ ん 史跡 、行 事 に ゃ人 の真心 が

込 め られ ち 優 しい心 くば りが  チ ョコつ

と生 きち ょる ごた る。故 郷 を思 い人 々ん

幸 せを念 じた 先 人 の気持 ちを大 切 にす る

ん も 現世 の 人 た ちが 後 に続 く後輩 た ち

に大切
‐に 理 解 さ る る電子 を 撤 く こち ―

な るん じゃあ るめ ―か。

苔 む した一 つ ん 史跡 に語 りか け ち

そ っと 囁 くと何 か笑 顔 じ 返 事

しち くるるん も 故 郷 ん宝物 で 。
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垂 姿 ん 経 塔

か _、 て をま大 野 文化 ん 三 島 の流れを  汲 ん で ぃたん か 曇蜂

:こ あ る 経 塔 に 0京 都 じ修 行 しち 甲斐 ん男 か る要請 され

ち 武 嬰信 玄 菩 提寺 ん 恵林 寺 :こ  入 つた僧 が嬰わ る もん じ

快 洗墾 舜 ち呼 ぶ 人 じ。っ た。 こん場 所 は努 地 とん 言 うち

『経 文 と法 衣 』 が織 め られ ち よる。

寺 が火 災 :こ 遭選 した 際 に ■  『 心 頭 滅 却 す れ ば 火 も又 濠

し』 ち 詠 ん だ ち有 名 な話 が伝 ゎ っち ょる。′天 正 7年 《1

579年 》 の讃岐守 ん 幕 石 も 近 くん 幕 地 にあ っち瀬百 内

文化 や 大 野 文化 が交 差 しち ょるん が  鎮 をする山峰地 域 :ま

合併菫 ま しゃ 大 野郡 で ん あ つた。

経塔 ん 周 りに ゃ塔 群 もあ つち 華 ゃ か な 0し 頃が 灰 か に

写 しだ され  幸せ ん故 郷 が 形成 され ち よつ た ごた る。 朝 ん

眺 めが速 くま し展望 こん 上 な しん 襲 海 《千 ョウカ イ》 は

す ぐ西 ん暮 台 にあ うち  こ こ ら一帯 を 沢 雲 ち呼 ぶ ら 江 百 撃

ま しん優 雅 な暮 ら し振 りが  伺 え る ごた るが 一― .

櫓 戸 石畳

権 現 か る入倉 に登 る坂 道 ら 石畳 み た たん だ道 に ■合 も

当時が  忍 ば るる人ん 黒 が残 されち ょる。浅 内長 者 ん勢 力

全盛ん 頃 に ゃ 主 に匹 に を こ く う 東 しゃ驚戸 が 大 運 4じ

人や ら 革 馬 も激 し →選 っち 大野 :こ 続 く幹線 で ん あ うた

。 自然 石 ぅうまい具 合 :こ 使 い まわ し 道 輻 も広 い もん じ 0

き そん 見事 な風格 あ玄 闇 興ん 趣 もあ つた ごた る。

明治 にな ■ち寧 曾 沖社 ん黒 愚 も立 ち  ち ^と 下 ん ほ うに

ゃ 1里 2Tん 『通知 るべ 』 も立つ ち ょる .

つ つ



こん下 に広 が る一 帯 を権 現 《ゴ ンゲ》 ち呼 ぶ 。和銅 は じ

めん 頃 か る栄 え た地 区 じ そん 頃疫 病 が はや りよ った き

天 徳 寺 なん か 6つ ん 寺 もあ った。 やが で丹 波 か る白山神 社

ん 神 職 も着 任  神 仏 ん ご加護 じ民 安 か れ ち 祈 と うや らん

平和 ん暮 ら し ぅ願 うごつ なつ た。

当時ん権現村 は一 の瀬川原か る 牟田一帯 にか けち広が

っち 寺町なんか も権現村寺町 ち呼びよ った。 のちに oこ

ん側 にある愛宕 山 に 浅内か る大神系ん武将 も来 る時代に

もなる。 そげな地形 じゃつたき 人ん行 き来 も多 ゅうじ

櫓戸越 しん石だたみ ゃあたか も 通 りん繁基道 じゃつたん

じゃろ う。

こ こに ゃ古 くか る水 路 も来 ち ょるが  山ん 中腹 ぅ潜 っち

地 区 に出 ち きち ょる水 。 田ん ぼ だ け じゃね ぇ 生 活用水 に

も使 う知 恵が 働 い たか。 じゃが そん工 事 を いつ 誰 が  した

ん か今 だ に謎 に な っち ょる。書 き物 ん もね ぇ じ記 録 も 残

つ よ らん じ川 上 ん『 豊 後岩 屋』 とい い 関 わ りが あ った と

してん  おか し ゅうゎ ね ぇ し そ もそ も何 も記 録 が ね ぇ事

ぁ 残 す と悪 か った ん か それ な りん  理 由 もあ りそ う じゃ

が  地 元ん古 老 た ち も目が 固 ぇん か  言 わ れん の か全 く知

らん の か 謎 が 謎 生 む功 績 ん水 路 でん あ る。

そん の ち江 戸 期 に な っち ち っ と 上 に新 しい水 路が一つ

又通 ったが  こ り ゃあ農業 用水 と野津 原宿 場 町 ん  景観 ぬ

兼 ね備 え ち作 られ た もん じ 許 可 が なか なか 出 らん難物 じ

ゃつ た ごた る。 先 人 が苦 労 しちつ くる水路 に も こげなふ

うに隠、さに ゃな らん 宿 命 も 今 とな っち見 り ゃ罪 な こと じ

ゃち 気 の毒 に もな るけん ど いつん世 でん 表 面 に出ち

儲 か る事 や ら影 じ寂 し く去 る 運 命 なんか 哀 れ さえ誘 う。

歴 史 は人 が 作 る もん を  隠 しち ま じせ に ゃな らん とは。
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栗灰 88仏 像

善 福寺 が創 られ たんが安 永 2年 (1774) そん 頃 は

30戸 あま りん 人 たちが  栗 灰神社 や寺 院 ぬ 中心 に 暮 ら

しち ょっ たが  対 岸 の摺 い行 くな ぁ谷 ぃお れ ち 道 が通 じ

ち ょっ たが 上 が り下 が りが  お お ごとで ん あ つたo途 中ん

岩 を背 に 88仏 が  まつ られ ち よつ た所 が ぁ っち 美 人 の

尼 僧が お つち 88仏 め ぐりん  人たちが 一 夜 を請 う しも

ぁ った もん じや き お灯 が いつ も見え よ つた ち言 う。

山深 ぇこん地 に祈 願 ぬ込 め ち 創 られ た 88仏 は人 ん心

ん  よ り所 と しち多 くん 人 た ちが 参 っち ぉ ったんか ん 知

れ ん。元文 2年 《1737)に 建 て られ た 八 角地 蔵 は村

ん 入 口にあ つち村 に入 る 道 知 るべ か疫病 退 散 の守護 か o

諏 訪 郷 に入 る主 要道 路 ん一 つ じやつ た き 栗 灰 は栄 え た地

区 で ん ぁ った ごた る。南 に向 けた 88仏 は 苦難 の人 た ち

ぅ救 う為 に も き っと長 ぇ闇 ん年 月 ぅ過 ご したん じやろ う

llW/-Eftf:4{Fq

栗灰か る今畑 ま じ山ん南 ヘ ロウ通 っち行 く 季節風を避

けち温い下 り坂 に入 ると 近 くん山ん石 ぅ並べた『石 たた

み』が 今 も形 ぅ残 しち ょる。領民が奉仕 じ何 日も出ち

作 りあげた道ん検査が名主 さん じゃつたoそ げん しん 目に

も働 き者んが多か つたき そん出来映え もゆ うじ お褒 め

ん言葉 も頂 いたち喜ぶ。

諏 訪郷 8ヶ 村 ん 中で ん素 晴 ら しい事 じ そん ご褒 美 に村

芝 居が許 さ る る フ レが回 った。古老 に脚本 ぬ書 いち も らい

周 りん 村 に も知 らせ ち 2晩 ん芝居 は そ り ゃあ賑 や こ う

じ『 お花 』 もが ぃ とぁ った とか。石 た たみ ゅ通 っち 見 に く

る しが多 い もん じやき 道 ん 石 たたみ が 踏 み じめ られ た。
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誰 ん 知 恵 が よか ったん か  日頃 ん領 民 が心 ぅ一 つ に した

成 果 か  ど っち して ん村 芝 居 tま  願 うた り叶 うた りん 喜 び

じ 石 た た み 道 は 見事 ち 出来 あが った。 芝 居 ん『 お花』 も

多 ゆ う じ道 ん  落 成 式 も賑 や こ ぅ出来 た そ うな。 名 主 さん

がん検 査 も皆 ん なが『 い い道』 ぅ 作 る思 いが 念 者 に した

き 終 わ りよ け りゃ全 て ょ しじ め で た しめで た し じゃ。

炭 うウセ 出す しが  苦 労 した あん 日

暗 が った西 ん 山 か る小粒 ん雨  え ― と窯 だ し した炭 ぅ中

荷 ま じ オ ウセ チ坂 べ ろ下 るが  なん さ ま道 が荒 れ ち牛 ん

足が  気 に な っち こた えん 。『 ドゥ ドゥ』 こけん ごつ気 は

つ けち ょつ た に 弾 み じ小 石が グ ラ リ動 いた。 その時 ぃ中

荷が揺 れ た『 しもた欲 ぅ張 った』 ち 思 い よせ ん バ サ ッ

牛ん ウ ゥセ鞍 が横 た くりな った。

そん時限 っち雨 も大粒 にな っち 早 おす正面せ に ゃ荷 も

牛 も自分 も び しょ濡れになっち しま う。炭 もじゃが今は

そげん ことど ころ じゃね ぇ。牛 ぅや り飛ば しゃも ぅ炭ん

チ ョロ ト売 ってん元は取れん。慌つ りゃ慌つ るほず 手が

つけ られん ごつな っち しも ぅた。

『 ふん と道 が モ チ ッ トよか り ゃ』 オ ラブ ゴ タル気持 ち

じ 荷網 を思 い切 り引 き抜 ぐと 炭俵 が ガ シ ャガ シ ャ落 て

ち 牛 が た まが った拍 子 飛 びで ― た。『 ドウ ドウふ ん と』

え 一 と押 さえ ち編 ぉ引 っぱ ると 牛 も落 ち着 いたん か止 ま

った。 雨 は大 振 りな っち もう 炭 ぁ牛 もび しょ濡 れ。

あげん こた――こん道 じもう 俺だけ じノウナル じゃろう

。苦笑 いす る若者ん顔 見た 肝い りが『 す まんのや』 そ

ん心 くば りん言葉が  :若 者 にゃどん くれ嬉 しか ったか。

フ
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22P

23P

24P

25P

★  方 言 説 明

関わ る もん じ…関わ っていた もので。塔群…いろ

んな仏塔 な どが。されち ょつ た・…されていた。

な しん …ないので。 ごた るが …よ うだが。 こくう

一 ここお。使 いまわ して一上手 に使 いなが ら。

1里 2丁 …古 い里程の表 し方で 約 4250メ ー

トル位。

はや りよ った き―‐流行 していたので。や らん―・な

どの。 そげな…そんな。 じゃが一ですが。 してん

― して も。 こげな…こんな。

もん じゃき・―ものですか ら。南へ ろ―…南側部分

を。 フ レー知 らせ る。 お花 … ご視儀。

どっち してん …いずれに して も、どち らになって

も。念者 …几帳面 な、念入 りに正確 に。 中荷―・荷

物の上 に中央部に更に乗せ る。オウセ チ…・背負わ

せて。や り飛ばす…うっか り飛ばせて しまう。モ

チ ッ トー・も少 し。アラブゴタルー叫んで居 る、大

声でなにか。あげん こた ぁ―,あ んな事 は。 ノーナ

ルーな くな る。

_●

」F・
古い里程表

1里 … 36丁 で

1丁 は

1間 は

1尺 は

3927キ ロメー トル。約 4キ ロ。

60間 で 約 109メ ー トル .

6尺 で  約 1,82メ ー トル .

30,3セ ンチ メー トル .

古 い街 道 、参 道 な とに 標柱が あ って 記載 して あ る数 字 は

現在 の 距離 に直す と 上記 の よ うにな ります 。現在 は この

里程 表 は使 わ れ て い ませ んが  昭和 34年 にメ ー トル法 が

改 正 されて名 目上消 滅 しま した 。
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☆★★  『 泥つ けに逃 げ回 る』 ★★★

水 ん少 ね ぇ所 ぁ一 番 しま い にな るが  矢 の原 に来 た時 に ゃ

も う 7月 に入 っち ょる ことが 多 い。半 夏水 ん 手 助 け じ田植 え

もえ ― と 済 ん だ 人 た ち ゃ日 の 泥 ん ち― た苗 ぉ持 っち 諏

訪 ん役場 ぇや っち来 た。『 田植 え済 ん だ で』 苗 を役 場 じ働

く した ちに コス リツ ケ チ  弓|き 上 げ ち行 く行 事 。毎 年 ん こと

じそ り ゅう受 くる人 た ち 苦 労 した田植 え ん無 事 済 ん だ  そ

ん 喜 び ゅ分 け お ぅたん じゃろ う。

小作地 に植 えた人たちだけに 地主ん人や役場ん しも そ

ん 日が過 げちは じめち  『囲植ぇ ょこい』ん フ レを  したと

か。思い合 うこころん奥底 に ゃ お互 いが支えあい助 けお う

た 圏植え時期ん素朴な行事 でんある。役場ん したち もこん

行事 にゃ憎 しみ もね ぇ 故郷 じいのち き ゅす る人間同志ん

優 しゅぅじ温かな人情か 醸 しだされち ょりもす る。

さなぶ り…田植 えが済 む と苗 を洗 い 荒 神 様 に供 ゆ るん も

嬉 しいお礼 ん報 告 じあ る。無 事 終 ゎ った事 ん ほ

か 豊作 も一 緒 に お願 いす る。欲 張 りか ん知 れ ん が『 よ しよ

し』 苦 労 した じゃろ うき多 目に見 らに ゃの。苗 半 作 ち言 う

ごっ『植 え た ら半 分 出来 た よ うな もん 』 じやち や水 が ひ も

じ ゅでん  じゃん と水 番 ぬ じち 見回 わ りゃ 夏 ん育 ち ゃ早 ぇ

もん じす ぐ穂 が 覗 き くんず いち も くる る。

荒神様 に供 え た苗 が うま い具 合 に 結 れ た頃 に ゃ盆 が来 る

き そん枯 れ た苗 に竃 ん 灰 をつ け ち 仏 具 を磨 くと これ また

美 しゅな る。神 に供 え ち こん だ仏 様 ん道 具 ぅ磨 く 無駄 ん ね

え百姓 の暮 ら しん 中か る 湧 きで る知 恵 が 心 ぅ豊 か に しち

米 づ くりん苦 労 を和 ませ ち くる る。親子 が 孫 が苦 労 を楽 しみ

に 置 き換 え る り ゃそ こに や 米 づ くりん 力 も湧 くもん 。
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半 夏 水 (ハ ンゲ ミズ 〉・… …6月 じゅうに国植 え ん 出来 ん じ

ゃ天水 か か りが多 い。 自然 の 出

水が か りん 日 の こ と じ 困 ったあげ くん 頃 に降 るん が  半 夏

ん雨 じそん 雨 ん こつ ぅ半 夏水 ち言 う。 も う梅 雨 が 明 くるか知

れん  晩 方 ぇな り ゃ空 ぉ見上 げ ち 雨 が ドツ と降 らん か の ぅ

そん 7月 に入 っち俄か雲が多 ぅな った  『来 た ど あ りゃ

雨 ど』ニ コニ コ顔 じ飛 びで一た 若 い しが牛 ぃ鞍を乗す ると

もう引 きで―ち日に行 きよる。『 やん な早 ぇの ぅ』『遅 い

あ誰でんす るきの』 こ しゃくな こつ笑 いなが ら言 うと 足

ぁ早 え。畑仕事ん忙 しか った しも 雨 とん な りゃ色めきたつ

もん。若え もん な馬力 もいい。

自然 た ぁゆ う した もん じ 早 ぅ植 え た な もう色 づ いた に

これか る植 ゆ るな チ ッ ト水 が ヒモ ジイ苗 。 じゃき追 いつ こ う

ち育 ちが早 え。 そげ ―欲 目 じ見 ゆ るん じゃろ うが  それ も欲

だ け じゃね ぇ百 姓 ん意 地 かん知 れん 。乾 き切 った 田 の 中 ぇ水

が 溜 りは じめ た き、牛 が も う先 ぃ 日 の 中 ぇヘ ー る と畦 草 ぅ

ヤ シボ始 め た。

『 お前 ぁ気が早 ぇの ぅ』 誰 に言 うと もの ぅ牛がハ リコム

ぬ 嬉 しい もん じ言葉 にな った。『 お前 も気が早えん じゃね

え』 そげ一言 うたか解 らんが大 けな 目ん玉 じ横脱みさる

りゃ 図星か顔赤 らめち『 さ ぁや るかの ぅ』。 田に水が入 る

ともうコ ッチん もん。鋤 か き十文字 田の中 ぉ牛 も 心得 た も

ん じ足取 りも軽 い。

『 水 が とれ たか』 近 所 ん若 ぇ しが 牛 ぅ追 いか け ち 加 勢

に来 た ごた る。『 あ り ゃ―ス マ ンの ぅ.1『 ち ょい と入 るど』

牛 ぅ追 いか け たん が 田 に入 った  2匹 ジや りゃ時 の め に田 は

植 え代 が 出来 る。『 早 ぅ済 ん じ入 湯 に行 くか の ぅ」 。

28



『 水 げ ん か 』

田植 え した あ と し土 用前 に な っち 雨 が 降 らん と少 ね え ん水

ん 取 り合 い。水 路 尻 ん方 ん じゃチ ョクチ ョク水 が  途 中か る来

ん ごつ な っち しま う。『 くそ ぅふ ん と』 もう腹 が た ちば な し

ん 夏  そ りゃ―解 っよ るん じゃが  _上 の方 ん 踊の しが 自分 か た

ん 露 に せ り く う じ水 一 杯 貯 め くう じょる。

『 あん が き ゃ ぁふ ん と』 性 懲 り もね ぇち思 うて ん水 路 ん

尻 じゃ手 の ほ ど こ しよ うが ね ぇき 足 しげ ぅ上 っち ゃ水 連 れ ち

くだ る。運が い い時 ぁ うまい具 合 いに流 れ ち 田 に入 る時 ぁや

っぱ落 て つ くが  途 中 ま じ帰 った らす ぐ 水 が 流 れ ん ごつ な っ

ち しま う。

『 こん だ こす堪 えん 』 鎌 を腰 せ え ち 井 手 ん土 手 を上 っち行

くと そん じが水 日 に しゃご う じ 自分 か たん 田 に惜 しげ もの

う入 れ よ る.側 に行 くと決 ま り悪 そ うに  『 ちつ と今 入 れ よる

き』 何 と田を 見 り ゃ越 し出 る くれ ―入 っち ょる。『 そ うか

もう越 しで よ るで テ ー ゲ ーニ ャ 下 に流 しち ゃどげ 一か』

ばつが悪 そ うに水 口 ぅ閉 め ち コ ソコ ソ……『 ヨー シこん だ俺

ん 番 じゃ』 そ う言 うと思 い切 り水 目 ぃ栓 ぬ セ リク ウダ。 水 が

お じい ごつ流 れ くだ っち行 く。『 へへ ぇだ も ぅ見 よ いつ とき

こ こ じ番 ぬす る ど』 流 れ音 ぅ聞 いち ょ りなが ら 横 に ゴ ロ リ

な った。

ところがサ ッキん若者が  もうヘモ ドッチ帰 っち来た。『 お

らん ごた るど』 水 目に来 た もん じゃき いきな り鎌 ぉ振 り上

ぐると  『 なんか もう来 たんか  まぁ早 ぇど水は 下ま じゃ行 っ

ち ょらん き や らん ど』  『・……』 限みつ けた もん じゃき

こんだば っか りゃもう 暗嘩 どころ じゃの うな った。喧嘩 して

ん とてん もう一―。
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☆  方 言 説 明

27P 来 た時 に ゃ一水 路 の上の方 が植 え る と水 が の びて

水 路 の尻 の方 まで水 が流 れ る。 コス リツケ チ …塗

りつ けて 。 しゃろ う一で しょう。 圏植 え よ こい一

日植 え が終 わ った項を 見計 らって  皆 が一 斉 に休

息 す る習 わ し一強 制 的で は な いが 。 フ レー連 絡 。

ぃの ち き ゅ一生 活 を .さ なぶ り…霧植 えの終 わ っ

た行事 で  世話 に な った人 た ちの家 に餅 を配 った

り 若 い嫁 さん が 里 に体 み に帰 る風習 。 じゃち ゃ

一 そ ぅで す と も。 ひ も じゅでん 一少 な くて も。

28P 天水 ―・自然 に溜 ま る水 。 ドッ ト…一 度 に沢 山。 や

ん な … お前 は、 あ なたは。 こ しや くな 一生 意 気 な

。 とん な りゃ一 と もなれ ば。 チ ッ トー少 し。 じや

き―で す か ら。 ヤ シボー食 い意地 。 ハ リコム…働

く、頑 張 る。 コ ッチん もん … 自由 に出来 る。 とれ

たか 一 入 ったか 。 スマ ンノ ゥ…す まな い。 や りゃ

―す れ ば _

29P チ ョクチ ヨク~時 々。 くそふん と一緒 に さわ って

。 せ り くう じ…無 理 に競 り こん で。 あん が き やふ

ん と―・あ の人 に ゃ腹立 つ 。 こん だ こす … こん ど こ

そは。 テ _ゲ ーニ ャ… た いが い には。 どげ えか …

ど ぅで す か。 だ も うみ よ… 見 たか そん失 態 。 ヘ モ

ドッチ ー元 に帰 って。 や らん ど… あ げ な いか ら。

米 つ くりをす る農 家 の人 た ちは 苦労 が多 か ったが それ に

誇 りと 責任 を持 って取 り組ん で いた。供 出が 出来 ぬ と強

権 発動 に苫痛 を うけ 米 余 りに減反 を強 い られ る辛 さ。 田

が役割 を 果 た さ な いと 農地 の役割 だ けで な く治 山治水 に

も国上 の荒 廃 に も 広 が って行 く危 険性 もあ る。
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女 性 の 底 力

野津 原 の歴 史の流 れの 曇 :こ

存 在 した 女 性 の底 力 は今

も大 き な役 割 を  果 た して

来 たが その功 績 !ま  いつ の

世 に もあ ま り評 価 されず

その ま ま忘 れ 去 られ  消 え

た例 が あ ま りに も多 しヽ。

方言 集 で をま そん な人 た ち

の 山か ら 少 しで も現在 人

の 生 活 参 考 に なれ ば と

毎 国数 人 の影 武 者 を 倉電作

表現 と して  登 場 して頂 き

一助 と もなれ ば と 念 じて

ます 。

今 回 も 5つ の話 題 や 伝 承

か ら取 り 上げて その 先 人

たち の ご苦 労 に 感謝 して

遅 れ馳 せ なが らその労 を

ね ぎ らい た い と思 い ます 。

言 うは簡 単に 出来 る事 も

さて実 行 と もなれば 格 別

な勇気 と実 行 力 が いる もの

で 人 に知 れ ぬ苦労 を乗 り

こえて こ そ 楽 しい報 い も

き っと あ る もの。 だか ら

人生楽 しか った と信 じた い

もの で す 。
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女 性 の度 力 は古 今 の 和 洋 を理わず 評 任 され ち来 た ,

古 くをま『 天 照責 神 』 も 女 性 で あ ぅた ち言 うc人 類継 承

!ま そん鍵 も握 ぅち ょる し た ゆまん努 力 を発 み重 藝 た

退 上の騒 史 :こ を 数 多 く出 る場百 ごち 感 激  感 勢  心

ん 短注  基大 とな る技法  生 きち ょる証 な ど す べ て を

網 澤 した 生 き方 :こ 生 命 力 も 生 か され ち ょる
…

還 摩 !こ な っち 人嬰性 が  画期 的 に変 貌す り o そ こに

‐女 性 ん生 き方 :こ  笙 輸 が 大 けな実 力 、 重 ね合 わせ ち

充 実 す る もん 。 ゆ う こん 項 に な ると 港 在 した嚢 力 が

頭 角 を表 し予 聾 せ ん  戦 力 :こ さえな うち くる る∴野津 原

で ん年 :こ よ っち 猛 進 す るそん生生 まれが  達 力 を 見せ

た事 もあ ‐・ ち 顛 も しい理 り じヽつ た ,

そげ な義か ら幾 っ が  1取 り上 げち参 考 :こ な り ゃ そん

人 たちで ん 嬉 しいん じゃ あ るめ 一か。 戦菫 まで ん警 労

が  戦 後 ま し続 い た。生 活 塞窯  差別 され る世 界  そげ

な普 難難 嬰 も 突 破 し切 り技 lす  生 き抜 いた実 績 に ゃ

ま さ :こ  女 性 ん栞 力 が あ ぅたか る じヽろ う。

長 え労 働 時 間 に も 厳 しい現実 ん世 界 :こ も 遺族 と し

ち耐 ぇ た戦 時下 ら 母 性 が 強 いな ぁ 精 神 力 だ け じゃわ ぇ

喜 豊 な 生 き方 ん 出来 る エ ネルギ ー も湿存 じち ょる。

子 孫 を残 す たみ 、、 自分 ぬ犠 牲 にす る 食 うの も我 慢 し

ち 貧乏 :こ も甘 え た 底 力 |ま 過 で``ι,・ こす  笑 い話 にで

ん して  辞 む る事 ん 出来 る c

笑颯  優 しさ 優 雅  委 り豊か ん女 性  心 豊 か ん 姿

じゃき 今 ん教 郷 も健在 なん じゃろ う。 そ わ ゅ忘 れん

ごつ せん と それ こす岩 戸 が 開 ま る こち な る。
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女 性 の底 カ ー・『 筆 入 れ の ご褒 美 』

戦地 か らまだ帰 らん 父親。母 親 が話 す 中 にあ ってん  まだ

実感 な湧 か ん ま まん 月 日は流 る る。 そ しちマモ ノ ウ遺骨 に な

っち凱旋 .戦 争 ん悲 惨 さが大 き ゅな っち 物心 ち いた時 哀 れ

ん人生 ん 始 ま りで ん あ った。 じゃけん ど不幸 せん シャ数 限 り

の ぅお る もん 。 そ り ゅう乗 り越 え ち こす  人生 で ん あ り不圭

ん後 ち 巡 り逢 わす る幸 せ だ っち あ る。

皆 ん なん 持 ツ ンニ 欲 望 ん燃 ゆ る そ げ な時代 ん 中 じヒ ョイ

ト 『 思 わ ん ご褒 美 』 ん巡 り合 わ せ が  乙女心 ぅ喜 びん 渦 中

に招 きいれ た。顔 見知 りん復 員 した青 年 が  『 これ ご褒 美 に

あ ぎ ゅう』 ち 包 み を渡 しち くれ た。 何 か役立 て ば ち暇 ん ナ

カメ 作 っち近 所 ん子 供 にや りょ った。『 ほ しい』心 ん 中 じ

描 くそん  い じら しい ぬ 見ち ょつ た時 ん  出来 事 じゃつ た。

軽 い 中身 じゃが 開 けち輝 く 夢 に ま じ見 た『 筆 入 れ』 が .

今 ここに あ る 私 ん 欲 しか った筆 入 れ が 。 乙女 心 を こん な に

喜 ばせ る 可 愛 い い筆 入 れ。 どん な豪 華 な もん よ り今 は こ

ん筆 入 れ が どん くれ ぇ嬉 しい事 か 。 ま るで天使 か ら貰 うそげ

な心境 に で ん な ったん かん知 れ ん 。

あれ か ら 60年 余 りか 心 に しっか り刻 ん だ生 きて きた過

去 そ こに ゃ苦 労 も 惨 めん時節 もあ ったが  いつ も影 か ら人

ん支 えが あ る。 そ う思 うと我慢 も勇気 も 頑 張 れ る力 も自然

に湧 いち くる もん 。 たかが筆 入 れ … … じゃが あん 時 ん あん筆

入れ に ゃ 何 もの に も変 え られ ん大 事 な 宝物 で ん あ った ご

た る。

子 を持 ち孫 を守 り しなが ら 雲 ん 流 り ゅう眺 む る と白 い雲

が  筆 入 れ に な っち中 か る 王 子 様 が 囁 きか け ら くるる。
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物 のなか った頃ん木切れん素朴ん物でん 人ん気持 ちが

通 じ合 うとき そ りゃ宝物に も勝 る物 に もな っち くるる。

子供心 ぃいつ までん忘れがて ぇ あん 日が いまでん脳裏 ぅ

掠めちゃ 消え 消えちゃ掠 めち過 ぎよる。心 に残 ったほ

んの小 さな 筆入れでん忘れ られん 寿命が宿 っち ょるん

じゃろう。

『 カタコ ト カ タコ ト』軽 い リズムを奏 で る 筆入れ と

鉛筆の音が 年 を重ねて も童心を呼び起 こ し 懐か しゅう

甦 るんか ら不思議でん。時折見かけると あん頃 とち っと

も変わ らん笑顔が  あん貰 った時ん時間が止 まったごたる

気持 ちにさせ るのん 神様 とち ゃん と見守 っち くれち

ょるん じゃろ うか。親の年を越えたが ス思議 な人生の中

ん一期間は 振 り返 っち楽 しい思 い出にな るな 幸せ人生

でんあるん じゃろ う。

女 性 の底 力 …『 おば さま森 』

諏 訪大 明神 が 諏 訪 郷 に居 所 を決 め ち 何 年 か過 げた頃 に

大 水 が あ っち 同居 しち ょつ た『 おば宮 』 :ま  そん大水 に

流 され ち しも ぅた。 じゃが 川下 ん川 沿 いに無 事 着 いち 眺

め は いい し周 囲 ん 美 しい野 山 もあ っち いつ ん なか め ぇか

そ くう安住 ん 地 に しち 老 いの身 を過 ご した ち言 う。

そんの ち に  こん場 所 を『 おば さ ま地 』 と しち 心 が残

った場所 にム クん本 を植 え 社 も築 いたが 長 い年 月 に ゃ

そん 社 も形 も木 木 も 姿 を消 しち石 の床 と 何 代 も蘇生 し

続 け るム クの 本 が  面 影 を と どめ ち ょる。 諏 訪神 社 ん秋 祭

に『 大 切 に育 て られ た お ば さ ま』 に 挨 拶 に立 ち寄 りの

祝 詞 あげ ち お払 い式 が必 ず され ち ょる。
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女性 の底 力 …・『 天使 の 身代 わ りか』

畑違 いの 農 家 に嫁 い じ知 FF]博 学 な 厳 しい舅 と渡 りあ う

ま じん 度 胸 と人間性 が 罷 り通 るよ うな人 生 。裏 じ泣 き耐

え た年 月ん 由 じ 常 に前 向 きん挑戦 欲 と 潜在 す る優 しさ

。 それ故 に苦 労 が の しか か る。負 けん気 が 過 重 に もな る。,

しか し諦 め は嫌 い な性格 が  時 と して頭 角 も現 し支 え られ

る 価 値観 に も結 び ち――ち ょる。

情愛 が こま け ぇき牛が 好 きに 相 手 を大 事 にす る気 質 は

天性 と も 相 乗 効 果 を あ げ ち 複 合経 営 に ま じ進捗 す る

農家ん経 営 改 菫 ま じ軌道 に乗 す る運 しさ。 子 供 ん教育 に熱

意 が幼稚 園 開 園 に 地域 ん 文化 活 動 に も繊 細 じ 知力 を生

かす。可愛 い げ ね ぇ舅 に意 志 が通 じん  優 しさ は天使 の身

代 わ りなん じゃろ うか。

憎 しみが情 愛 に変貌す る人生 ん  『 終 わ りよ け りや全 て

よ し』人生 じ 見送 り した直前『 お前 に 見取 られ ち幸 せ 』

ち 目に こす 出 さん じゃつ たが  心ん 底 じどん くれ感 謝 し

ち ょつ たか 。 日頃ん生活 ん 中 じふ と漏 らす  家族 を褒 め ら

れん語 り部 が 伝 ゎ っち ょつ た。人 間 な 見 か け語 りだ け じゃ

酌量 はで けん  真実 は影 じこそ ぅと咲 く もん 。

夜半 に 日重 と う足取 りが 気 にな る顔  意 見が 食 い違 う通

じん歯が ゆ さ に 若 さ もあ った過 去ん Eり]け 暮 れん苦労 。 そ

れが良薬 に もな る家族 た ぁ 計 り知 れん 心 ん絆 が形成 され

ち ょるき。 去 り し人ん評 価 は時が過 ぎち こす  真実 も解 る

もん。 そ りゃ 自分 の心 に も通 じ大 切 に され た証 でん。

振 り返 る四 季 ん 移 り変 わ りに  『 ゆ うま ぁ辛抱 出来 た』

ち人 は言 うが  気 持 ちが 通 じ合 ゃあ 鬼神 も避 くる こと。́
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難 関 も突破 出来 る もん  天使ん 身代 わ り じあ るな らば

人生 の苦労 は甘 露ん水 に もな るん じやろ う。やん が ち こ

人 に『 ご褒 美 』 にな っち 帰 っち くる もん でん あ る。今

は幸 せ ち言 え るのん  自分 じ作 り出 した財産 で ん あ る。

巡 り会 わ せ た 舅 とん 人生 双六『 す まん じやつ た のや 』

鐘 が 鳴 るた び に頭 さ げ ち よるん じゃね ぇ。

女性 の底力 …『 出針は禁物 』

出 か け る ごつ す る と  『 あ つ しも ぅた コハ ゼ取 れ た』

袖 目が ホ コル ウ ジ ョル 、 ち よい と針 ぅつ まみ ゃ簡 単 に繕

うな 出来 るが『 出針 ぁ悪 い』 ちヤ カマ シイ。慌 て ち修

理 して ん 品が悪 い ひ よ うとす りゃ別 ん所 ぃ刺 す か ん 。

針 ん残 る事 もあ る もん じやき 目や か ま しい。

それ に ゃゃ っぱ 常 日頃かるん心が け I出 嵯 に間 に合

う心ん準備ん教訓で,ん あろう。 日頃か るそげな考 え方 ぉ

しち ょりゃ 慌つ る事 もねえ じ人に貸 してん 恥 じぅか

かん じ済む。済んだ時 にきちん と 調 べち次ん時ん準備

ぅす る それが大事 な事 ぃつなが るもん。

『 しもぅた 忘れた』『何を忘れたんな』 出か けよ

っち財布忘れち しも ぅた。出かけに金を借 るなんか最悪

。いつ も財布以外 に少 し別 に 別 けて持 っている事 は

心難 い人生論でんあ る。分散す ること じ盗難 なんかん

被害ん食い止め。咄嵯ん時に :「きじかかず に済む 生活哲

学でんあろ う。昔襟 に縫 い込む母親 ん知恵た ゆ う言 う

た もん じゃが 金が敵ん世の中 じゃ信頼が 時 と して恥

じ塗 にな りかねん き ご用心ぬせ に ゃな ぁ。
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◎◎ ◎  女性 の底 力 潜在 意 識 は輝 きの源  ◎ ◎ ◎

自分 じゃ若 ぇち思 っち よつ てん  否 応 な し年 ぁ付 きま と う
ち来 るが  そ り ゅ う気 にせん じ過 ごす のん 生 活 上 手 でん あ
ろ う。 淑 ゃ か ち思 うとダ ンプん運 転 も こなす 。 竹 ぅ割 った ご
た るか ち思 う 従 順 な優 しさん 中 ぇ見 る 志 の 強 さか る負 け
ず嫌 い もあ っち 時 に ゃそん 性 格 が 邪 魔 を した り 役 にん立
つ  人生 双 六 た ぁま さに こげん 人 じゃろ う。

文 化 団体 ん発 足 か る参加 しち 苦 労 も充分 わ き まえ た気持
ち や 今 時 ん若 者 に ゃ珍 しい存 在 で ん あ る。地 域 ん 唄ん 曲 ぅ
つ けて ぇ時  あ る名 士 に頼 み くうだ が  多忙 か 一 鐵 され  泣
きて ―一気 持 ち ぅヨ ン シに持 ち くうだ 。 進ん じ取 り組 むぬ惜 し
まん 器 量  将来 頼 も しい報 ぃが 受 け ち くれた。 地 獄 ん仏 た ぁ
こん こっ か 。 む げ に断 わ る心 貧 しさん 片面 に こげ な現 世 。

故郷ん為ん ヨ ンメー 1曲 ぐれ |ま  朝飯前 じやつ たろ うに。
結果的 :こ 後 々大 けな信頼 ま じも。『 ほんな今か る取 り組 む き
な』『 も ういいん な』『急 くん じゃろ』『 そ りゃま ぁそ うじ
やが  す まんな ぁ』『 す まに ゃ泳 ぎよ』 誰かん ゆ う使 う言
葉が飛 びで―ち ドッ ト笑 うた。『 で けたで あた ぁ五線譜に
書 くだ け 待つち ょ くな』『 いん に ゃ暇ん時書 き上げち』

気 性 が そ ぅさす るん か 急 くち思 うた気持 ち に応 えて ぇき
か  人 ん 真心 た ぁこげ な時 い出 ち くる もん。『 七 瀬 川愛 歌』
に続 い ちつ けた『 七 瀬 音頭』 が  見事 に生 まれ た。 素人集 田
の唄 で ん 故 郷 ん II興 と しち ゃ 後 世 に残 る もん で ん あ る き名 は
開 き 実 りが約 束 もされ よ った。

ん

まさ に年 女 ん気 骨 が 開花 したが  影 か る支え ち ょる皆ん な
助 け合 う情愛 は物 や金 じゃ買 え ん  宝物 で ん あ る ごた る
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祖 母 が世話 好 き じ面倒 見が よか った。青 年 國 時代 に縁 先

じ音 楽 会を 開 い た。笑顔 じゃつ たが き つと そん音楽 に ゃ

理解 はで けん じゃつ たろ :こ  寛 容 な優 しさが そ りゃ許 さん

。人 ん気 持 ち心 ぅ大事 にす る 崇高ん ま じ真心 が こめ られ

ち ょっ たち  いつ までん 忘 れ られめ ぇ.

そ げ な気 質 か 情 愛 ち言 うん か  困 った しを 見 る聞 くと

黙 っち ょれん 母 性 本能 ま じが  手 を貸 し足 ぅサ イデ ー チ 人

ん 難 渋 を救 う気持 ちに ゃ 回 り回 っち報 いが お供 ま じ連

れ ち  ご褒 美 :こ もな った ぬ ゆ う聞 く。人 ん 巡 り合 わせ た ぁ

不思 議 な 宿 命 か ん じれ ん が これが  人生 で ん あ るん じゃ

ろ う。苦労 は辛 ぃが報 いが あ った時  そん 苦労 に ゃ甘 露 ん

味 が  満 ちあ ふ れてん お る ごた る。

寸 劇 ん舞 台 参 加 に ゃ嫌 わ れ役 でん 芸 人 な汚 れ役 が あ っ

ち こす  主 役 は 引 き立 ち 自分が ん存在 も大 きい。挑 戦 す る

気構 え気持 ち は 自分ぬ 一 回 り も二廻 り も大 き ゅしち くる

るち 喜 ぶ快 感 は幸せ人 生 と も漏 らす 。 残 り人生 は 50年

じゃけん ど 有 意 義 に使 え ば もっち った ぁあ る じゃろ う。

団 体 ん世 話 を 頼 もうち思 うち よる 無 理 強 いかん知 れ ん

が そ り ゃ 出来 る才能博 学 繊細 じゃき コナ ス じゃろ うち

皆 ん な も賛 成 じゃろ う。 あん 唄が メニ年 盆 に ゃ踊 らる る

曲 ぅっ けチ ょか ったのん 人徳 ん 巡 り合 わ せ じゃろ うが

断わ るそん 人 も振 り返 っち 惜 しみが 出 た ち してん そ り ゃ

もう 取 り返 しゃ出来ん ば か りか 今更 文 句 言 うて ん 騒 い

でん  時 間 な 引 き戻せん現 実 ん 汚点 。

こん年 ん還 暦 ん女 ご しゃず ば抜 けち 秀 才 が や り手が 目

に 見え ち多 か った。 な しか笙 国 りが いいか  仕込 ん だ年 が

ぐゎ ゆ う温 も りが ょか った ん か  不思 議 な謎 でん あ るが 。
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ふ るさ との玉 手籍

今 こそ有 難 い と感 謝 して い るが  そん な施 設 が 出来 たの に

:ま  先 人 の苦 労 が積 み 重 な って い る3そ ん な宝 物 の よ うな物

が あ ります 。

野津 原 :こ 電 灯 がつ い た。

棒 の坂 の危 険防上 の 石 垣 が 出来 た。

辻原 コ ンク リー ト橋 が 架 か った。

本 の内水 路 の水 が 流 れ て来 た。

′ヽ

ヽど

ミ浄
ヘノイ11

その隠 れ た歴 史は 案 外 知 られて い な いので は 時代 が進

歩 した 今  そん な事 は 当 た り前 と 思 うよ うな画 期 的 な

施設 が 先 人 の努 力 に よ って  作 り使 tヽ  菫 まれ た生 活 にな

ぅたの で あ る。

まさに玉 手 籍 を開 けて  輝 く光 は  その先 人 た ちの苦 労 :こ

感謝 して こそ 光 輝 きを増 す ので :ま 。

人のや り遂 げた事 は 簡単に自分 に も出来 そ うだが 着想

や資金調達 か ら 工事 の進展 に心身を 磨 り減 らす よ うな心

の苦痛は 金銭 には変えが たいもので もあ る。

風化 した よ うに既 :こ  痛 み色 あせ て いて も 一 粒 の石 に も

一 本 の柱 に も 人 の 真 心 が 染 み こん で い る。 だ か らこれ か ら

も歴 史認 識 と 大切 にす る感 謝 の気持 ちが  故 郷 の香 りを一

層高貴 に も して くれ そ う。

そ して更 に故郷をま 発展す

るだろうが  歴史の足跡 |ま

いつ まで も 大切 :こ してお

きたい ものである。
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この 誓 の 宣 成 に よ ぅち 春 か らん  小 堂 生 :ま 野 津 原 に通 蛍 に な

り 権 現 を 通 る子 供 た ち ん 賑 ゃ 4十 一 こ と  じ ゃが 熊 本 県 道 が

柱 の 坂 を 上 る き 辻 原 橋 ん 利 用 価 値 は 今 ひ とっ 。 そん 頃 ん 橋

ん 欄 工 に しち ら 見事 ん  『 洗 い 豊 し』 技 法 が しち・ ぅち  見

:こ くる し も多 か っ た ち 言 う。

昔  駒 掛 け晏!1壁 ―――理 後 往還 が 矢 貫か る伊 塚 :こ 上る こん 坂

を ヨケ チー の理 に下 る道  熊大 県道 嬰 通

ん 時 に ら苺 宗 川を渡 4 法 泉寺橋 か る東

に進ん じ伊 塚 か ら下 ぅた 街 道道 ん 輸途 :こ 繋 ぐと坂 が ち

―・ と 楽 に な るち計 画 したん かん知 れ ん 。 が そげ ―山 由

ぅ通 るよ り ヽ豊 を切 り取 ぅち 一 の理 に豊 りヽち試 作 ん

道 にな ―.た ん じ、ろ う。 矢 原 ん握 割 り も苦 労 した 4ナ ん ど

出来ん 相 談 じ、ね ぇき岩 嚢 L.に な った。

圏 い岩 石 に は難 儀 が お おか ったが  割 くず は落 とせ る き

思 い切 っ き切 り落 と した。 が 片へ ら絶 壁 片 獲1:ま 里の下 をま

七 瀬川。 お まけ に傾 斜 !ま ひ じい角度 をこ 路 薔 の土砂 は雨

に も惜 しげ もね ぇ流 され た。 それ だ け じ、ね ぇ路百 の デ

コボ コ 電 ん 朝ん 凍 った土 も悩 みん種 。

大 分か る竹 理 に向 けた馬 童 も 難 所 ん 一 つ だ け :こ 『 駒 掛

け猥!壁 』 が 作 られ た。道 路 南 がわん約 100Mに わ た わ

嘔約 1.5M<高 さ約 1,5Mを 切 与石 と漆喰 じ圏 め

た 準馬 ん 暴 走 事故 購 上対 策 。 それ で ん馬 車 ん ブ レーキ

が  効 か ん じ暴 走 辛 う じて こん駒掛 け じ上 ま る。 そん ま

突 っ走 る と下 りヵ _プ を  飛 び越 え ち七 瀬 lll:こ 馬 車 もろ

共  ザ プ ンと落 ち る事 もあ った。

業 者 や聾 係 有志 が北 側 に奉 った 馬 頭 観 音 には無事 故 ん

願 い込 め ち 参 る人 た ち も多 か った ち言 う。 昭和後 期 に

t`Cっ ちえ ― と舗 装 され たが  勾配 の きつ い道 路ん薔瞥 は

今 も 解 消 には警 速 い宿 金 かん知 れん 。     41



★  見上 ぐり ,素 晴 ら しい橋 一 ~大 工 2年 《1913》 法 泉

寺 構 が  諏 訪 ん 人 た ちん心

ん プ ラ イ ド見せ た よ うな 見事 な
′
美 しい橋 にな つたo当

時ん 金 じ 2万 円 じゃっ た き 世 話 ぅし t・ 長年 村 長 や ら し

た 三 靖 が有志 に呼 び か けち 野 津 原 とん境 :こ タマ ガ ル

ごた る橋 c下 か る 見上 ぐるとそ り ヽ もう :石 組 み をこ皇い

石 を使 うち らる。 当時 遊 郭 もあ うた港 か る馬 車 じ運 び

工事 葉 負 者 も泊 ま り込 み じ架 4ナ た。 そ :ず な しも石 里 長に

入 っち大 事 しち くれ た ち 喜ん だ そ うな。熊大 具 道 に も

こん橋 が 女性 的 な ら 男性 的な眼 鏡 橋 も小岩 百 と下誇 :こ

あ る。 が あん ま り知 られ ち ょらん の も :書 しぃ ι十ん ど下

か る見 あ ぐる石 組 み に ら 当時 ん 土工 技 術 が誇 ら L′ げ。

後ん 2つ ん橋 は熊大 具 道 ん 嬰通 に合 わせ ち架 ιキられ た

電 気 が ひか れ た り 橋 が架 け られ るに をどげ 一言 うてん

地 元 ん  有 志 ん基 力 と そ リー協 力 す る そげな 人 た ちん

支 ぇが な
`十

わ o'塵 来 ん 。村長 をま『 井 戸 撃 』 ちユ ウ嬰 くが

世 話 す りゃ上 め た 時 に わ井 百 と塀 だ けが残 つた ち言

う くれ 一精 魂 うち くうだ もん じゃ。 今 は文 明 嬰花 んせ の

中 変 ゎ ,た もん じ薔ち思 らが  そ こま じせ ん で ん役 立

つ世 話  名 を残 す 度 胸 もほ しい もん じヽが 。

方 言説 明 -40P ラ ンプ・一石 :rL利 用ん 照 明器 具 .チ ー タ‐―灯

る。つ い ち よる一灯 いて い る。 チ ツ ト…少 し,

41P :書 か らん 一春 か らの。 コケ チ ~避 けて 。 そ

げ ― ―ヽ そん な にn馬 車 ん ブ レーキ ー馬 車 の後 輪 を 手動 で

締 め る方 法 。 `:彗 しぃ げ もね ぇ‐―欲 張 らず !こ .

42P たちん … たちの。 そ げな しも ,一 そん な人 た

ち も。́石 風 呂…石で 作 った風 呂で沸 か した場 を 入 れて行

水 す る。 どげ… … どん な :こ 。ユ ウ… よ く嬰 く。

※ 洗 い出 し一塗 って 少 し国 ま ‐た頃 に暖霧

状 態 の水 で洗 い小地 の小 石を浮 き立 たせ る。   42



★  大 の 内 水 路 ― -700生 頃 嬰 け た 権 現 地 区 に  水 を 引 い た

苦 労 ξま豊 の 彙 腹 を  :約 1.辱 キ ロ殆 ど ヌキ

を 通 っ ち 豊 ち き ち ょ る 。 そん 工 事 を L´ た 労 力 ぁ今 も不 明 じ oが

そ れ な りん 翌 が あ った ん じキ ろ う。 こん 水 路 ん チ ッ ト下 に 又

一 大  をま じめ ん 井 関 か る下 が った 場 所 か る ヌ キ じ来 た ん が

大 の 内 水 路 じ Ⅲ3上 緯 の ボ !J水 も集 む る き ケ ッ ク シ を よ き 、、

来 よ った 。

波 多 野 権 衛 興 が苦 労 した もん じも き 完 全 な もん に して 一 き

肥後 ん殿 様 に 再 三 築 いを 虫 し上 げ たが  願 い叶 わ ん まま死 去

。事業 !ま 子 供 ん権 ‐ 郎 が 28歳 じ署!き 継 ぎ さ ら :こ 殿機 に何 里

もお願 いを くりか え L′ よ ,た 。 そん根 気 熱 意 をまなん と 76国 ニ

そん事 業 ん 偉 大 な事 が え ― と 認 め られ たん が 慶 応 4年 じもつ

キタ

並 々 な らん 苦 労 を貫 いた ち 震子 孫 孫 ま じ番 墓 料 を下 付 ち証

明 され ち  1回 受 領 した な よか ったが  そん途 端 に世 は明治 ん

嚢藩置 呉 :こ な ‐っち 折 角 ん効力 も消 え ち しも ぅた ち言 う。́前後

問 200生 あ ま り資材 をつ ぎ込 み  多 くん力 を寄 せ ち もろ うち

作 れ守 った 本 の 内水 路 は忘 れ られ た ごと 合 も美 しい水 を流

L′ そん 流 域 ぁ 約 50ヘ クター ル。 当時 を忍 ん じ建 て られ た碑

が 松 ″崎 に  そ っと当時 ぅ忍 ば せ ち くる る。

野津 原 にお陣 屋 もあ った頃ん  回 り水 堀 ん水 もこ こか るん水

が  そ う と巡 ぅち西 側 の流 れ落 て よ った。宿 場 町 ん両 側 ん水 路

に も流 れ  冷 た く美 しい水 !き 当時 ん 生 活 用水  購 費用水 に もな

りよ ―,た 。 江戸 期 間 に 、恵 良 に ぅ里 ぅか る 水 雲が 広 が り瑶 作

ん広域 場 所 で ん あ った。

大 三 7年 ま じゃ竹 や 木 じ作 った井 興 も コ ンク リー ト作 りに

な っち水 量 も多 くな ったが  工 法 が 粗 末 で洪水 じ流 失 6
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理細 9生 の大手 害 に ゃ警 労 も しち 西福 寺住駿 が 井 聞 じ

祈願納経 した ら 鋳願 の 日に暮雨 を 見た と言 う。́ 水争 い も

激 しゅう じ生 死 ん 人た ち も多 か つた ごた る。 そん の ち更 :こ

井 関ん改修 昭秘 3o年 《1955》  トンネ ル改修 と三 方
コ ンク リ水 整 に な っち 現 在ん ごた る水 量 に な った。

じらが こん 水 じさえ大 火 に 見舞 わ れ  防 火設備 ん ね ぇこ

と じ 大 ζすな被 害が 出 ち L´ も ぅた。 ※ 昭和 38年 の大 火
(1963》 2月 27日 冬 製 じ 水 路修 理 な ど じ断水 こ́ち
よつ た もん じ● き す ぐ仕 掛 け に行 った けん ど  lkん 到 着
ま じ時嬰が か か つち  51装 全焼  罹 災者 119人 損 害 額
27659千 理  こん 里大 分 の導度 62パ ーセ ン  ` 最 大
里 速 10,5メ ー トル じ、っ たこ

ヌキん じ ゃ う通 るん途 轟 じ チ ヨコ ツ ト窓 ん ごた る場 所
が ふ る。工 事 山ん 土 ぅこ っか る落 と しょ ったん か  そ り 、=

してん長 ぇぬ ま ぁゅ ぅ握 _3た もん じゃさ 記録 残 されん の も
理 砦が あ るん じ oろ うが  そん 苦労 した 人 た ち ゃち ―,た
報 い られたん か 。 取 り入 れ「1ん

側 ぇ暑星 が ぁ る  『 豊 後 岩
屋 』 ち呼ぶ けん ど まさか工 事 ん じが  ひ ょぃ とす り o寝 治
ま り したん か 。 詳 しぃ記録 も残 されん あ た り 。 何 か秘 密
もあ りそ う じ oが .

江 戸 時代 戦後 に ゃ記 録 が 消 され た り

りす るのん  哀 れ さ も想 い浮 かん で

残 されん じゃっ た

苦労 ん 報 い られん の

も気 の議 でん あ る。 せ め て 当時 ん ご苦 労 :こ 感 謝 した しヽ もの

じゃ。 今 の春:1便 性 や ら意 まれ た暮 ら L.ぅ  思 うにつ けて ん
人間 と しちあ りが て ぇ事 。
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★ ★ ★  純 真 な 子 供 の 育 ち 、 行 動 、 優 しい 心 、 そ れ らを

よ り保 って  成 長 して 欲 しい と 思 い込 め て

ま と め た  『 方 言 子 供 ん 世 界 』 で す 。 ☆ ☆ ★

子 供 の 読 み 聞 か せ 《本 な ど を 見 な が ら)、 読 み 語 り 《心

:こ 頭 の 中 に思 い 浮 か ば せ な が ら》 な どが 最 近  多 くな

り ま した 。 野 津 原 地 区 で も  10年 程 事 か ら取 り組 ん で

い ます ^

現在 社 会 か らの話 題 、古 い歴 史や民 話 か ら マ レ ンジの

童話  実 際 に あ った体 験 か ら 倉」作 した話 な ど 近 代 颯

けに構 成 した もの な ど。

小学 校 の ボ ラ ンテ ィア活 動 で  これ らを使 う時  故 郷 の

歴 史、 民 話 に興 味 が 注 が れて 故 郷 を愛 す る 優 しい心

の構 築 も出来 た よ うに も 思 わ れ ます 。

一般 的 な『 読 み 嬰 かせ 』『 読 み語 り」 と 異 な るの は

内容 に聞 きやす い 方 言 が 入 って い る事 。先 人 の生 活用

語 だ った 方 言 は優 し く親 しみが あ り つ い笑 顔 もこぼ

れ ます の は  それ だ け 優 しく思 いや りの あ る 素 直 さ

を持 って い るの だ と 信 じて います 。

′
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◎OO 方言子彙ん世界 00◎

村 ん辻 、 お富 、 お寺 か る 子供 ん 賑 や け ぇ声 が嬰 こめ る。

遊 び場 でん あ い 勉 強 ん場 でん み る。 そ しち喧 嘩 した りす る

そげ な 時間 の経 過 ん 中 じ育 ち 成長 す る子 供 3■ 近 かん均

じす ぐ 遊 び道 具 に しち しま う。 /1ヽ 刀  ヒモ 打 でん生 活 ぃ

溶 け こむ 道 具 に里 変 わ りす るん も 皆 ん なが 楽 L′

`, 
遊 ぶ

場 所  友達 が お るか ら じヽろ う。

理埴 えが始 ま る 菫 代 ん等 虫 駆 除ん 項 に ぅ 営校 も尋 ま じ

ゃ ヨコイ に しち 虫摘 り ぅす る粋 な計 らい。 雲檀 えん 一番忙

しい『 大植 え」 ん 塁に ヽ  『 よ こ うち襲 勢 しよ』 ち 先 生が

可 うと『 自分 も役 立つ 」 そ 4ず な 自信 も身 :こ ち 一 ち くる。祭

りん 塁に ゃ『 落 ち着 か ん ごた るの ぅ 旦 ぅ帰 ってん い い ど』

そ り 。う待 つ ち ょる ごつ  カバ ンぬ小 脇抱 え ち つ 一 じ帰

る。

奉 ん速 足 :こ ゃ速 い所 か る通 う 子 供 たちん 家 ん家庭 訪 興 も

兼 ね ちす る3帰 り道 じも もうワ■ ビも 獲 二ち帰 る女 ん 子 .

子 供 なが ら母 性 太 能 が 頭 ぅ もちあ :ザ るん も睾然 が そげ 一 さ

す るん か。 自分 じ考 え ち 自然 の 中 じ 知恵 がつ て環 境 じヽき

不 皇義が あ ってん  曇 せ ん ヨ々かん聟 れん 。

◎ 約束守 った お兄ちゃん 0

堂 校 帰 りん君 ち ゃん が  顔 見短 りん  おば さん :こ きれ いな

花 を言 いま した。煙 :こ 育 て ちお つヽた花  通 りが か り じ見つ 拳

ち ょっ た きいか  欲 しい と思 っtiん か燿 れん  『 きれ い :し

｀
い

ろ ぅ 少 しあ ぎ ょう』 ち  くれ たん です 。花 ん 香 りが ただ よ

ぅち  奏.持 ちが ル ンル ン気 分 に な 惨ま し́た。
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道角 ま じ帰 った時 じゃつ た。顔 見知 りん  お兄 ち ゃんが

花 を 見 る と急 に 尋 ね るん で す  『 この辺 に花 屋 さんが

あ ったか な ぁ』 君 ち ゃん は 花 屋 さん は この 町 に はな い

の で  『 花 屋 さん :ま な い けん ど』 と 気 の毒 そ うに返 事 し

ま した。『 そ う あ ま り美 しい花 を持 っち ょつ た き ご免

な 友達 ん 見舞 い に行 くもん じゃき… …』 君 ち ゃん は

す ぐこの人 は き っと 花 を持 って行 きたか ったん じゃろ ぅ

ち 思 い ま した。

その  お 兄 ち ゃん の横 顔 を 見 ち ょつ たが  I'こ れ あ げ ま

しよう』『 え っ」 お 兄ち ゃん は  び っ くり した よ うに

君 らゃん を 見 る と  『 折 角 言 って帰 る と ころ じゃろ う い

い よ`]と 遠 慮 しま した。 で も少 しさみ しそ うな 顔 で じ

っと見るの :ま  可 愛 い そ うに もな りま した。『 いいん で

私 もそ こ じ おば さん に貰 った き』 明 る くニ ッコ 1り 顔 じ

そ う言 うと お 兄ち ゃん に さ いで ――たん です 。

『 そ う 本 当 に い いん  じゃ頂 いち そ うそ うお名 前 を

教 えて』『 い い よ そん な』『 で も帰 り :こ  お礼 に行 きま

す か ら』 君 ち ゃん は困 った よ うで したが  『 す ぐそ この

家  君 ち ゃん て言 うの』  『 君 ち ゃん  い い名 前  や さ し

い な ぁ じゃあ遠 慮 な く 頂 いて友達 に持 って 行 きます

き っと喜 ぶ じゃろ う あ りが と うな ぁ』

お 兄 ち ゃん は 嬉 しそ うに抱 き抱 え る と 病 院 の 方 に行

き ま した。 君 ち ゃん は家 に帰 ると こん こつ ぅ話 しま した

。『 あ ら ら そげ な  い い こつ ―̂し たん  :喜 ん だ じゃろ う

な ぁれ .:『 嬉 しそ ぅ じゃっ たで』 人 ん優 しさ |ま  嬉 しい

もの  ま して や 自分 が 見舞 い (こ  花 を持 って行 きたか った

そん  思 いが 通 じた のが  特 別 に嬉 しか った ごた る.君 ち

ん も又  い い事 を した ち 楽 しく嬉 しい気 持 ち にな った。

47



も う 日暮 れ 頃 に な っ た 時 じ ゃつ た。 『 君 ち ゃん い ます か 」

Fは い 』 お 母 さ ん が 玄 関 に で た ら 若 い お 見 ち ゃん が 来 ち

立 つ て ま した 。 『 君 ち ゃん の  お 母 さん で す か  今 日お 花 を

頂 い た  :1:本 と言 い ます  君 ち ゃん は 、:『 今 遊 び に 行 って い

ます が  す ぐ帰 り ます か ら』

お母 さん は 山本 さん に待 って もらう ごつ言 う と 呼 び に

行 きま した。『 お兄 ち ゃん  や っぱ来 て くれ たん 』 走 りな

が ら話 す 声 が 聞 こえ ま した。 やん が ち帰 った 玄 関先  『 君

ち ゃん お帰 りな さ い 今 日は本 当 にあ りが と う ござ い ま した

お花 を とて も喜 ん で くれ た よ』『 そ う よか つた』君 ちや

ん も 息 弾 ませ ち 自分 の事 ん こぜっ 嬉 しゅな りま した。

『 本 当 に よか った 感 謝 ん グ ラ ジオ ラス の球 根  お礼 に差

しあ げ ます 』『 これ私 に  こん な に』『 可 愛 い い花 が 咲 くか

ら 育 て て ね』『 お母 さん こん な に』 お母 さん の顔 見て

聞 きま した。『 折 角 です か ら 頂 いた ら』『 あ りが と うお 兄

い ち ゃん 』『 優 しい君 ち ゃん :こ  植 えて も ら うと き つと喜

ぶ で しょぅょ』『 嬉 しい』 君 ち ゃん は小躍 り して  喜 び ま

した。

次 の 日の こ と 昨 日お花 を くれ た畑 の  お ば さん の家 に帰

りに寄 る と 庭 先 じ大根 澁 いを しよる。 声 を か け る と吃驚

振 り向 いたので  !・ おば さん  昨 日のお礼 に これ  あげ ます

』 紙 包 みか る グラ ジオ ラ スん球 根 を  差 し出 しち頭 を  ピ

ョコ ンと下げ  花 を お兄 ち ゃん にあげ た 事  見舞 いに持 って

行 き喜 ばれ た 事  お礼 に球 根 を貰 った事 。 な ど話 しま した。

おば さん も自分 の事 の よ う :こ  喜ん で くれ て大 根 洗 いの

苦 労 す る仕事 も忘 れて しま うごた る 嬉 しい時 間 に な っち し

も ぅた よ う じやつ たo『君 ち ゃん がん優 しさが 通 じたんで 』
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で ん元 は と言 ゃ君 ち ゃん が ん  気持 ちが 優 しいか るん 事 で

回 り□ っち 私 に ま じん『 ご褒 美ん球 根 』 今 日はなん と良

い 日 じゃろ うか。 二人 は顔 見合 わせ てニ ッコ リ笑顔 にな っち

ょつ た。人 間 は いつ も誰 か に助 け られ  世 話 に な っち生 きち

よ る もん。 じ ゃき出来 るこた ――す る それが 自分 も助 け られ

支 え らる る事 に もつ なが る もん 。

『 よか った な ぁ』 おば さん の声 は涙 ぐん じょつ た。君 ち

やん も釣 り こ ま る る ごつ 涙 声 に な ったん が 解 った。 夕焼 け

雲 が赤 く染 ま っち 明 日 も天 気 か夕 日が 美 しい。 まるで 二 人

ん 心 ん 中ん ごた る。

☆  方 言 説 明

45P

46P

47P

48P

そげな…そんな。おるか らじゃろ う一居 るか ら

で しょう。 ヨコイー体み。 よこうち…休んで。

ち―ち くる一つ いて来 る。つ ― じ…飛んで、

走 って。

もん じゃき― ものですか ら。 さいで一た一差

しだ した。あ らら一まあまあ、急 に、吃驚。

そげな一そんな。 じゃつ たで―で したよ。待

っち もらうごつ …待 って もらって ください。

ごたる…ようです。

ま じん―まで も。

◎◎◎ 鬼の目に も涙 ◎◎◎

本 陰を よ け ち ワ ラ ビ取 り しよ った 良 ち ゃん が崖べ ら ぅ

回 った時 じゃつ た。何 か泣 き声 が 聞 こゆ るよ うな そげ な

気 が しちな らん き 腰 ぅ伸 ベ ー ちあた り ゅ見回 した。 けん

どほか に人 ん お るよ うでん ね ぇ。良 ち ゃん な毎 年来 る き
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ょ く取 るる場 所 は知 っち ょる。 こそ つと~人 じこ こに国

っち ょっ たん じゃつ た 。知 らん したち ゃコ ンメ ェ ンガ~杯

あ る 所 じ取 る き良 ち ゃんが  こ き― お るな気 が っ かん。

又腰 ぅか がめ ち ワラ ビ ゅ取 ろ うち  した そん時 じやつ た。

小石 が コ ロコ ロ転 が っち 草原 ぅ落 ち ち行 く。 そ り ゅ目 じ

追 いなが ら見つ め ち ょつ た ら そん時 ぃまた あん 泣 き声

が聞 こえ ち きた。

じっと石 ん 落 て た下 ん方を 見つ む る と た まが っち しも

ぅた。 石 が落 て ち行 く方 に 誰 かが お る ごた る。 しつと見

据 え た ら動 く『 も しや 誰 かが』 良 ち ゃん な じっとそん

動 くぬ 見 ち タマ ガ ッチ しもうた。 そ こに ゃ可愛 い い着物 ぅ

着 た娘 が お る ごた る。 良 ち ゃん な ワラ ビ取 り ぅゃ め ち 恐

るお そ る草原 ぉ下 に下 りち行 きま した。

泣きながらごっとしちょる 『もしかしたら怪我でんじ

ち ょるんか』 足 もとに気をつ けち え―と側 ま じ来た ら

そん娘 も気がち一たんか 又大 けな声 じ泣 きで 一た o

そ りゃ―きつと助か るち思 うたか るか  そげな心が子供な

が ら回 ったんかん知れん。

優 しい声 じ『 大丈夫 じゃき どう したんな』 『 ……』

泣 き声 はやんだん じ ほ っとす る。 きっと安心 したんか

こん まま じゃ死んで しまうち 思 うたんか『 もう大文夫』

笑顔がぁ った き え― と落ち着 いたん じゃろう。側 に行 く

と小刻み :こ 震 えち ょるが チ ツタ落ち着 いた ごた る。

側 に寄 っちゆ う見 る と あん ま り見た ことん ね ぇ娘 じ

気 に な っち頭 か る足先 ま じ 見 る と足 に チ ッ ト怪 我 じち ょ

る。 そん怪 我 じ血か滲 み 出ち ょる。 Fこ く う怪 我 したん か

な』 良 ち ゃん な手 さ げか る リバ テ ーープを 出す と足 に

ペ タ リ張 りつ け た o
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じっと見 ち ょつた娘 もえ― と安心 したごた る。良 ちゃん

もは っと安心。 じゃが な しこげな娘が。あた り ゅ見国 した

けん ど誰 も お らん。『一人 じ来 たん』『 ……』『 どこか

る来 たん』 と娘 は天を指 さ しち 頭をさげた。『 まさか

天か る』 ひ ょいとす りゃ頭打つ たんか。いろいろ考えた

が  『 そげん こた ぁ考えまい 可愛 いそうじゃき』 良 ち

ん は自分 に言 い聞かせ ち あた りゅう見国 したが誰 も。

良 ち ゃん はいつ も誰 も知 らん所 じ コソッ ト取 っち ょる

き そ う思 うとおか しゅうな っち  クス クス笑 い出 しま し

た。 そ リー釣 りこまるるごつ  娘 も笑 いだ した もん じゃき

良 ち ゃん も ホ ッ トしま した。 きっと誰か と来 ち待つち ょ

つ たん じゃろ う。

い ろ いろ考 え たが と :こ か く こん娘 が落 ち着 くま じ待 つ

ち ゃ る こち ― しま した。 そん 時 じゃつ た 急 に空 が曇 った

ち思 うた ら風 が サ ッと そ しち空 か る何 か 目の前 ぃ現 れ た

き タマガ ッチ シモ ウタ。 あん ま り急 じゃき 良 ち ゃん も

覚 え ち ょらん が確 か に 何 か 大 け な もん が … … とそん娘 ぅ

か か え あ ぐる とス ー ト 空 に舞 い上 が っち しも ぅた。

娘 は 目に一 杯 涙 を た め ち  『 あ りが と う あ りが と う」

そん声 が だん だん  小 そ うな っち聞 こえん ごつ な っち しも

ぅた。 ひ ょい と気 が ち ‐―た良 ち ゃん  ワラ ビを 取 っち ょつ

た元 ん 場所 に チ ョコ ン ト立 っち ょっ た。 日の前 に ゃ涙 を

うか べ た あん娘 ん顔 が いつ まで ん残 っち ょつ た。

鬼の 子供 か  それ とん雷 さん の子 供 か  良ち ゃん は解 ら

ん ま ま じゃが  助 けて や った それ だ けは 確 か じゃつ たぬ

思 うと『 よか った怪 我 が早 くよ くな る といいが Jち  いつ

まで ん 空 を 見つ め ち ょつ た。
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良 ち ゃん は家 じ こん話 しを した と ころ  『 鬼ん子 で ん

奎 ん子 でん 助 け ち ゃっ たな  いい こと じゃ』 ぉ父 さん が

ほめ ち ニ ッコ リ笑 いま した。

次 ん 日の朝 じゃつ た。 早 起

き した お母 さん が軒下 を 見 ると 大 きな籍 が 3つ あ った

もん じゃき 慌 て ち お父 さん を大声 じ呼 び よ る。 そん 声

に タマガ ッチ起 きた良 ち ゃん  そん箱 に ゃなん と み か ん

、 りん ご、 バ ナ ナ、が入 っよ る もん じゃき  『 こ りゃ ぁ

昨 日助 :ナ た 鬼か 雷 さんが  お礼 に くれ たん かん知 れん 』 ち

百 い ま した。

良 ち ゃん は『 い い事 しち よか った』 喜 び なが ら それ

でん『 怪 我 ゆ うな った じゃろ うか』 ち ち っと心配 に もな

りま した。 そん 時 じゃつ た。朝 ん お勤 め に回 って くる 寺

の お坊 さん の リンの響 き  『 お坊 さん に聞 い ち ゃどげ え』

お母 さん の 言 うの に 合 わせ ち お父 さん が  『 そ ぅじゃ

の う』 返 事 す る と す ぐ こん こつ ぅ聞 き ま した。

お坊 さん な じっと 目を開 じち よつ たが  や お ら開 け た 目

か る滲 む涙 。『 誰 か 昨 目何 か 人を助 けた こた ぁなか った

』 良 ち ゃん は タマガ ッチ しもうた。 お父 さん が昨 日ん 話

し ゅ した ら  『 よか ったの ぅ とてん 喜 ん で  お礼 に持 っ

て 来 た ら しい よ』 皆 は『 よか った』 ち 喜 び ま した。

それか らは良 ち ゃん も 早 ぅゆ うな っち又 あ いた い もん

じゃな ぁ』 ち 一 人言言 い よ った。 そ り ゅう聞 いた́ お母

さん が  『 ゆ うべ雷 さん の子 供 ん夢 み たで』 ち言 う もん

じゃき  『 どげ しよ った  見せ て』 良 ち ゃん のオネ ダ リ

に みんな大声 じ笑 いま した。
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◎OO 方言子 供ん世 界 一―浅 内長者  ◎ 0◎

野津 原 ん 南 ん方 :こ 浅 内 ち言 う所 が あ る。 そ こに長 者 が お ぅ

ち 近 所 ん 山 ん モ !Jか る いの ち き ま じ 全 てを取 り しき り

よ ‐った。 情 けを請 う人 !こ ぅ 戸 を あ
`十

 仕 事 :こ 理 っよ る !フ に

ら そん J無すもシチ ヤ リよ ―ぅた。 じぅ き皆 ん なか る も 大事

に され何 事 か ん時 に ヽ す ぐ飛ん で きち ょつ た。

そげ な長 者 も何代 か しよ った ら 子 供 が授 か らん じ絶 え そ

うにな った。 心 配 にな っち山ん 向 こ うか る 勢 取 りん 養 子 を

迎 え ち 後 を継 がす る こち な った。 勿論 そん嫁 に ゃ地 元 じ

ゆ う育 った娘 を添 わせ ち 老 いん先 ま じ幸 せ :こ 暮 ら した ち言

う。 それ も今 ま じ人を大 事 に しち ょつ か ら じ そん ご褒 美 が

あ った こち な る。

そげ な事 が あ っち 何 年 か過 ギた頃 に稲 を植 え る こち ぃ

な った。 広 い場 所 が あ っち 水 も谷 窪 :こ 流 れ よ る き 心 配 が

の う じ野 津 原 ん  うまい米 が 出来 た ち言 う。́ みん なが 加 勢 じ

ち闘墾す る と 時 のめ に 6反 もん 理ん ぼ が 出来 た。 そん 仕事

に も雇 うき近 所 ん 人た ち も 仕 事 が あ る き生活 も出来 た。

どげ な立 派 な田ん ぼが あ って ん 仕 事 す る しが オ ラニ ヤ盟

も生 か され ん 。 そ の ぃナ ンボ お ってん  真 面 目にせ に も作物

も ゆ うは 出来 ん 。 それ らが うま 〈噛 み 合 っち こす  米 もゆ

う出来  働 (Aも 真食:1勤 き 長 者 も喜ば れ る もん。 自分一 人

が偉 い とか 自分が働 くか らとか  だ け じゃ世 の 中 うま く行 か

ん き 心 を 合 わせ頭 を使 うこ とで 結 果 も素 晴 ら しい もん に

もな った。

長者 さん の優 しい心 と □ りにお る人 た ちん頑張 る気 持 ち

。物 を作 る喜 びをみん なで 分
`十

合 う 思 いや りが大事 じゃ。
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ぃ ぅと き した頃 ん 事 じをつ た。 あ る夏 ん『 野 グ)菫 取 り』・

す る こち な つた。仕 事 す る しが多 い き 出来 るだ け皆 ん な :こ

しち もろお う。 そ うす り。皆 ん な に銭 もあ
`ザ

らろ る。長者 は

皆 ん な に仕 事 しち も ら うこち した。朝 早 ぅあつ ま った しに

今 日 も畢 い ごた る き里 め に済 ん だ ら  『 1日 分 あ げ る」 と

言 うと家 に帰 った。

人数 じ割 った広 さん 要んぼ に入 り 頑 張 埼始 斗 た もん じら

き 予 定 ょ う里 ぅ済 む ごた る。草取 りす ると田 ん ぼん水 が

馨 っちす ぐに ゃ 取 つたか取 らん か解 らん ごた る。 真百 里に

す る と時 間 が か か るが  取 り残 しが あ つち ら思 る。腰 が層 ぇ

けん ど ゆ う頑 張 ぅち 半 分

'Ⅲ
l:ま 済 ん だ よ う じら 3

『 ま ぁ一 般 じち やどげ 一』 長 者 さん が ヒ ドカ ロウち 声

をか け た ら畦 に腰 を お ろ L′ ち 一 服 始 め た。 そん 聾 に濁 った

水 が ジ ワ ッ ト澄 み で ― た。所 ど ころん 株 の回 りん 草 が  まだ

残 っち ょるんが あ った。 が  長者 さん な知 らぬ ふ り しち 家

に帰 った。

昼 まで に旦 ぅ済 ん だ き 長者 さん に『済 み ま し′た』 ち報告

:こ  一 人が来 た き  『 ご書労 じもつ た な 済 ん だ しや も 4

帰 って オ ヨコイ、後 じ見に行 きま し ょうき』 手 足 ぅ洗 い な

が ら それ ぞれ書労 した話が弾 ん じ ょつ た。 そん 内 ぃ水 が 澄

ん だ 盟 の 11■ は 美 しゃ取|っ た田 もあ りゃ 残 りん 争 い田 もあ

った ごた る。

慌 て た あ らま し取|り した 人 たち ぁ また 興 に入

リセ ツ シュ残 つた分 を 取 り始 め た。 真薔 興に取 った 人 た ち

は 長 者 さん に挨 拶 に行 った き  『 この人 たち は 真薔 目に』

…… …長 者 さん もす ぐ解 った よ う。帰 りん『 お み や げ』,も

貰 って 帰 って行 きよ る ごた る。
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0◎◎ 方言説明 ◎◎◎

コ ンメーーンガ ー小 さ いの が 。 かが め ち・―しゃが み こ

む格 好。 じっ と…静 か に して 。 ち―たん か …着 いた

のか。 チ ッター少 しは。 こ く う一 こ こお。

じゃが な い 一‐しか しな い の で 。 こげ な ‐…こん な。 そ

げん こた ぁ・―そん な ことは。 コ ソ ッ ト・…内緒 に 静

か に。待 つ ち ょる こち・―待 って い る こ とに。 そ うな

っち・―その よ うにな って 。

モ リー‐保護 す る。 いの ち き一生 活 、暮 ら し。戸 を あ

け …・いつ で も遠 慮 な く入 って 。 シチ ャ リよ った―‐し

て あ げて い た。 きち ょつ た 一・来 て いた。 こち一事 に

。 め に一仲 間 に。 ど げ な ‐―どん な。 ォ ラニ ャー いな

けれ ば。 そ リーーナ ンボ お って ん ―・それ に い くら居 て

も。

しち も らお う・―して 頂 く ことに。 あ げ て 一・渡 して。

しち やどげ ― … して は ど うで す か。 ジワ ッ ト…静 か

に、 こそ っと。 ォ ョコ ィ ー お休 み、 ゆ っ くりと。 あ

らま し取 る一雑 に手 抜 き して 取 る。 セ ワ シュー忙 し

く。

58P

54P

方 言 は初 めて の人 に は 難 しい もの で す が  内容 には優 しい

気持 ち も込 め られ て い ます。 続 く言 葉 を 聞 くと解 りやす い

文章 な ら読 み 直 しが 出来 る その よ うな方言 は 早 :1で は乱 暴

に も 怖 さ も入 ります が  真 実 は『 生 活 の 中か ら滲 み 出 た
`l

長 年 使 って い る 生 活 用語 なの で す 。

使 って い る と込 め られ た 気 持 ちが 伝 わ るとその言 葉 の よさ

も 人情 と して伝 わ る と思 い ます 。 そ の言葉が 《方 言 が 》

出来 た 作 られ た元 には そん な想 い 心 が あ るの で す。
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通学 生 徒 が ゅ う挨拶 しよ る。 そそげ な 中 に方 言が 時 た ま
飛 びだ しよ る。 おおか た 3世代 ん じが ―一緒 に 生 活 しよ る
ん じゃろ うち 頼 も し ゅ う もな ります 。 両 親 が 博学 なん か
生 寄 りが話 し上 手 なん か 。 そ き ぃ家庭 ん 明 るさ 楽 しい心
ん生育 も約 束 され る もん で しょぅ。

そげ な子 供 に ゃ社会 勉 強 ん 機会 も 3世 代ん環境 じ育 ち

思 わん  自分 じ取 り組 む 発想 も閃 くごた る。 ほ い しち ょい

と頭ん 体 操 で す 。 文字 に ゃ右 か る見て ん  左 か る見てん

上 か る見て ん  ‐
下か る見 てん  なん と同 じに見え ち 読 む

んが幾つ か あ る けん ど  ど ぅ じゃろ うか 。 幾 っ解 るか な。

子供 ん 頃 か る読 み 聞 き 書 く習慣 が ぁ る しゃ わ き ゃ
ね ぇ気 軽 に 出来 そ ぅで。 地 図 にぁ る記 号 も入 れ ち  lo語
以 上解 りゃ も う たい した もん じゃな。 答 え |ま 65Pん
『 ち よい と い つぷ く』 1■ ―ナ ー に あ る きな。頭 ん 体 操 ふ

ん な頑 張 って な。ふん な ヒ ン ト1っ  ※  これ もで。

時間 な皆 ん な同 じだ
`ナ

 生 まれ た時 い 天 か る授 か っち来
た けん ど 時 間 の人事 な こた ぁ知 っち よつ てん  そ り秩 序
ん 大事 な事 も解 つち ょつ てん  ほ とん どん じは そん二 っ

が 密接 な関 係 た あ 自覚 せ ん じが多 い。 正 しい秩 序 は時 間
ぬ 倍 にす る。 そん時間 の使 い方 を助 け 活 動 力 ぅ倍加 す る
か らでん あ る。

時を失 わん こ と そ り ゃ_無 用 な行 い を しよ るん か も。
1日 1時 間 ぬ 無 駄 にす り ゃ 生 涯 85歳 と してで ん  莫 大
な損失 に な るん じゃね ぇか な。 ただ じクル ル しⅢ誰 もお ら
ん き 働 く事 じ収入を得 る。 それ こす使 い お‐―けん あ る

金 じゃあ るめ ―か。早起 き ぁ 3文 の得 ち ゆ う言 うが  そん

心 が け こす が 大 事 な事でん  あ りそ ぅ じゃ きな。
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昭和 20年 代後 半 頃 の 資料 に よ り も当時ん 食 い物 ん旬 は

次 の よ う じゃつ た。 《も う 60年 ほず 前ん こち な るが )

カ ラ シチ … 3月 、 エ ン ドウー・5月 、 ラ ッキ ョウー 7月 、

サ kイ モ ‐-10月 、 自菜 … 12月 。

カキ … 1月 、 さざ え ―‐3月 、 まで 貝 一‐5月 、 し じみ … 8月 、

ほたて 員・-9月 ,

鰻 ―・5. 6月 。等:―・9, lo月 。 ぶ り…・12. 1尋 ,

サ ヨ リー…2,3月 cキ ス… 8,9月 .

ネ ー プ ル・…5月 、 ア ンズ … 6月 、桃 …・7月 、

いち じ く―‐9月 、 ザ ボ ン… 12月 。

なん で ん 一 番美 味 しい時節 が あ る ごつ 人 間 に も力 を技 を

情 けを  能 力 を体 力 を  示 す 句 もあ る もん。生 きち行 く為 に ゃ

源 ん 食 い物 :こ  精魂 傾 くる 女 性 ん 姿 は まさ :こ  女 神 でん あ る

。神代 ん 昔 か る女性 が あ っち こす  人 類 が今 日まで も 生 きな

が らえ ち も来 た。 それ に ゃ日か る入 る 食 い物 ん と太 陽 、水 、

空気 、人 ん 情愛 が  周 りん 人 た ちん 支 え あ う 環 境 が こ こま し

続 いち来 た か るこす 。 中で ん 食 い物 ぁ欠 かせ ん もん 。 い よい よ

ん 時『 何 が ほ しいか』 ち間 うと なん ち言 うは じゃろ うか ……

故 郷 ん 古 くか る作 り伝 わ る

大 事 な食 べ物 ん 幾 つ かを

並 べ ち見たが  作 り方 なん

か あん ま り 気 にせん じ作

る時 に ゃ 又 自然 と自分流

ん 英知 とア イデ ア も 力菫味

さ るる もん 。
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ロロ 宅場料理あれこれ ロロ

数 郷 ん 味 に ゃ先 人の知恵 と 必 要 に迫 られ ち作 りで 一た

もん が  ケ ツクヤ味 が ゆ う じ『 こ 与やいいわ い 1じ  通 る

こち な った もん が 多 い。 :ナ ん ど そ り ゃう又 シ ャ ン ト 県 ち

緩:く る人嬰 の情 愛 も 込 め られ ち ょるん じゃろ う。 そ こに

味 ん 真髄 がIか に 壼 じ出 して ん くる るごた る。

肥 後 街 道 ん宿 場 :こ 各素 朴 じやが  人ん心 が こめ られ ち よ

る 味 が あ つち材 料 も手近 に入 る そげ な取 り合 わ せが 時

ん  人気 :こ も結 びつ いち よつ た 。通 る人た ち も地 元 や ら

肥 後 や ら府 内や ら 遠 い浪 花 、 江戸 、遠来 ん疲 れ た体 を心

を憲 す  それ をま毎 は さて お いち 食 べ物 で ん あ った じやろ

う。 の れ んを く ぐっち入 る 何 と も言 えん匂 い 心込 め ら

れ た料 理 が器 :こ  盆 に 手拭 い姿 ん ゆ う似 合 う店 先 。

『牢場 そば』

参 勤 交 代 時代 ん IF期 の 今 市 宿 場 ん『‐ 割 そば
｀
』 それ

:こ ゃ手打 ち した つ な ぎな しん 蕎 麦 が  品格 う見せ ち通 な

ら里 に 止ま り 食 欲 もそそ っち くるる。 手 ぎわ ゆ う纏 め る

ん が苦 じゃが  付 け汁 にサ ッ トつ け る と い っぺ ん に喉 に

運 ぶ 。 独 特 な香 り と喉越 しん 食 感 。 もう次 ん 蕎 麦 に箸 が動

く。 イ リコダ シに摺 った ゴマ 青 み はネギ  決 ま りき つた

長構 いが嬉 しい。

小 ぶ りん ォ ムス ビが  テ シ ョウに 3つ 。

行 儀 ゅ ぅ並 ぅ し ょるん が  なん か 心 ニ キ イ気 くば りC.人 ん

心 ぅコ ソ ツ ト『 お味 どげ な』 ち  問 ぃか :す ち ょる ごた る。

『 そ げん ことど ころ じゃね ぇ ウメ ー き返事 ゃあ とあ と』

じゃろ うな ぁい いんでユ ツク リお あが :'~笑 顔 じ奥 に ノ レ

ンを 潜 つたoほ つと安心 したん か  優 しい気 くば 与。
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片 くろ に竹 ん皮 を しいち 沢庵 漬 が フ タキ レ黄 色ん 色 が

ま こち 鮮 や かん も漬 け込 み に 柿 ん 皮 ん 干 した の利 用 。

色彩 が 目を 楽 しませ ち くる る。手作 りん 茶 じゃろ う 霧 が

多 い所 じゃ き味が 冴え ち ょる。 こげ な取 り合 わせ に も心 ぅ

気 を 使 い分 けち モテ ナ ス 宿場 料 理 に ゃ『 客 を大事 に」

そげ な  :疑 か な思 いや り も感 じらる る。

オ ムス ビゃ地 元 じ取 れ た 黒米 ん入 ったの、 しそ入 りん

物 、真 っ白 い米 ん もん  そん 横 に ゃ小 粒 ん赤 い梅 干 し。 こ

こま じヨ ダ ワル親 父 ん心 意 気 。

つ るつ る音 が耳 に入 った き 横 向 い た ら こん じゃ『 と

ろ ろ飯』 と来 た。 や っぱ地 元 ん 山 に増 え ち ょる『 山芋 』

栄 養 もあ っち そ りゃ一  『 ジ ョー』 に もな り元 気 モ リモ リ

とか。摺 りお ろ した に  イ リコだ し汁 じ薄 め なが ら レ ン

ギが活躍 す る。程 いいぬ るや か さに 終 いに ゃ生醤 油 じ隠

味 1, 2滴 。 麦飯 ぅ大 食 い茶 碗 に軽 くつ ぐ そ り ぃ トロ リ

とか けた ら で きあが り _上 に青 しそ ひ とひね り。

落 と し汁 に もこん 山芋 が使 わ るる。 圏 め に摺 った山芋 ぉ

ダ シ汁 に 員杓 子 じ分 け ち ゃ落 と し込 む。 地鳥 に シイ タケ

ニ ンジ ン、 ネ ギ 、 ゴボ ウ、 あ り合 わせ じ事 足 る る き 仕 上

げ に ゃ ミツ葉 、 ゆず 、 これ 又季節 ん もん な ら お構 い な

しん 食材 なん でん似合 う。

宿 場 に ゃそれ な りん 食材 が あ るが  季 節 に使 い分 くる繊

細 な心 くば り ゃ 料理 ん 味 ぅ一 段 と引 き立 て  余韻 さえ残

す ごた る時 で ん あ ろ う。 疲 れ た体 に人 ん 情愛 が  こめ られ

た食 べ物 が 並 ぶ 時 感 情 は物 や金 に ゃ変 え られ ん 大 けな

宝物 ん ぬ ヨバ レタ ゴ タル  気 持 ち に させ られ ち しま う。

十割 そば、 とろろ汁 、 落 と し汁 、宿場 ら しい味 と色彩 .
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『 まめ しダ ンゴ』 が で くる 裏 日か る入 ったん は近 所 ん

馬子 。『 い い どチ ョイ ト待 て るる』『 うん シ ョワ シイ ゴ タ

ルナ ァ』『 お影 じな ぁ』 や り取 りん 話 か る近 所 ん  顔 な

じみ ん馬 子 ん ごた る。竹 田 ま じ朝 早 ぅで た き モ ドリも早

か った が 昼飯 や ヤ ッパ  こ こま じ帰 っち食 いたか ったん か

親 父 が 目を潤 ませ ち  『 す まん の ゃいつ も』 心 ん 中 じゃ

礼 を言 い よ るん じゃろ ぅ。

米 ん 粉 ん ダ ンゴ にキ ナ粉 つ けた 簡 単 な もん じゃが チ ョ

コ ッ ト 甘 みが滲 みで る き ウメー ち 若 い しも喜 ぶ 。汗 か

くもん じゃき喉 が乾 いち水 飲 む。 じゃ きイチベ ェ甘 え もん

が  :欲 しいん じゃろ う。 帰 り道 じ飴 が た も売 りよ る :こ  で

ん こ こま じ帰 っち こん店 ん  商売 ん 加 勢 ぅす る そん 健気

ん気 持 ち ゃ こん だ仕 事 にん  つ なか
｀
っち持 ちつ  もたれつ

ん ツ ツ ロ ク人生 双 六 に もな る。

米ん粉 は米ん実 り悪 ぅじ砕 けたぬ 粉 に した もん じソ レ

が ダ ンゴにな っち きな粉 まぶす と結構 旨ぇ。江戸か る

ん旅ん じも『 まめ じダ ンゴ』 今 日はある じゃろ うかち

足が急 ぐ。 さほど美味 しい もんでんね ぇが 素朴 な田舎ん

味ち言 うか  こん店ん親父ん味ち言 うか。魅か るる しも多

いき不思議 な気 もす る。

『 よ い出来 たで  は い食 べ な ぁ』『 お お き :こ  急 かせ ち

悪 か った な ぁ』『 い いん で』 二 人 ん や り取 り ぅ聞 いち ょ

る と ま るで親子 ん よ うな 親 しみ が仄 か に湧 き立 つ ごた

る 楽 しい雰 囲気 に誘 い込 ま るる。 表 にまた 4,5人 連 れ

が 入 っち来 た。今 日は大 入 り じゃな ぁ ち言 い た げ な言葉

を 横 取 りす る ごつ『 こか ぁふん と いつ 来て ん 先 客 万来

じゃな ぁ』 自分 の事 ん ごつ喜 ぶ お客 、 奥ん馬 子 、親 父 ん

顔  み ん な嬉 しそ うな街 道  宿場 ん 店先 じゃつ た。
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☆  方 言 説 明
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で ― た もん ―・だ した もの。 ケ ック シ ャ…結構 .

シ ャ ン ト… しっか りと。 くる る一 くれ る。 じ

ゃが 一です が 。 そ げ な … そん な。十 割 そば …

百パ ーセ ン トで交 じりな し。 つ な ぎを して 一

接 着材 を 入 れて。 サ ッ ト‐―急 速 に。 イ リコ ダ

シー煮干 しで ダ シ取 り。小 ぶ りん ―小 さな。

テ シ ョウ…小塩 皿 。 なん か ―‐な どは 。心 ニ キ

イ ー心 に くい まで に行 き届 く。 コ ソ ッ トー ご

く内緒 で。 どげ ぇな … ど うです か。 そ げん こ

と と ころ じゃね ぇ… そん な事 ど ころ か。 ウメ

ーキ ー美 味 しいか ら。 あ とあ と… あ とまで も

、後 で。 じゃろ うな ― で しょうね。 お あが り

…召 し上 が って。

片 くろ …片 隅 。 しい ち …敷 いて 。 フ タキ レ…

2切 れ。柿 ん 皮 の 干 した の 一千 し柿 を作 る時

に剥 いた皮 を干 して 。 こげ な … こん な。米 ん

モ ン…米 の もの。 こ こま じ… これ まで 。 こん

じゃ一‐この人 は。 あ っち そ りゃ… あ って それ

は レンギ ーす りこ ぎ。 そ り ぃ… それ に。 まめ

し… まぶ して。 モ ドリも一帰 り も。 ヤ ッパ ー

や は り。 チイ チベ ー …一 倍 予 想 以 上 に。飴 が

た 一飴 の固 め た もの 。 つ なが っち 一連 な って

。 ツ ツ ロ ク人生 …行 きつ 戻 りつ の好 誼 。 いい

ん で 一 い いのです よ。言 い た げな 一言 いた い

よ うな。 こか ぁほん と一 こ こは本 当 に。粉米

一選 別 して合格 しな い小 さな粒 の米 を粉 に し

た もの。 人間 の一 番 大 切 な食べ物

が  使 い道 に よ って 利 用価 値 も

出来 る古 くか らの  生 活 の知 恵 。
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:'田 舎 吸 い 物 』

不意 ん 来 客 に ゃす ぐ何 か ち 気 を使 うんが 食 い物 で ん あ

る。 それが 田舎 とん な り ゃ尚更 ん こと 慌 て ま くっち 買物

しゅうに も ソコラ ソ ンゲニ ャ店 屋 もね ぇ。 じゃけん ど心

が込 め られ チ ョ リャ 田舎 は 田舎 な りん よさ も 味 もあ る

もん 。若 い娘 は気 づ かん で ん 年 寄 りが オ リャ近 所 ん じで

ん  す ぐ加 勢 手 っ ど うち も くる る。

『 な にえ  お客 え ふ ん な卵 吸 い物 んで ん  しな ぁ』

も う手 は今朝 が た生 ん だ 卵 う大 事 こ う じ しち ゃる 籠 か

る出 シチ前 たれ に包 む と ツ ウ ジ来 ち くる る。 イ リコだ し

ん湯 が湧 い た ら 卵 に季節 ん 野菜 が 青 物 ん が  仲 間 入 り し

ち 出来 上 が り。 出 した茶が 飲 み千 した 頃 に ゃ 盆 に乗 せ た

『 卵 吸 い物 ん 』 が  運 ん じ くるなん か芝 居 ん ごた る。

隣近所 が oい つ もユ ウ シチ ョキ ヤ 時 ん 間 にあ うき助 か

るん も  『 つ つ ろ く人生 』 。 季節 ん青 物 に ゃ香 り も加 わ る

し 見た 目 じ食 うのん格 別 ん 味 に な る。 ミツバ 、 サ ンシ ョ

ゥ、 ゥ ド、 シ ョゥガ、 フキ 、 ュ ズ 、 カ ボス 、 ニ ラ、 プ ビル

、 人 ん気 持 ちが コ リィ入 っち 出来 上 が った時 そ こに ゃ

金銀 でん 買 え ん宝 物 が 顔 見せ ち ょるん じゃろ う。

『 り ゃ―す る こた あ早 ぇな ぁ』 1鱗 ん ば あ さんが す ぐ

『 とてん 手 回 しが イイキ ナ ぁ ヽ` い娘 で 』 す か さん じ

売 りこみ と きた。『 うちん嫁 に貰 いて えな ぁ』 お客 が惚

れ たん か  顔 色 が相好 くず しち シモ ゥタ。『 お しな ぎ― け

ん どな ぁ』 ば あ さん抜 け 日の ぅ欲張 った 。 そ うこ うしよ

つ た ら こ こん親 たち も帰 っち来 た。 1客 に もた まが ったが

隣 ん  ば あ さん の機転 に助 け られ た 娘 も幸 せ者 ん で ん あ

った。昔 せ え ぇな った者 ん よ う じ よ き―嬉 しか った ごた

る。
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『 あ りゃま ぁ あん時ん じじゃな』 座布団 かる座 り直

す と 丁寧 に頭 ぅす りつ けち  『 あん節 は本当に世話 にな

っち あ りが と うございま した』  『ず っと元気 じゃつ た

んな』『 お影様 じ お礼 さ しあげた ごつ  ゆ うな っち』

『 そ りゃよか った』

3年 ほず前 に足 ぅ痛めち介抱 しち ゃった そん じが改 め

ち挨拶 ぃ来 たよ うじゃ。『 あん時ん娘 さんが 今 日は特別

ん腕 自慢 ぬ』 『 チャアラ 何出えたんかの』 隣んばあ

さんがすか さず  『 これ これ しか じか』 日頃ん行 いがい

いと思わん助 っ人が ある もん。

『 こい さ ゆ っ くリス リャイ イ そ う じや あん た甘 い

もんが好 き じったな ぇ 小 豆 ぅ貰 うた き 甘 汁炊 くが い い

ど』 娘 に コ ンダ『 甘 汁 炊 く』 ぬ  ~言 いで 一た。『 うん

ウ ッ トン十 八 番 じゃき』 娘 も嬉 しいん か  もう小 豆 ぅ洗

いで ―た。 挨 拶 に来 た客 も甘 汁 ち聞 き ゃ 帰 る気持 ちが ぐ

らりと揺 れ た。

『 竹 ん 皮 ぅ入 れ たか』『 入 れ たで早 ぅ煮 ゆ る き じゃろ』

『 覚 えた の ぅ』  『 隣ん ば ば さん も食 ベ テ ナ』『 そ リヨバ

レニ ャ損 じゃ きな ぇ』 み ん な大 声 じ笑 うた。『 よ しわ し

も ビッチ ョ延 ば そ うかの ぅ』  『 お客 さん も ドゲ ーナー 緒

に延 ば しち』『 ヨイナ』『 いい ぐれ か』『 私 も好 きです』

黒砂 糖 ん 匂 いが 仄 か に香 る甘 汁  み ん なが コ ッチ タカ ッ

チ炊 いた けん ど そ りゃそれ な りん 味 が 染 み こむ  田舎 ん

甘 汁 に ゃ人 間 の 真心 ん味 が  ふ ん わ か練 り込 まれ ち ょつ た

。 傷が ゆ うな っち お礼 に来 た に娘 に 隣 ん 人 に  こん 家

ん 人 た ち に思 わ ぬ  ご馳 走 ョバ ル ル タ ァなん と 運 の い い

人生 じゃろ うか。
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◇◇  方 言 説 明  ◇ ◇

し ゅうに も一 した くて も。 ソコ ラ ソ ンゲ …近所 に は。

チ ョ リャ… いれ ば。つ ど うち も くる る一加 勢 して も く

れ る。大 事 こ ぅ じ一大 切 に。 ツ ウ ジ…飛 ん で。 シチ ョ

キ ャほ して ぉ けぱ。 コ リィー これ に。 リャー…吃驚 .

お しな ぎ ぃ一惜 しい事 で oそ うこ う しよ つた ら一・そ う

して い る間 に。

し じゃな 一人です ね。 ゆ うな っち … よ くな って。 ち や

あ ら一 あ らまあ。 こいさ…今晩 。甘 汁 …ぜ ん だ い。 ウ

ッ トン…私 の。 ヨバ レニ ャ… ご馳 走 にな る。 ビ ッチ ョ

…小 麦粉 を圏 め に水 で こねて 延 ばす 。 ドゲ ー・―ど うで

す 。 コイナ ー よいです か 。 コ ツチ タカ ツチ …み ん なで

集 ま って 。

☆  小 豆 を煮 る時 に竹 の皮 を 入 れて  煮、る と早 くや わ くな る

。 黒豆 を 煮 る時 に さび釘 を 入 れ て煮 る と色 よ く煮 え る

。 この よ うに煮物 に合 ゎせ た 相 乗 効 果 は生 活 の知 恵 で

古 くか ら 使 わ れ重宝 が られて い る。物 の不 自由 な時代

で も 上 手 な知恵 の使 い方 で  味 を整 え るの も生 活 を

豊 か にす る鍵 か も知 れ な い。

★ 赤飯を配 る時 に ナ ンテ ンの葉を乗せ る。色の調和 もよ

く見た目に も美 しい。が殺菌作用が あるナ ンテ ンの葉

もし腹痛 を起 こ した ら この葉 を煎 じて飲んで ください

と 謝罪す る心 くば りとか。炊 き立てだか らそんな事 は

な くて も そこまで気使 ぅ優 しさが  人の心の優 しさを

醸 し出 して もヽヽ る よ う。
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人ん 心 ぅ知 りて ぇこぅ ぅ 求 め ち行 くと こ り 1,生 きち

ょる証 が あ る もん 。三 勤 さん の ア イデァ 英 知 に ゃぃっ も

感 じ入 るが  そげ な巡 り合 わ せ ん  あ る人 :ま 圭 せ 人生 でん

あ るの で :れ′嬰 ぃて知 って  それ を 又ほか ん  人 に知 らせ

話 す の ん  人生 の暮 ら しでん あ るめ 一か 。

★  桐 を檀 え た親 心

★  野 津原 の名前 の起 こ り

青  駕 籠 の台 、三 国境

☆  弘 法 まわ し

★  婆 煙 台

馬 子 の五助 さん の  ナ リフィ道 山 :、  そげ な話 の 塾 た

人 、 場 所 、 流 れ 、言 い伝 え、 見 た、聞 いた、議 が 伝 わ る「12

じ 広 が り夢 と コマ ンも 語 る 《加 わ る、 仲 間 い りす る》

時  仄 か な故 郷 の 人 た ちの人 情 も か た っち まざ っち

大 きな  楽 しい 物 語 に もな っち ょる。

七 瀬馬 子 唄 か ら一 ―・ あん 嬢 くこ》年 頃 姉 さん か ぶ り

いつ か覚 え た 馬 子 唄 を

ハ  七 瀬 の せ せ らぎ

サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イ ホ イ ホ イ .

単

青

五 助 さん の馬 子 唄 は

もう なん とん 言 えん

ヽ

P

用 りん野 山 |「 コダマ ヒ′ち  :ま りも

響 きが伝 わ っち来 る。

故 郷 ん ひ とた ち

ん 気 持 ちを  心 を代 表 しち ょる ごた る

き。旅 ん じがュ ウ『 馬 子 唄 腺 かせ て』

ち ム シ ンぬ言 うと『 い ぃで 』 署1き

受 くるん も ま こち五 助 さん ら しい。

r´
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舎 讐 讐 機 ん 種 :こ を天神 義  参 舎 讐

梅 ぅ食 べ た あ と舌 じ種 ぅコ しち 饗ん 曇 ぅ右 :こ 左 .動 か

す と爽や か 。 そん霧 二割・ ,ち 食 ぶ る と 天 神撻 ん罰 ぅ受 そ

るち食 べん ごつ しよ った。 力tこ ん 薫に ら素 晴 ら しい栄 養 が

あ る とか。 こん 頃 に ゃ見直 さ る る ごつ な った。春里 ぅか る

寒 いに香 りい い花 ぉ咲 かせ  里 も楽 しませ ち も くるる。

野 津原 一 の 理 ′!1原 ん 賓神 免 :こ ら 陸奥 ん梅 が檀 え られ ち

よ ‐・ た ち言 う。 藤原 系 ん 関係 か  梅 は万 病 ん案 と しち埴 え

られ  お翼 ぅ食 ぶ る時 ぁなか なか いい 取 り合 わ せ でん あ

る。 頭 喜ん 時 :こ ヽ果実 を コ メカ ミ難 ると 熱 ぅ取 →ち くる

るぅ 青 梅 に塩 ぅつ けち食べ た 子 ど もん 頃 ん思 いで .境 !ナ

ち え ― と色が 変 わ った頃 1、  アヽ ン ドか る署!き 上げ ち食 べ る

。 日本 人に ゃ欠 かせん もん の王 様  竹 ん皮 に包 うだ オニ ギ

:μこ 赤 ぅ染 め た梅 平 しん 匂 い。戦 由 なん か もゆ う食 べ よ

った『 里の丸 弁 当』 は 心 ん 曇 にち ゃん と 染み ち― ち ょ

る食 べ物 で ん あ る。

△ △ △  桐 を植 え た親 心  Δ △△

娘 ざか り ゅ見す る ごた る 桐 ん 花 が ふ くよか な香 り :こ な

ぅち 咲 いち ょるが素朴 で 上轟 な  こん 花 !ま 優 しい装 ん 心

ぉ表 しち ょる ごた る。 娘 が生 まれ た時 に檀 え ち よ くと 嫁

:こ 出 す 時ん タ ンスが 出来 るち 昔 しをゆ う種 え られ ち ょつ

た。 2,3本 檀 え ち裏 予蓮 ぐ伸 び育 った ぬ  タ ンス :こ 仕 立

つ る。

伸 びた先 ん装 ん わ か され  フ ジ色 ん ラ サパ ヲ下 向 き

した ごた る tヽ じら しい花 ま るで可愛 い い 装 を連 想 させ

ち くる る。燿 ん 興 り ぃ埴 え た綱  雨 :こ も′′kに も強 い .
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タ ンス に作 ってん軽 い し 第 一 美 しいなん の そ りゃ も う

性 ん 木 じや ち ょい と追_い つ か ん じゃろ うな。 |二 品 な仕 上

が りに目を細 め ち両 親 が  じっと見 るけん ど そん心 ん 中 じ

ゃ 涙 も曇 っち ょる ごた る。 これ も人 間 の宿 命 人生 で ん

あ るん じゃろ う。

育 て た子 供 ん えの愛 情 と 別 離 ん気 持 ちは交差 す り ゃ

そ こに ゃや が て離 れ ち 又親 に な っち行 く次 ん 宿命 が  隠

され もしち ょる。桐 の花 ん ふ くよか な香 り そ こには人 生

ん 仄 か な夢 と ロマ ンもそ っと燃 え続 けち ょる。 それ が 人

生 なのかん 知 れん。

『 どげ―な

よるごた るき

楽 しみ じゃが

嬉 しいごた る

日が………。

もうタ ンス は 出来 た か え 』『 うん念 入 り し

まち っと先 に な るごた る』『 歩 くま じゃ

泣 くこち もな るな ぁ』『 しょ うが ね ぇな』

寂 しい娘 ん 歩 く秋 。親 な り ゃみ なそげ な

母 親が こ き―来 たのが 30年 ほず前  それ か る子 が 生 ま

れ這 え 歩 け ち言 い よ ったん が  日喧 嘩 も しよつ たん が

も う一人 前 に ゃ程遠 いが  嫁 にな るん とち 自分 に言 い聞 か

す る。『 し ょわ あ あ るめ な』 不安 もあ るけん ど 相 手が

あ りゃあ これ もめ ぐり合 い。

桐 ん木 が タ ンス に取 れ たん も あ りが で ぇ事 じゃ。 いつ

までん切 らん じ立ちっ くす のん  心 配 じゃつ た けん ど な

まか た役 に立 ったん も 嬉 しい よ うな複雑 ん 心 境ん親 父 。

『 これ じ一 人荷 が お るる』『 寂 しか ろ う」『 せ いせす るわ

い』『 そ げん こつ言 うて ん い いな』『 … ………」

に吹 かれ ち そん匂 いが

い娘 ん よ うに。

桐ん花 が 風

サ ーート流 れ ち来 る ふ くよか な匂
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★  物 の呼 び方  鏡 … 1面 。蚊 帳 … 1張 。 菓 子 ―・1折 。

箪 笥 … 1竿 。 鰹節 … 1連。 御 興 … 1基 。

★  1日 の九州名  筑 前  筑後 (現 在 の福 岡》

岡 、大分》 豊 後 《大 分 》

賀 、長 崎》 肥 後 《熊本 )

崎 )薩 摩  大 隅 《鹿 児 島 》

豊 前 《福

肥 前 《佐

日向 く宮

◇  野 津 原 の名 前 の起 源

天 暦 9年 《600》 1村 1社 ん 勧 請 ん 時 に 野 津 原 三郎 が

一 の瀬 川原 に『 天満 社』 を建 て た。 そん家 名 を も っち村 を

野 津 原 ち言 う ごつ な った。

豊 後 国 誌 じゃ大 分 郡 ぬ  9つ ん

郷 にわ けち野 津 原 も 殖 田郷 に入 った。 奈良 時 代 に入 っち

聖 武 天皇 15年 《710)国 司が豊後 に任 命 され ち以 来

34代 藤 原 秀光 までん 480年 間  王 朝 時 代 に野津 原 も

育 まれ ち ょつ た。

鎌 倉 時 代ん 建 久 7年 《1197》  大 友能 友 ん 入 国 か る慶

長 5年 ま じ 400年 あ ま り治 め られ ち 義 鎮 ん 頃 に ゃ府

内ん 小 京都 とん言 わ れ ち 全 盛 ん 頃 でん あ った。

そん 後 ん慶 長 6年 《1601》 :こ  肥後 領地 に な っち加 藤

清 正 や  細 川領 にな り明治 を迎 ゆ る こち ぃな る。 明治 4年

《1871)廃 藩 令 じ野津原 村 に な った。 そん 後 こん だ

明 治 40年 (1907》 に ゃ i諏 訪 村 と合併 そ り昭和 22

年 に ゃ 大 野郡 の一 部 ん沢 田 も合 併 。 また昭 和 30年 に ゃ

今市 と合併 じち 大 け な野津原 村 に な り 34年 に ゃ町政 を

施 行 しち 野 津原 町 に な った。
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※ 方 言 説 明

食 ぶ る と一食 べ ると。 ごつ しよ った … よ うに して い

た。 くるる―・い ただ く、 も ら う。 え ― と 一や っと。

ハ ン ド…壷 。 なん か も一 な ど もに も。 出す 時ん …嫁

ここ行 く時 の 。 ゆ う一 よ く。

なん の そ りゃ も う一‐とて もとて もそれ は 。 ち ょい と

一何 と言 って も、少 しの 。 どげ ―な … ど うです か。

うん ― は い。 ま ち っと― も少 し。歩 く…結 婚 して嫁

に行 く。泣 くこち も一寂 しさ は隠 しきれ な いよ う。

しょわ ぁね ぇな ぁ…仕 方 の な い こと。 そ げ な一 そん

な。 しょわ あ るめ ぇ…世 話 は な いで し ょ う、心配 は

な いで しょう。 そげん こつ 言 うてん … そん な ことを

言 って も。

9つ ん郷 …笠 和 な ど大 分 市 の西 半 分や  由布市 阿南

な どの地 域 9つ ん郷 。

☆  寵 の 台 …栗灰 か る今 畑 ま じ下 る と 遠方 は 山 に隠れ ち 見

えん ごつ な るが  今 畑 に下 るあた り ゃ府 内ん 海

も見え ち『 早霧 峠』 ち 言 い よ ったが ゆ う解 る。 今

畑 か る下 が る と『 三 国境 』 大 昔 しゃ 3つ ん国が境

うち ょつ たん か  頷 くるな ぁや っぱ幕 末 じゃろ う。

諏訪村 、野 津 原 村 。谷 村 が こ こ じ境 うち ょる き た

ぶん そげ ぇ呼 ぶ ごつ な った ち思 う。峠 ん 店 もあ った

き『 茶店』 赤 ぇ『 お体 み処』 ち ち っ とおか しい

筆 字が ゆ う似 合 う もん じ 娘 な らん年 寄 りん じが

素 朴 な盆 に渋 茶 を運 ん じ くる。腰 に さげ た手拭 いが

又 ゆ う似 合 い 絵 にな る ごた る。谷村 か るん北風 に

諏訪ん 11げ 風  ふん と も う何 とん コ ンコ ロモチが い

い。
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『 上 り ゃ栗 灰  下れ ば瀬 目 中 は今畑春 かす み』 五助

さんがん馬 子 歌 が 聞 こえ ち 来 たo栗 灰 か る野 之 台 ま じ行 く

ん と おだて ち唄 わ しゆうえ …茶 もよば れ た き 喉 も涼 し

ゅうな った じゃろ う。馬 もや っぱ 自分 か ち近 ぅな りゃ 元

気 も出ち足取 りが ゆ うな った。

『昨 日屋形 木

『竹か梅か ち

松》ばか り」

明 日籠 の台  タ ンス長持 ち祝 い唄 』

辻 田 に聞 けば  ほか に本 は な い 待 つ く

籠 の台 ちっ い たん も 参 勤 交代 ん殿 様 行 列 が ここ じ 籠

を お いち休 憩 したの じ つ けたん と。 多 分 今 市 じ一 夜 を遇

ご した 岡領 ん 殿様が途 中 ん都 合 じ こ こを通 る こた あゆ

ぅぁ った ごた る。谷 に出 ち挟 間 か る東 別 府 、ヽ 銭亀 峠 越 し

ん道 中 じゃ き時 に ゃ ほか 回 り しち気 分 ぬ 癒 す 。長 ん 道 中

ん事 お供 もぉ ぉ ごと じゃつ た じゃろ う。

五助 さん な途 中か る『 ふ ん な気 を っ けち な』 籠 ん 台 か

る里福宗 に くだ つち来 た。 じやつて馬 が も う先ず り行 くき

気が ち ― た らや っぱ間 違 いね ぇ 道 ぅ歩 きよ るゆ う した

もん じゃ。 こ こ じや盆 に『 弘 法 まわ し』 ん  お祭 りが あ る

。御輿 に仏 様 を乗せ る祭 り 百姓 が多 い処 じ水 が ヒモ ジイ

年 か多 か った。 そん願 い もあ ったん じゃろ う。

じゃけん ど弘法大 師ん ご加護 じ 水 に恵 まるる こつ な っ

ち 盆 に祭 り ぅしちん感 謝 ん恩返 し。′あ る年 ん こと シケが

ひず う じ相 談 した挙旬  :祭 りを I1liた した。 と ころが 秋 に な

,́ち ォォ シケ 虫 も湧 い ち米 が ドシヨ も 取 れん じゃつ た

ち言 う。 こ り ゃ大 事祈願 せ に ゃち 視 詞 あ げ た ら弘 法 祭 ぅ

せん じゃつ た ん が  ど うや ら元起 こ しん ごた る。 それ か ら

は どけん こ とあ つてん  祭 りは じち ょる き今でん ウメ ェ米

が  ゅ う出来 よ るち 言 う。
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三 日境 … …・こか ぁ谷 村 、諏 訪村 、 そ り ぃ野 津 原 村 ん境 じ

ゃつ た き皆 ん なが  こげ 一つ けたん じ ゃろ う

。昔 か る幹線 道 と しち使 わ れ 豊 後 文 化 だ け じゃね え 西

部九 州ん 文化 も通 過 したん じゃ。江 戸 期 に ゃ こ こ らあた り

ゃ 肥後 領 地 にな った けん ど 多 くん ひ とた ちが こ こ じ休

み 出会 い話 しゅす る時 珍 しい事  始 め ち知 った面 白い話

I]水 ん垂 る る ごた る事 も あ ったん じゃろ う。

東北 に下 り ゃ挟 間 に抜 け 南 に下 が り ゃ諏訪 に 出 る。西

に上 る と今畑 か る栗灰  直 入庄 内  今 市 長 湯竹 田  ど こま

じん道 は続 い ち ょる き そん道端 ん話 が ここまでん  入 っ

ち時 に ゃ大 けん大話 にん な る。 それが 峠 じあ り境 ん  いい

処 かん しれん な ぁ。気 持 ち もふん わ か に な る じゃろ う。

北 に 見ゆ る由布 山  鶴 見 夏 ん涼 しい風 ぁ格 別 ん ご馳 走

にな る。 南 に 中九州 ん 連 曲を眺 め ち 花 咲 き鳥 歌 う頃 に ゃ

心 ぅ目 ぉ楽 しませ ち も くる る。 人情 が こまやか じ 用 りん

人たち に ま じそれが 染 み ち ょるき それ が 土地 柄 か ん知 れ

ん けん ど 人 を そげん 風 に育て たん か ん な。

『 弘法 回 しに想 いの謎 が  解 けて嬉 じや里 の 月』

:・

・
で ――ぶ ん 下った き コ ンダ上 り坂 ど  しょわ ね ぇか』

五助 さん が ん 優 しい気 くば り  『 へ い ち ゃ らで 』 馬 もそ

げな返 事 した こと じゃろ う。 サ ッサ  サ ッサ歩 い ち岩 下 ま

じ来 た。『 一 里 ム クの 木  岩 下 ま じゃあ 馬 も苦 にせ ん石

だたみ』 涼 しい木 陰 ぅいつ も作 っち くるる ム クん 本が

『来 たか 』 ち 迎 え ち くれ た。石 だ た みん 磨 け た道 に ゃ

今 日 も人 が通 った よ うな  足跡 が い くつ もつ ち ょる。

西 日

が ち った舷 しい けん ど 荷物 た ぁ もうす ぐ降 ろす こち な る
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[][]□  野之台のろ し台 []□ □

参勤 交 代が制 度 化 され ち 連 絡 手 段 と しち作 られ たん が

こん『 の ろ し台 」 。高 台 にあ っち直線約 5里 あ ま りん処

饗 崎 が あ るんが地 の利 を生 か し 久 住 は山 ん遮 りが チ ッタ

ぁ って ん 煙 りで ん 音でん解 りや しいo波 多 野 庄 屋が責 任

ぬ 司 る『 物 見役 と狼 煙役 』 ぅ 兼 ね た役所 集 落 ぅ形成 しち

ょつ た。

福 宗 神社 や善 称 寺 なん かを 中心 に 約 20戸 が立 ち並 び

役 宅 に ゃ 生 け垣 を 回 した奥 座敷 つ き。表玄 関 か る入 るな

役 人 な どに限 られ  地 元 ん した ちが 用事 の際 に ゃ 伺 いを

立 て ち許 しを請 う こち な っち よつ た。百姓 なん か が伺 う時

に ゃ 石張 り した入 り日か るは 裸 足 にな っち 入 った ち言

ぅ。竃 ん外 に ゃ井 戸 もあ っち小高 ぇ山ん 地 下 水 が ここま

じ流 る る盤 が ぁ ったん か  た い した もん じゃつ た。

こん他にゃ地域 |こ 大 けなイ ノコ も 3つ あ っち生活用水

に使 い役人以外の人たちゃ  こま使 いん しなんかが そこ

に住 まい しち よつ たち言 う。役宅か る約 1丁 ほず南 に合図

す る 狼煙穴が あ つち灰 トダん 雨 に も心配 ね ぇごつ屋根

ん ごつ 堀 くう じよつた し東向 き じ西や 北風 も受 け られ

ち格好ん場所 じゃつ た。

狼 煙 は こん場 所 か るあげち 鶴 崎 、久住 に合 図 したち言

ぅ。 又筒 じ知 らせ た ち言 うの は 後 に高台 か る天空 に向 け

ち 打 った ょ ぅ じこ こは役 宅 か る程 近 ぅじ 役 宅 横 か る広

場 《馬 つ な ぎ場 》 を 横 切 っちす ぐん場所 に あ る。眺望 ん

い い の と水 が あ るん が  恵 まれ た施 設で ん ぁ ったん じゃろ

う。 つ るべ井戸 ん水 と きち ゃ誠1 冷 と う じウ メー ノナ ンノ

も う天下逸 品 じゃっ た ごた る。
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『 荷が 済 ん だ ら一 服 せ ん な』 顔 な じみ ん じが五 助 さ

ん に声 うか け た。『 いつ も済 まん な ぁ』 気 軽 な 付 き合

いにお互 いが 支 え合 う事 もあ る。馬 を 小 屋 ん側 ぇ繋 ぐと

腰 か けた。 あ た ぁ船平 か るす ぐイ ニツ ク 今 日はわ りか

た楽 な仕 車 じ馬 も あん ま リダラ ン じ ■ )́た ろ。 や っぱ

馬 ん事 が 気 に な り書 に もな る。

『 狼煙 上 が りゃお船 が 入 る あれ が 鶴 崎  京の道 』

『 馬子 じゃ嫌 か と帰 りん 言 葉  待 ち ゃ背 向 けち

首 ぅふ る』

高 ぅは ね ぇが 石積 ゃ肥 後 方 式 じ 美 し ゅ並 ろ うだ屋 敷

が  こん め ぇ箱 庭ん ごた る野之 台。 山 ん 傍 らに ゃ墓 地 も

あ っち先 人 が :I民 る。大 け な イ ノ コん水 ぁ盤 ぬ通 っち ど

こか ら来 るん か生活 に ゃ困 らん ぐれ  美 しい水 が溜 ま っ

ち ょる。 水 くみ す る娘 た ちん顔 が そん  水 に写 ると前髪

ぅ撫 で ち 見 るん も乙女 心 。

西 ん久 住 直 入  北 に荻 の鼻 挟 間別府  南 ん伊塚  東 は

野津原府 内 鶴 崎 ち 道 が 四方 に連 な っち ょる 高台 ん野

之 台別天 地 に ゃやん が ち お国入 りん 殿 様 ん船が鶴 崎 に

入 る 狼 煙 ん シヨ ウす る事 じゃろ う。 み ん な ソフソ フと

何 か弾 む のん  夢 と ロマ ンが あ るき じゃろ ぅ。

カ ンカ ラん 葉 に上 手 に座 った 酒餅 が 盆 に乗 っち来 た

ごた る  Fま ぁ一つ どげ ぇ_食 べ に ゃ持 っち帰 りよ』

もう別 に包 ん だ風 呂敷 に ゃ 家 ん しにん 土産 ん ごた る。

真心 が行 き来 す るツツ E」 ク人生  じゃ き人 間 は生 きち ょ

らるるん じゃ ろ う。苦労 分 か ちあ い助 け合 うち こす  心

も気持 ち も何 もの うでん  豊か に もな る もん じゃ。『 こ

りゃウメ ーー今 日な特 別 `:『 お 上 手』 二 人 は 大笑 い。
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ee● 方 言説 明 ● ● ●

69P  年寄 りん じが・・・」零:寄 りをぎか りが 。 上 :デ 1動
‐・・1欠 き上 ιデ

る風 。 コ ンコ ロモ チ ー とて も心 地好 い気 持 ち。

70P 五助 さんがん …五 助 さん の物 。 おだて ち 一 上手 に言

って 。 よば れ ち 一 お接待受 けて 。 つ いち 一つ け た。

ほか 回 り…別 の場 所 を回 り。 お お ごと残 った 一沢 山

残 る。 ふん な 一 それ な ら。 しゃつ て 一無 理 にで も。

水 が ヒモ ジイ ー水 不 足。 じゃけん ど… そ うです が 。

ドシヨモー どれ ほ ど も。 どげん こつ あ って ん 一 どの

ょ うな事 が あ って も.ウ メー … お い しい。

71P こげ ―… この よ うに。 だ け しゃね え一 それ 以 外 に も

。 藝水 ん …欲 望 カキ タテ ル ょ うな。続 い ち ょる き…

続 いて い ます か ら。大話 に一色 気 交 じりの話 題 に。

ご馳 走 に一予 想 以 上 の もて な しに。人 を そ げん ふ う

に育 て た一土 地 柄 と人柄 が相 乗 効 果 で 。 コ ンダ・一次

の機 会 に。磨 けた道 に ゃ一人 の情 愛 が こめ られ た道

:こ :ま 。

72P 狼 煙 台 …狼 煙 を あ げて連絡 す る。 こち な っち ょつ た

一事 に な って い た。 なん かが 一 な にかが 。 井 戸 …堀

りさ げて水 を 貯 め る場所 。流 る る盤 …地 下 水 が 通 る

道 。 た した もん …素 晴 ら しく立 派 な もの。 イ ノ コー

自然 に一定 量 が溜 ま る水 ため。 こま使 い―下 働 き。

灰 トグ…火山 灰 土 層 。筒 じ…簡 素 な大 砲 。 つ るべ井

戸 ―・眺 ね る力 利 用 の水 くみ井 戸 。 ウメー ノナ ンカー‐

誠 に お い しくて 。

73P あ た ぁ…後 は。 イニ ツ ク…帰 りつ く。 首 ぅ振 る一嫌

じゃない。 や ん が ち―やが で 。 シュウー‐しよ う。 カ

ンカ ラーサ ンキ ライの葉。 ど げ ぇ… ど うで す 。 ツ ツ

ロ ク人生 …行 き来 す る助 け支 え る人生 哲 学 。

・x。 上下左右 も同 じ読み… OX「1田 囲丼国米卍※+井◎

oX「1顕 囲丼日米卍※十井◎…上下左右 も:口]じ 読み
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五助 の馬 子唄 ―‐街 道 斑 2『 矢の原 あ た り」

つ つ ぅ折れ ん Lり 坂 ぉえ 一ヽと 上る と で 一 らに出た。 こ こ

か る又石 だ た み が あ る。 矢 の原 ん上 《カ ミ》 町 ち呼ぶ。 始 め

ん くち に ゃコキ イ『 お陣屋 .1ぅ  作 る予 定 じゃっ た。 じゃが

こか ぁ高台 じ水 ん便 利 が 悪 ぃ いの ち き水 ぁで 一ぶ離 れ た

掘 割 や ら中城 《ナ カ ジ ョウ》 ゃ ら 小 岩戸 か る 担 げあ ぐる

き水 くみが ォ オ ゴ ト.

火 に ゃ特別 気 を使 うき子 供 で ん  そか ぁゆ う した もん 火 番

ん ぬ  めえ晩 しょ った きそん 習 慣 が  ず ぅと続 いち よ った。

す ぐ側 ぇあ る秋 葉 山 に ゃ 秋 葉 明神 も奉 られ ち 火事 に ゃ心

くば り ゆゆ う しよ った。『 火元 ぁ 3代 頭 上 が ん 』 ち ‐
言 う ぐ

れ恥 じでん あ り責 任 もあ った。

お陣屋 ぉ作 る予定 ぐれ じゃき 石だたみが美 しゅしち ゃっ

ち あ っちこっちにゃ屋号ん ち――た 家が並 ぅじょった き

こんめ ぇ宿場町 ぐれ ぁあ った。 そん頃南側 ぇ細道 もあ っち

こっち ゅ下町 《シモマチ》 ち呼ぶ。明治 にな っち こっちん方

が 往還 にな った き上町 ゃそん姿 ぅ 長 ぅ残 しち ょる。

諏 訪郷ん玄 関 日でん あ った き 道 ぁ諏 訪 は じめ大野や ら

府 内 や ら竹 田や ら 五 助 さん も忙 しゅ馬 ぉ引 い ち そ り ゃ も

シ ヽリコ ミよ った。

●三 筋 煙 りが 止ま りゃ明 日 |ま  炭 ぅオセ

出す 沢 田谷 ● 見事 な唄声 が 聞 か る りゃ |'五 助 さんが通 りよ

る ど』 ち 飛 び で ち来 る しもあ った。 四辻 ん 六 地 蔵 に頭 さ げ

ち 東岸 寺ん 下 ぉ過 ぐりゃ石 だ た み もノ ウナル .土 取 ま じ行

つて ち よい と ヨヨオ ウカ。 馬 が 頭 ぅイサ ブ ッチ喜 ぶ。 ひ ょい

と下 を 見た ら水 担 げん じが  運 び あげ よ る坂道 に ゃ原村 に

出 る橋 が あ る『 小岩 戸 橋 」 じ孫 迎 えかババ サ ン待 つ ち よ る。
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土取 りん 中を通 りよ る と  『 ま ぁ茶 を飲 み よ』気安 ぅ声が

か か る と そか ぁ人間 ち ょい と甘 え と う もな る。『 忙 しいん

じゃね ぇん な』
‐

=う
よ るそばか る もう 柿 の本 に馬 ぅ繋 ぐ

と縁 先腰 か け た。 若 い しが ダノモ ン桶 ぅ 抱 え ち馬 ん 鼻 先 ぃ

お くと も う馬 も心 得 た もん 。

F今 日は ど こま じ行 くか え』

お茶 を持 っち きた ば あ さん が 手拭 いを半 分 お し上げ ち 愛

想 ゆ う手盆 じサ イデ ーータ (,『 す まん な ぇ 温 見 ま じ塩 ぅ運 び

よ るんで 』 Fあ っこん 娘 は もう 嫁 ごに行 ったふ うなえ 』

『 こん 前 ぁま ぁお った で ′!『 いん げ  こな い だ な瀬戸 ん 地蔵

さん に 参 りよ った きな』 『 ふん とえ 年 頃 じゃきな ぁ』

二 人 ゃ顔 見合 わせ ち人 ん ことでん嬉 しそ う。 そん瀬 戸 ん地

議 さん にち ょこ っと頭 ぅさ げ ち 黒都 甲 に上 が っち来 た。地

蔵 さん の体 ぉ削 っち 好 きな人 にカ クル ト願 いが 叶 うち言 う

き ぃか  いつ も削 ったん じゃろ う 新 しい削 り跡 が あ る。 乙

女 心ん い じら しい願 いが  こ こに も素 朴 に残 され ち ょる。

●瀬戸 ん 地 蔵 に何願 いか けた あん 娘 秋 にや ア ル クニ ナ ●

切 な い胸 の 内 で ん行 くのが  決 ま る と嬉 しさ と不安 が よ ぎる

もん 。 ゆ う こ こ じゃ晩 に砂 ま きが 出 るち 言 い よ ったが 火山

灰 が 多 い き 風 に吹 か れ ち崩 ず るんが 落 て ち  それが 砂 を撤

いた ごつ 聞 こえ たん じゃろ う。

『 鶴 山 は晴 れ ち ょるど』 天気が気 に な る けん ど 西 ん鶴

山が 晴れ ち ょり ゃ シ ョワネ ェ。雨が降 らん じ水 が ヒモ ジ ュウ

じ 表ん 白 山権 現 じ『 雨 乞 い』 したが  :集 ま った しど うが

燃 え盛 る煙 りと火 に唱 ゆ る般若 心経 。 や ん が ち しち紫 色 ん煙

りが  そ こ ら じゅうに広 が る と不思議 な もん  天 に通 じるん

か鶴 山 に雲 が 広 が っち や ん が ち小粒 ん 雨 が 落 て ち くる。 げ

に も不思 議 な御利 益 か  天 祐 神助 か人 の気 心 は通ず る もん。
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右手 下 は諏 訪 郷 の 中心 部 本 田 摩 崖 仏 ん繋 の跡 が幾 つ もあ

っち 中で ん『 火伏 地 蔵 』 は 素 晴 ら しい。長 い年 月 にか け

ち追加彫 りされ ち ょるが  大 火 の厄 よ け に奉 った事 じ あ と

火事 に 見舞 わ れ ん ごつ な った。 こん 他 石 に墨 書 した『 板碑 』

もあ る。地 福 寺 は久 住 山系 の末端 に あ るち 言 わ れ この地 は

阿蘇 山系  久 住 山系  鶴 見 山系が交 わ った場 所  とん 言 わ れ

ち戦国 時 代 栄 え た  『 繁 美 城 」跡 ん 雄 姿 もと どめ ち ょる。

肥後領 地 に な った時調 査 した ら 見事 に遺 跡 ぅ取 り除か れ

ち ょつ た :こ  驚 嘆 した ち言 う戦 国武 将 ら しさが  垣 間 見 られ

る思 いが しよ る。 そ げ ぇ言 ゃ下 部ん あ っち こ っち :こ  そげ な

思 いん残 る碑 や 墓石  因縁 もあ る ごた る証 が 見 らる る。激戦

もあ ったか ん 知 れん じ 豪 華 絢爆 時 代 か る変 貌 した 歴 史ん

映 り代 わ り悲 し くも忘 れ難 い 過 去 ん花 が夢 が こ こに は 今

も仄か に残 され ち ょるん が 忍 ば るる。

山の中 に隠 し田が あ リ  ドン ドン音 もす る空 間 もあ る(,頂

きに ゃ基 石 ん ごた る跡  こ こに ゃ何 か優 雅 な夢 か ロマ ンか。

移 り行 く歴 史 は記 述 はね ん けん ど
｀

想 像 す るだ けん何 かが あ

ったな ぁ 読 み取 る る ごた る場所 でん あ る。 諏 訪郷 ん 中心地

で ん あ った き 上品 な地 名  小船 、鋳 物 師釜 、瀬 [1、 土取 、

坊 ヶ辻 、 前 田、 どま当時 ん生 き方 ん様 子 が  写 し出 さ る る。

坂 [1石 だ たみん 登 り日ん 地 名 が『 石 畳 」 ち呼ぶ 。響 きん い

い呼 び名  小 粋 な名 前 は誰 が つ けたん か  さす がん 五 助 さん

も知 らん じゃつ た。 両方 が 切 り落 とされ た ごた る こ こに ゃ

水 車が クル クル回 っち ょる。嫁 に行 くごつ な った娘 が  物 つ

きに来 て 水 車 ん音 を 聞 くや 聞 かず や  あれ これ思 い あ ぐね ち

ょる。水 車が 動 くたん び揺 れ ち そ こに広 が った蜘 妹 ん エバ

ん  なん と美 しい事 か。 人 間模様 ん ごた る白 い糸 に 粉が か

らま りち ――た模 様 が  宿 命 ん将来 を 暗 示 さす る ごた る。
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☆ 方 言説 明 → 75P で 一 ら一平 らな道 。 コキ イ… こ こに。

ち _た …着 ぃた。 こん め ぇ…小 さ い。

明治 …西 暦 1868年 → ■ 911年 まで 。往 還 …広 い道

で現 在 の国道 な どを言 う。 アヽ リコ ミー頑 張 り働 く事 。 オ

セ 出す ―・背 負 わ せ て運 ぶ。 ノウナ ル ー な くな る。 ココオ

ゥヵ―休 み ま し ょ うか 休 憩 す る。 イサ ブ ツチ ~揺 ら し

て 、 ゆ り動 かす 。

76P ダ ノモ ン桶 …牛 馬 に餌 を あ げ る時 に使 う餌桶 。

半 分 お しあげ ち …半 分 くらい手 で あ げて礼 儀 と

して  か ぶ り物 を取 った動 作 の 略式 姿。手 盆 一

お盆 の代 わ りに手 で 。サ ィ デ ー ター差 し出 した

。 いん げ 一話 の は じめ に前 の事 を 少 し説 明 す る

話 法 .カ クル トーか け る と。 ア ル クニ ヤ…嫁 ぐ

の に。 シ 菫ワネ ェー大 丈 夫 、心 配 な い。 ヒモ ジ

ュ _ジ … ほ し くて ほ し くて 。雨 乞 い …雨 を 降 ら

せ て も らう神 頼 み。 やん が ち しち … しば ら くす

る と。 げ に も… ま ことに不思議 な現 象 。

77P 下 地 ん あ っち こ つち に一城 山 の下 の ほ うの あ ち

ら こち らに。物 っ き…精 米 や粉 す りな ど加 工 。

ェ バ …蜘 妹 の巣 、蜘 妹 の張 った網 。

◇  朝 草切 り物 語 わ 《赤 岩 の場 》

夏 ん朝 草切 りは若 い しん行 事  前 ん晩 ど け ―遅 うま じ起 け

ち ょっ てん  朝 闇 ん仕事 は欠 かせん大 けな役 目。 そ り 、ヽ若

し同志 が集 ま っち行 くき 楽 しい事 で ん あ った。『 や ん な

目が赤 ぇど違 ぅま じ 起 けち ょつ たんか』『 そ うとん仕事

ん きりがつ か ん じ』『 は りこむ の ぅ』 『 そげん こた あ』
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そげ一 しよ るなか め草 切 り場 に ち ぃた。朝 露 に濡 れ た下 半身

が  歩 いち来 た滲 む汗 に い い按 配 ん気 持 ちな る状態 。 牛 も道

草 ぅ引 きむ しっち食 い食 い 本 当 は ち った ヨダキ イん か知 れん

朝 。 じゃけん ど元 は と言 ゃ自分 が 食 うぶ ん  ふ ん な腹 もたたん

ソ リャマ ァソ ウ ジヤ。

『 怪我 ぅせ ん ごつ しよや』 年 長 が決 ま り文 旬 じ注意 す ん の

ん  や っぱ皆 ん ながん 気持 ちが  解 けお うち ょる き じやろ う。

仲 ん いい二 人連 れ どま も う 目 くば り しち チ ッ ト離 れ た所 い

入 っち行 きょ った。 め いめ いが 切 り集 め ち荷 にす りゃ 帰 りん

時 間 にな るん じゃが  時 に ゃなか なか 出来ん しもお る。 そ こ ぁ

皆 ん な じ加 勢 しち作 る こち な るが  仲 良 しゃ終 い ま じ出 ち こん

が  そか ぁそれ じ気 を利 かせ ち 咳払 い ひ と しき り。

濡 れ た ノコギ ンの脇 か る 膨 ろ うだん が チ ラ リ見え た。 見せ

たん が本 当か ん 知 れん 。横 目 じみ る と何 か言 い なが ら 側 に寄

っち くると じわ っと抱 き じめ た 。『 誰 か くり ゃせ ん』『 しよわ

ね ぇ 気 を利 かせ ち くれ ち ょる き』 友 達 た ぁい い もん じ今朝

も 二人 き りん 時 間が 楽 し ゅ流 れ ち よ る。

『 もう皆 ん な 出来 た か イ ヌル ド』『 い い ど」 わ ざつ と大 け

な声 じオ ラ ブ な  あん 二 人 に聞 こゆ る ごつ ん心 くば り。若 い に

しち ゃいい と ころが あ る。『 出来 た ど』 奥 か る返 事 が反 っち

きた き 皆 ん な も本 当ん と こ ら ぁ安 心 で ん あ った。夜明 けか る

時 間 が たつ と朝 露 も じわ っと 溶 け始 め ち 見回 わ しゃ ビシ ョ濡

れ。 ゆ う頑 張 った朝 間 仕事 ん 証 で ん あ る。

『 や んがん な品 が悪 いの ぅ』 奥 ん 二 人ん荷 を

見 ち冷 やかす と  『 そ うか の ぅ』 ち つと気 が ね し

ち言 ぅと  『 うそ じゃお前 ど うん が一 番 い い ど』

こん だ褒 め た もん じゃ き 皆 ん な も笑 ろ うた。

魚
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故郷 に ゃ伝 わ る民謡 も多 い 民謡 は唄 じゃね ぇ生 活ん声

じゃき 勘 違 いす る しが 多 いが  文字 じゃね え けん ど思 い

を 伝 ゆ る 一番 確実 じい い方 法 が  『生 活 ん声 』 じゃつ た

ん じゃあ るめ ―か。 内容 に も労 働 あ り祝 いあ り 切 な さ悲

しさや るせ な さ 喜 び嬉 しさ なん か もガ イ ト入 っち ょる

ん が 民 謡 、生 活 ん声 じゃろ う。

夕飯が決 ま っちこれ じゃつた時代  そこに ゃ米節約 と

栄養価 も消化 もいい『 ダ ンゴジル』がある。『 ホ ウチ ョウ

』 とん呼びょ った。それを炊 く時 ぃゆ う歌 いょったんが

こん『 ホーチ ョヌベヌベ』

◎  ホーチ ョヌベヌベ今夜の夜食 早 くぬばねば夜が明 け る

ソ レエヤ ソケエヤ ヤ トヤ ンソ ンサ。

◎ 盆の 16日  おばんかて行ったら なすびきりかけ フ

ローの煮 じめ  ソ レエ ヤ ソ レエ ヤ  ヤ トヤ ンソ ンサ 。

◎  ア ン娘 年 頃  感 さん か ぶ リ ホ ウチ ョぬぶ る手 の品 の よ

さ  ソ レエ ヤ  ソ レエ ヤ  ヤ トヤ ンソ レサ。

朝早 ぅ草切 りに行 った娘 たち も やんが ち 日が暮 るる頃に

ゃ コイサん夕飯ん シヨす るが 大体決 ま った もん じゃき

慌つ るこた あね ぇ。手際 ゆ うな っち時ん めに出来 あが る。時

ん材料 見つ くろ うち寝せ た ダ ンゴ ぅ上手 に延ばす もん じゃ

き 隣ん じいさまが『 もう嫁 ごに行 ってん シ ョワね ぇの ぅ』

『知 らんで』 むげに返 したが悪 い気 はせん じ いつにな る

んか相手は誰 か嬉 しぃょ うな 不安 なような交差す る乙女心

が 仄かに揺 れ動 くもん。

諏訪ん里が 日の下 に見えち 昔か

る開けた文化ん花が今でん 受 け継がれち来 たんが解 る。 そ

うこうす るなかめ石畳道ん 上 りばなん坂 日に辿 りち―た。

ここか る石 ぅ踏み じめち上 る坂が 櫨山 ま じ続 く途中にゃ緑

陰 あ り 水 しぶ きん滝 あ り眺望 もいい き 休憩 しなが らん道

がいい もん。
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瀬 戸 越 え の難 所

瀬 戸越 えす るに ゃ陽 の あ る うち 夜 ん 瀬戸 越 お命 が け ち

言 わ るる ごつ  大 昔 しゃ越 す に ぃ難渋 しよ った 。馬 が 道 ぅ

踏 み はずす と谷 ぃ落 つ る。 上 りつ む る と こん だ 谷 ぃ下 るち

言 う 連絡 道 路 で ん あ った。 山ん 寺が こん瀬 戸 ぅ向 いち ょ

った き 祈 願 した ら向 きを変 ゆ る ごつ言 わ れ  方 向 を 変 え

た ら馬 も落 て ん ごつ な った。

何 年 も過 ぎち土 取 りん 高 台 は

低 ぅな っち 瀬 戸 越 え よ りゃ土 取 り越 えが  楽 にな っち表

ん 雨 lllや ら長 野 や らに ゃ 便利 な った もん じゃ き 瀬 戸 越

え はやん が ち少 の ぅな った。 そん 頃 ぁ大 田→ 瀬 戸 《街 道 》

雨 川→塩 出野 ん コースが  街 道 と交 差 した幹 線 で ん あ った

そん 頃ん 話 に よ りゃ  『 瀬戸 に ゃ砂 ま き

言 い よ った。 暗が りん坂 道 じゃ き鼻を つ ま

見 えん もん じゃ き ビク ビク しなが ら歩 き

ラ音 がす る と砂 が ど こか るか  ツ ー ジ来 る

工
『 わ ぁ―砂 ま き じゃ』 こ っけむ くリツ

が 出 る」 ち ゆ う

まれ てん  先 ぁ

よ る と パ ラパ

。 た まが った拍

― ジいぬ る。

怪物 ん ワヤ クか物 取 りか  それ とん 動 物 ん 夜 ん ウゴ メキ

カ それ じ砂 が落つ るん か  それ とん灰 が 舞 い上が るん か

。 このへ ん に ゃ阿蘇 ん 火 山灰 が  が い と降 り積 も っち ょる

き そいつ が 風 じ ヒヨィ トす り ゃ 動 き回 る動 物 ん飛 ぶ 時

、、 飛 び散 るん かん 知 れ ん。 とにか くオ ジイ ーーそげな気 持

ちん 時 に ゃ い ろい ろ考 え 出 え ち 見 る もん じゃ き。

諏 訪神 ん 奥 方 を まつ る奥 の院  始 め は奥 の院 の西側 ぃ

た たず ま いされ ち ょつ た。 そ こか る見 る直線 前 方 に ゃ ヒ

ュウガセ ち呼 ば るる乗 り越 えが  馬 が 通 る とそん尻 べ らが

見 ゆ る。心 乱 したん か馬 ん 事 故 が こ こ じゃ 耐 えん じゃつ

た。

81



古老 が こ り ゅう知 ると『 奥 の院 を少 し動 か しち ほ しい』

ち 申 し入 れ たん じゃ。 元 ん 山寺 ん東 :こ 移 した と ころ ま

もね ぇ事 故 や ら怪 我 もの ぅな った ち言 う。奥 の 院 も諏 訪 ん

森 の 中を望 ん じ ょつ た  よ う じやが そ り や~入 れ られ ん じ

山 の寺 奥 の院 に な った そ うな。

諏 訪 ん 聖 地

諏 訪 明神 ぬ捧 じち下 向ん 際  こん地 に辿 りち 一 た対 馬守

ぁ あ る時 員殻 岳 よ りん光 明 を受 け そん光 る先 が諏 訪 ん

森 じゃつ た き こ く う安 住 ん地 と しち鎮 守 した ち言 う。 貝

殻岳 か るは 1里 ん 所  近 くに引 き寄 せ たか ったん かん  知

れん夢 ん ごた る ロマ ン もあ る。貝殻 と呼 ぶ 山 や地 名 とを

考 え合 わ す り ゃ尚更  古 い よ き時代 ん人 人ん  営 み が浮 か

び あが っち くる。

諏 訪神 社 に流 れ く ぅじょる水 は 諏 訪 ん

森 か る湧 いち よるo奥 の院 の井戸 に も近所 に住 む  した ち

ん 家 に も石板 盤 の上 を流 れ ち 利 用 され ち ょる。 美 しい水

ぅ口 に含 む となん とん言 えん 大 自然 の有 難 さが 味 わ え ち

『 知 竜 ん 水』 ち 人 は本 陰 ぅ潜 っち来 た ぬ  国 に吸 い込 む

と 長 ぇ歴 史ん 味 と夢 が バ ッ ト広 が っち くる。地 下 水 ん温

度 じゃき夏 は冷 と う じ 冬 は ほん の り温 けん も なん とん

言 えん 親 しみ ま じ味 わ ゆ る。

瀬 戸 越 えが ょだ きか りゃ 土取 り越 しす りゃチ ッタ楽 に

越 せ る る。肥後 往 還 に上 りつ くと あん げ こん げス ル しが

多 いの ん  や っぱ府 内 に近 ぇ し竹 国で ん  久住 でん 日帰 り

も出来 る。『 三 佐 か る竹 田 ま じゃどん くれ ぇか な』『 三 佐

か る竹 圏 は 13里 で』『 そ うなお お きに 今朝 が た野 津 原

じ聞 いた 時 もそげ言 い ょ った に』 こ こ じ聞 いて ん温 見 じ

聞 いて ん 返事 は一 緒  『 三 佐 か る竹 田 は 13里 』
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水 車 小 屋 ん 蜘 蛛 ん エ バ

水ん 力 は人 間 の考 え られん ごた る もん が あ る。『 器 に ゃ

従 いなが ら岩 が根 も 通 す は水 ん 力 な り』 ち言 う。 ほん の

ち ,と う水 で ん 寄 せ 集 む りゃ 石 日 でん 米 つ きでん平気 ん

平 ち ゃ ら。近 い うちア ル ク娘 が 粉 挽 き じち ょる。腰 か けた

そん 目を じっと見透 かす ごつ  それでん 心 ん 中 は浮 き沈 み

ん心 境 じゃろ う。

嬉 しい よ うな不 安 な気持 ちん揺 れ  と そ っ と入 っち来

た顔 な じみ ん  ぢ い さん が ひげ面 に愛 想 ゆ う  『 ど うか も

う嬉 しか ろ うの ぅ』『 知 らん で 』 遠 慮 ね ぇ もん じゃき こ

げ な返 事 にな った。 そ こは心 得 た もん じゃ き 腹 を立 て た

た ぁ思 わん けん ど気 持 ち も ゆ う解 るき『 しも ぅた』 ち

思 い も しち ょつ た。

F腹 ぅたて たん か  断 わ っち ゃろ うか

の ぅ』 そ こま じ言 わ る りゃ泣 きた くもな る。『 断わ って

ん いいで』 真顔 にな っち  『 す まん す まん 』 照 れ臭 か っ

た よ うな 側 に寄 っち くると  『 や っぱ い ろ い ろ考 ゆ るん

じゃろ うの ぅ』『 そ うで』 そ こまで言 うと じっと見返 し

た。『 やんが ん そん 顔  俺 は一 番 好 き じゃが の ぅ』

二人 は顔 見合 わ せ ち ど っと笑 うた。『 お か ち ゃん な元

気 が い いん か」『 ま ぁな  こん と ころチ ッ ト風 邪 気 味 じ」

Fな ん や  そ り ゃ悪 いの ぅ 後 じタ ンニ 行 こ うか の ぅ」

『 ご馳走 持 っち きて な』『 やん が 好 きなぬ の ぅ』 それを

言わ れ る と何 か  切 な さが胸 を締 めつ け る。 コ ンメニ時 か

るム ドガ ラ レタ そ しち嫁 にア ル ク な し人 間 な生 まれ た

所 にお られん の じゃろ うか。

ゴ トンゴ トン音が 響 くたん び

蜘 蛛が か けた 網 ん 巣 が 白模 様 を動 か し何 か言 いたげ に。
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こん な に声 を か けて くる る そげ な人 の い る幸 せ 人 生 と

解 っち ょるに と 自分を責 め た り もす る 切 な さ。女 性 と

して嫁 ぐ子供 が授 か る それが人生 の幸 せ と思 うと 当然

の歩 み な の かん知 れん に。 と じっと横 目で ひげ面 を 見 る。

この人 な りん 苦 労 を く ぐり抜 けたか る 人 の事 を心 配 した

り も出来 る や は り素 直 に聞 くのが礼 儀 じゃろ う。

『 さ っ きは  ご免 な』 『 や ぁ何 か 素 直 じゃの ぅ 心 配

せ んでん ヒ タイ トど 悪 か りゃ戻 っち きい 心配 せ ん で ん

いい』 しヽ じら しい娘 が ア ル クのん  何 か取 らるるよ うな

気 がす る それ だ けにや っぱ心配 なん じゃろ う。水 車 ん音

にか き消 さ る るよ うな 愛 情 が行 きつ 戻 りつ す る小 屋 の 中

『 いつ じゃつ たか の ぅ お前が熱 で ― ち冷 や しち ゃつ た

な ぁ』『 あん 時 ぁ死 ぬ るか ち みん な言 い よ った に』『 そ

ぅど  じゃき元気 者 にな ったん じゃき 長 生 き じち幸 せ に

な らに ゃの』『 うん』  『 そ リー シメ シュ換 え た事 もあ っ

たん ど』『 え ―ふん と そ りゃ一知 らん じゃつ たで 』 『 何

や  それが一 番 お もど』  『 は いは い あ りが と う ござ い

ま した』 ほん の り顔 が赤 ぅな ったん も まだ 乙女 じゃ き

恥 ず か しさが …………。

『 お前 か たん粉 が す れ た ど 1 1・ ふん とな ぇ え ― と」

早 ぅ片ず け に ゃ急 くん じゃろ ぅ`|『 いん に ゃい いど  お前

と話 すの ん  神 さ まが 作 っち くれ たん かん 知 れ ん の ぅ』

『 ふ ん と う っと ぅも今 そ げ ―思 い よ った」 1'じ ゃろ ぅ』

別 れ と ぅね ぇよ うな 見送 らに ゃな らん 人 生 。 でん 元 気 さ

え じち ょりゃ 又合 え る る  『 オカ チ ャ ンぬ お願 いす る き

な』 『心 配 す ん な ,t気 しち ょれや』『 … …・・・`l 涙 に咽

ん だん か返 事 につ ま った。 旅 立 ち じゃき俺 は笑 うど 自分

に 言い聞 かす るけん ど頬 :こ ゃ 一筋 熱 い もん が 流 れ よ る。
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☆ 方 言 説 明  78P● どげ ―… ど うで す 。 ち ょ ってん ……

そ う して いて も。 や ん な … お前 は。 そ うとん

… そ うで す と も。 は り こむ の ぅ一精 が で ます ね。

79P● そ げ しょるな か め ―。そ う して い る間

に。 ヨダキ イ …大 義 な。 ふ ん な―・それ な ら。 そか それ じ…そ

れ は それ な りに。 ノコギ ン・―野良 着 。 し ょわ ね ぇ‐一大 丈 夫 。

くれ ち ょる き… いただ いて い るの で 。 イ ヌル ドー帰 ります 。

オ ラブー 叫 ぶ 。 ビシ ョ濡 れ … しっか り濡 れ た。

81Pe向 いち ょつ た ―・向 いて いた。 ょ りゃ

よ りも。 じゃ き…です か ら。 やん が ち …や が て。 ツ ウ ジ…飛

んで。 こ っけむ くり…慌 て ま くって 。 ワヤ ク… いたず ら。 ヒ

コィ トー急 に、 も しか して 。 オ ジー …怖 い。

82POこ り ゅう… これ お。 の うな った 一な

くな った 。 ち ―た 一着 いた。 こ くう一 こ こお。 した ちん 一人

たちの。 石 板 盤 ―・川 そ こが 固 い石 の板 の よ うにな って い る。

よだ きか り ゃ一気 が進 まな けれ ば。 チ ッター少 しは。 あん げ

こん げ… あ って こ っち不 安 定 。 どん くれ え か え … どの くらい

なの。

83Peア ル ク…結 婚 す る。 じゃき―です か

ら。 そ うで 一 そ うです よ。 やんが ん ‐―お前 の物 で は。 おか ち

やん …母 親 .タ ンニ ー見舞 い に。 コ ンメ ー …小 さい。 ム ドガ

ラ ンタ・―可 愛 いが られ た。

84P● そ うで … そ うで す よ。 シメ シューお

じめ、 お む つ 。 え ―ふん と一び っ くり本 当。 じゃろ う…で し

旅 の人 も五 助 さんが ん物 知 りち言 うか  頓知 も混 じ った話

に釣 りこ まれ ち 楽 しい旅 が続 いち ょつ た。野津 原 ん宿 ぅ出

ち ヒ トトキ これ か る 坂 道 が続 くが 五 助 さん とん  旅 に ゃ ヒ

ジー タ ァ思 わん 楽 しみ な時 が  流 れ よ った もん じゃ き こん

ま ま久 住 ま じ連 れ の ぅち行 きたか った 。
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旅 は道連 れ世 は情 け…昔 か る人間 な一 人 じゃ生 きち ょ

られん動 物 。 人 に支 え られ ち

ち っとオ コガ マ シイカナ _百  百 ぃたか った かん か。

人 も支 え ち こす  生 きち ょられ もす る。旅 も全 くそん と

お り じ道 中が  あぶ ね ぇ時 で ん心配 もね ぇ 支 え に もな

っち くる る もん 。 ま してや五 助 さん の ごた る 物好 きち

言 うとォ コル カ ン知 れんが  物 知 り じ頓知 が ゅ ぅ じ 笑

顔 じ物 怖 じもせ ん き 頼 るる ごた る道 連 れ で ん あ った。

一 の瀬 じ出合 うたん も人ん  巡 り合 わせ か ん 知 れん 。

いつ ん なか め 一か 坂 目 ま じ来 ち :坂 道:ぃ さ い か か ると

『 イ ブ絞 っち ょか ん でん いい な』 は じめ は解 らん じゃ

ったが  顔 ぅ見 ち ょるとニ コ リ それ じす ぐ解 つたん も

知 恵 が  心 が 伝 ゎ っち来 るん じゃろ う。

『 石畳 が続 くで 』『 馬 は爪 が痛 ぅな り ゃせ ん です か』

『 し ょゎ ね ぇん で  もう慣 れ た もん  ヒ ョイ トス リャ

石 ん ほ うが痛 えち 泣 くかん 』『 り ゃ一面 白 い ことを』

幾 っ が 曲が っち木 陰 |こ 入 った。 岩肌 か る糸 ぅ引 いた ごつ

流 れ落 つ る 美 しい水 に散 った本 の葉 が  ヒラ イ舞 い く

ぅだ。左手 は水 垂 ― ミッタ レち呼 ぶ。

こん先 ん デ ー レな ると 茶 店 が あ るき一 服 しちイル物

が あ りゃ 買 うち よか に ゃイ ッ トキ 家 もね ぇ じそん代

り眺 め は い い  『 横 道 … ヨヨ ドウ』 が続 く。 ゅ う した も

ん じ影 へ らに ゃ 清 水 が チ ョロチ ョロ出 る。 カ ンカ ラん

葉 を 二つ に折 っち掬 い飲 み。 これが 又 ウメ ー ノナ ンノ。

『 こん続 き ゃ又楽 しみ に しち ょ くれ な』 『 名 残 り惜 し

い な』『逢 うは別 れ ん始 め 別 れ は逢 うま じん ハ ジマ リ

ち 言 う じゃろ ぅ』『 な るほ― ど  そ う じゃな あ』
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方 言 の ひ ろ が り  『 あ → ラ 』 か ら『 あ → チ 』 ま で .

同 じ『 あ ラ』 で ん 吃驚 した時 に挙 げ る言 葉 .

魚 の その ま まの姿 。

魚 の骨 な どの身 の少 な い部 分。

『 い 工 』 で ん 住 居 の家 。

言 葉 の  言 いな さ い。

言葉 の  難 です 。

『 い キ 』 で ん 呼 吸 の 息 。

行 く場 合 の言 葉 。

新 鮮 さ の イキ。

ハ
『 い 夕』 でん  い ま した。在 宅 c

板 張 りな どの表現 。

急 に痛 み を感 じる噛 嵯 の表現 。

方言 :こ ゃ こげ なふ う :こ  使 う場 所 や文 句 の上 や 下 につ く

と きに 意 味 が相 当変 わ って 来 る。 文字 に書 けば解 ぅて も

議 す語 る場 合 に は 誤解 す る よ うな事 に も な りか ね な い。

だ か ら『 方 言 には情 愛が こ もる』 と 古 くか らよ く言 わ れ る

所 以 で もあ る。後 で じん わ り味 が 滲 み 出 る。

早 日で ん 親 しい人 たち ゃ 解 読 で くるが  知 らん相 手 ん

場 合 は誤 解 も生 じる もの。 じゃき豊後 の言 葉 は荒 ぇち聞 く

が 根 底 に は『 情 愛 」が  優 しい気 持 ちが 込 め られ ち ょる。

た だ言 い国 しが下 手 か も。 然 しそれ も時 に ゃ『 専制 攻 撃 』 ん

防御  赤 猫 根 性 と言 わ る る原 因 か。損 を承 知 で使 ぅた先 人 の

苦 肉の策 か ん 。 分 かれば優 しい優 等生 で もあ りそ う。
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方言 の広 が り ,二 こまで  取 わ 上 4ギ たん じゃが  ふん と き り

が ゎ ぇごっ 生 活 躍語 と しち  使 ゎれ ょ った んが  ゆ み解 る .

ぁ→ 了 か る あ→ ラ ま し来 た分が  約 1280語 あ ま り。 ほ

ん な装 い ち行 きます き わ付 き合 い しち ょ くれな。

あ[)ラ

ア ラ !卜:ウ ~~あ ると思 うが ヽ あ りそ う じやが｀恐 ら くあ る 3

ア ラ シヨ~~選 !プ い人た ち、元気 者 が 事Ⅲ・ た、雑 多 に計 っ́て 。

ア ラ レメー ー ~~な いで し ようヽ考 え られ な い、筆 いが整 い 3

ア ラ シル トルー 里壇 えの縫 えつ け準 備 、埴 えう け菫 の仕 L4九

ア ラ レ ンー な いで し‐(う ｀ 予 想 も出来 な い事 で、無 いが 強 い。

マ 号7ぅ 一 一 一大 体 の、何 人 か に、 と ころ と ころ｀吃 驚す る。

7ラ カ ク~~大 体 :こ お いて 、 4承 !ぎ 完 成 、粗 雑 だが 、一 通 り!彙

ア ラメ ジ ヤ ~~´ 里が荒 いが ｀大 きな空 聾 が 、粗雑 な仕 上が こつ。

ア ラ ンハ ズ ~無 いを意ず ｀考 え られ な い、 あ りそ う :こ は無 いが 。

ア ラマ シ ニ~~~級 雑 な仕 種 、雑 :こ 進 斗 る、 と りぁぇず 整理 。

ァ I′ ョセ ンチー … …多分 嬰 :こ ぁゎ な ぃの で 、無 ぃ と思 い ます 。

ア リアマ ルホズ ー沢 曇 あ りす ぎて｀ 会 今 :こ 出来て 、手 想 以 上 .

ァ ll f,マ ジイ ~あ れ も入 れ て 、 それ も浸 ぜ て、追加 に味 付 け ,

ァ :lャ ノ キー あれ はです ね 、 その もの の 、詳 しく説 明 す れ ば。

ア リモセ ンー無 いのです 、 全 くないか ら、無 くな って しまい。

ア リヨ リヤ… … あ つて い ます か ら、 あ る よ うです か ら、 あ る。

ァ :lシ ョ ジー ー今 あ るだ けですヽ手持 ちの 分全て 、 これ だ け G.

ァ tJル シモ ウ タ ~… う` うか り失 敗、 っ ぃ間 違 えて 、失 態_の 程 。

ア リデ ンー ー あ の 人にで も、 あの子 にで も、渡す か あ 4ず るか。

ァ リガ トデ ンー ~喜 ばれ れ ば、お礼 を言 わ れ ると、役 立 。た。

ァ llョ ァ 、ッタヶ ― あ る もの全 て、全 部 、 集 め回 して 、隻 鋒 る。

ァ リョ ルデ ____ぁ って い ます よ、開 催 彙ヽ始 ま ぅて い る。

ア リrミ 晏一 ~あ れを 見 な さい、 あん な格 畢 は しな い よ う !こ 。
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ア リモセ ンジ… あ り も しな いの に、 無 い の に、根 拠 の な いの に。

ア リモ セ ンニ・―無 い、 あ りません よ、 無 いのが 解 って い るの に。

ア リッタケ ー…… …全部 、全部集 め た分 、 す べて の 、 み な出 して。

ア リツキ ャー無 事 に落 ち着 いて 、根 づ く、花嫁 さん が結 婚 す る。

ア ルコ タァ ッテ ン……… ‐あ るの は あ るけ れ ど、手 持 ちだ けれ ど。

アル ゴタ ッチ ー‐一あ る よ うで、 見か け の よ うには。 見か け倒 し。

アルキ チ ュ ウブ… …歩 く癖 がつ いて 、常 に歩 きた が る、歩 行癖 。

ア ルイ チ ク リャー‐歩 いて くれ ば、徒 歩 で 来 るよ う、歩 きなが ら。

アルダケ デ ンー・あ るだ けで も、準備 して あ る、持 ち合 わせ だ け。

ア ルナ ライ イキ ‐………・… … あ るな らよ い か ら、必 要 が な ければ .

アル シヨ ジ ャキ ーあ るだ けです か ら、 す べ てを 、 これだ けです。

アル タュ ウ タガ ー あ る とは言 ったが 、 実 は無 か った、 う っか り。

アルケ ン ド… あ ります が 、 あ るの は あ る けれ ど、 手 持 ち して る。

アル メーキ … … な いだ ろ うか ら、 な い ょ うだか ら、 困 るだ ろ う。

アル ジャ ロ・一 ―あ るで しょう、 あ るはず だが 、あ る と思 うか ら。

アル ク ン トー…………・一歩 くよ う、歩 きは じめて 、 歩 きが 出来 る .

アル ンカ ンーー… …あ るよ うです 、あ るか も知 れ な い、 あ りそ う。

ア レコス ー…… ……あれ な らば、 あれ じゃか ら、 あ れ で したか ら。

ア レデ ン‐… … …あの人 で も、 あれ な らば 、 あん な事 で よ いな ら。

ア レグ レヮー ー・あれ く らい な ら、 あん な事 な ら、 あ の程 度 な ら.

ア レンジ ョウ ヮ… … … あれ だ :ナ で は 、餅 つ きの取 り粉 だ けで は。

ア レク レ ンコ ツ・…… ………あ の よ うな事 だ けで、簡 亜 な事 なの に。

ア レンコー……餅 取 り粉 、 あの人の子 、 あ の 夫婦 の子 供 、 あの子 。

ア レ ドマ 。一 ―あの人 た ち、 あの人 た ち な ら、あれ な ら、 あの物 .

ア レーナ コマ ル … …粗 いの は困 る、 荒 い跡 は迷 惑 、 粗雑 は悪 い。

ア レタナ ………荒 れ た畑 は困 る、気 質 が 困 惑 して い る状 態 、廃壇 。

ア レタ ン… …荒 れ た田ん ば 、荒 ら して しま って 、乱 暴 に な って。

ア レテ ンー・荒 れて いて も、 風雨 に曝 され て も、苦 労 潜 り抜 けて 。

ア ンヤ タ… … あ の 人 は、 あ の友達 は 、 見 下 げた言 葉 使 い、親友 .

ア ンコガ ー・あの子 です か 、 さすが育 ちが 、 見上 げ た者 、予想 外 。
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ア ンマ リ ジ ー

ア ンタ ドウ…あ な た たちは、 貴女 た ち、貴 方 た ち、 お前 た ち は。

ア ンシ ャ……… … …あ の人 は、 あの人 の場 合 は 、 あの人 は信 頼 が 。

ア ンゲ コ ンゲ …あ ち らこち らに、右往左 往 、 方 向が定 ま らな い。

ア ンゲズ リ……… … ……あち らの方向 に、 あ ち ら側 に、 向 こ うに。

ア ンゲ ミーチ… あ ち らを向 いて 、 あ ち らを 見 な さ い、方 向転 換 。

あま りに も、 理不 尽 な、 無 理 の押 しつ け。

ア ンタ ンコツ………貴 女 の事 を 、 あな たを信 じて 、貴女 の場 合 を 。

ア ンゲ ナ シモー・あ の 人 た ち も、 あん な人 た ち も、 多 くの人 た ち。

ア ンジ ョユ ウー ー … よ ろ しい よ うに、仲 介 の世 話 を、然 るべ く。

ア ンコタ フ リーーー ーあの事 は悪 いので は 、意 見 の相違 、半1断 力 。

ア ンモ チャ・……餡 の 入 った餅 、お い しい食 べ 物 の代 表、 喜 び品 。

ア ンコツ…・あの事 を 、あの話 題 の、 あの事 情 、 知 らせ る必 要 話 。

ア ンバ イガユ ウ ジ… … …味 の調 和 が よい、 味 付 けが 上手 、妙 味 。

ア ンジ ョノウー然 るべ く、 よ ろ しい よ うに、 不 公平 の な い よ う。

ア ンキ ジャーー・楽 々 に、安 楽 に、暢 気 にな った 、気 分が安 ら ぐ。

ア ンク レンーーー ーあ の くらいの事 、 簡 単 な 内容 、 たあい もな い。

ア ンゲ ドサ レー … あ の ょ うな考 え られ な い、 非 常 識 な振 る舞 い。

ア ンサキ ャ・……… それ か ら先 は、少 し不安 だ け ど、先 には何 が 。

ア ンシサ ラ…… あ の人 な らば 、信 頼 が 出来 るか ら、 よいの で は。

ア ンズ リャー… 案 じて いたの に、不安 がつ の るの で、不安 材 料 。

ア ンク リャー あの く らいな ら、解 決 が 出来 そ う、 あの程 度 な ら。

ア ンタ ジャキ … … …貴女 です か ら、貴方 で あ るか ら、信頼 して 。

ア ンツ ロウー ー あ の顔 を、 立場 が あ るはず 、 考 えを聞か な い と。

ア ンテニ ャ… … … あ の手 には、 考 えが 異 な る、 ず る賢 い考 えが 。

ア ン トキ ャ '……あ の時 は、 あの場合 は、 あ の話 で は、 時の 問 題 。

ア ンナ フ ンナ・一 ―それ な らど う した事 に、紆 余 曲折 、不安 定 な。

ア ンノウーー・あの で す ね、 こ う言 う意 味 です よ、意 見の統 合 を 。

ア ンベ ベ ー…あ の着 物 、 あの晴 れ着 、子 供 の 喜 ぶ着物 、貴 重 品 。

ア ンマ メ……………あ の ままに、 自由 に して 、伸 び伸 び とさせ る。
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ア ン ミチ ャ トイ ー あの道 は遠 く、距 離 が遠 い だ けに 、話 は 出来 。

ア ンム リャコ タュ ル ー あの無 理 したの は こた え る、無 理 は禁 物 。

ァ ロサ ガセ … 一人 の欠 点を捜 す 、 人 間性 が 悪 い、人 の振 り見て 。

ア ロ ミッキ ーーー ー ~人 の欠点 捜 し、根性 が 悪 い、誰 に も欠 点 は。

ァ ロー ス ンノ ウ ー ー ー荒 く して は可 愛 い そ う、乱 暴 は ょ くな い。

ァ ロ_ァ ッタヶ ― … あ るだ け全 部 、す べて を 揃 え た、 あ る もの。

ア ロ ミス ンナ・一 一 ―欠点を 見 せ な い よ うに、 人 には欠 点が あ る。

ァ ロ_ャ ッチ _荒 々 しくして 、 乱 暴 は下 品 、 嫌 わ れ役 は ど うか。

ァ ローモ ンナ ー‐あ るな らば、 あ る もの 全て で す よ、全部 出 して 。

ァ ロニ チ…… …・一 魚 のあ ら煮 、 あ らは 見か け よ り も美味 しい魚 。

ァ ヮズュ ウナ ー …冗 談 い って は笑 わ せ る、 ,こ 談 ば っか り言 ,て 。

ァ ヮス リャイ ッ シ ヨ… ……あせ れ ば 同 じ事 、割 れ鍋 に も開 じ蓋 。

ァ ヮ ヮ タネ エ ー くた くたに疲 れ て 正気 の沙 汰 な し、疲労 困 ぱ い。

ァ ヮ レンデ ンー ー会 わ れな くて も、 会 え な か った けれ ど機 会 は。

ァ ッセ チィ ッヵ ― …協調 、 足 せ ば一 つ に、 合ゎせ て 一つ にす る。

ァ ヮモチ ャー… 。一 ~粟 が入 った餅 、泡 で包 ん だ食 べ物 、泡 菓 子 .

ア ヮ メ シャ シ ヤケ ー …葉 の入 った飯 には鮭 が よ く似合 う、相 性 。

ァ ヮ レンデ ン… … 会 えな くて も、 会 え なか った けれ ど、機 会 は。

ア ヮ レンムゲ ネ … …会わ れ な く可愛 ぃ そ うな 、再 会 で はず 悲 運 。

ア ヮ ンゴ タル キ ー葉 に間違 い な い 、粟 の よ うです よ、泡 の よ う。

ア ヮ ンナ ク ヒケ … …………… …粟 の 中の草取 り、泡畑 の除草 作 業 .

ア ヮ ンナユ ウ シ ヨー会わ な いの は調子 合 わ せ て、組 み立て 上手 。

い

イイ ンカーー・よいのですか、承知 したのですか、了解 しま した。

イイケ ン ド……… よいけれど、承知 した ものの、構わないか ら。

ィイキ ミ……よい気味 じゃなあ、 してや つた りの気分、苦笑 い。

ィィコチ………・ょい ことには、 いいあんば いだ、 しちや つた り。

ィィ ドチ…………ょぃです ょと、承知 したので、構わないか らと。
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イイ ク レー … … よい く らいで 、丁度 ょ い ょ うで 、 中途半 端 な。

ィ ィ コ ッタ… …… 言 って いた、側 に寄 って くる、話 して いた。

ィイニ … よ い の に、 よ いです か ら、間 に合 って い ます 。 よい。

イ イ グ レー カ ー………… … よいです よ、有 り難 う、 お構 い な く。

イイラシイガ…よいよ うですが、上等 の ようです、元気です。

イイエナコ トー ‐̈… とんで もないこと、違 います、嫌いです。

イイナ リサゲ ーチー……言 って歩 き回 る、お しゃべ りで困 る。

ィィタヵプ ッチ・一―よいぶ りっ子で、 自慢 げに、え らぶ って。

ィィコッ・一―ょいことを、 ょいではないの、良策、アイデア。

ィイェ ッ トナーーとんで もない、そん な事 はないです、誤解。

イイナエ……よいですか、 よろ しいです か、承知 して、内諾。

ィィデ……ょいです よ、了解 しま した、構 いません よ、結構。

イイノ…よいですか、大丈夫ですか、元気な った、 よろ しい。

イイデーータラー言 い出 した ら、ままに しておけ、手前勝手で。

イイネ ジデチ……高値で売れた、予想以上の高値、収穫 あ り。

イイカプル………言 い過 ぎて引きこみがつかぬ、失言の失敗。

イイキルー………言 い切 って よいの、 ひ き込みがつかぬ発言。

ィイ トウデ ン…いいたいれ ど、内気で言 えない、発言が書手。

ィィチ ュゥタニ…ょい と百 ったのに、構 わないで、遠慮す る。

イイカプラニ ャ……言遇 ぎに用心を、失言で信用低下、失言。

イイ グ レ
~]ナ

ス … …憎 しみ こめて い じめ る、無 理 に い じめて。

イイ シガ オ ンノー … … …相 手 が い るの 、好 きな人 が い るか ら。

イイュ ウテ ン… よい と言 って も、控 え て 返 事 した ので 、礼 儀 。

イイ グ レ ンコ ツー調 子 の よい発言 、 世渡 り上 手 で 、 言葉 の綾 。

イイ グ レタチ ャー時 間 が過 ぎると、 いつ の間 にか 、 時 の流 れ。

ィィ ショイ ヤ ー言 うだ け 言 って、無 責 任 な発 言、 勝 手 な発言 。

ィィ シニ ャー… ……よ い人 には、相手 が ょ い と、相 手 を選 ん で。

イ イグ レジー調 子 者 で 、 あ ま り宛 に な らぬ人材 、深 入 り用心 。

ィ ィャ ィ コー………… 日あ らそい、喧嘩 の心配 、諭 争が 激 しい。

イイ ク レ ンー調 子 者 で 、 あま り信頼 が お けな い、宛 に な らぬ。

臀λ
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イ ウナ ァヤ シイ (ゆ うな ぁや しい》・一言 うの は簡 単 、言葉 の綾 。

イ ウカ ラ 《ゆ うか ら》 ……言 うか らに は、言 え ば責 任 も、 発 言 。

イ ウキ ー (ゆ う き―》 ―………言 い ます か ら、言 う以 上 は、 挨 拶 。

イ ウフ クメチ 《い いふ くめ ち》 ………納 得 させ て、詳 しく話 して 。

イ ウケ ン (ゆ うけん 》 ……言 い ます か ら、 発 言 します、言 え ば。

イ ウヨ ター (ゆ う こた ―》・……言 わ な くて も、言 う必 要 は な い。

イエニ ャオルガ ,……家 には い ます が 、 家 にお ります か ら、在 宅 。

イエ メケ ン ドー ‐一言 え な いだ ろ うが 、言 い難 いだ ろ うが、 苦 手 。

イエ レ ンゴタ リャー言 え な い ょ うな ら、恥 ず か しくて 、気 の毒 。

イエ マ ジキ テ ン‐一 ―家 まで来 て も、 不在 の時 が 、気 の毒 だ か らc

イエ ンソベ クル カ・… …………近 くまで 来 ます か 、近 所 :こ 来 るな ら。

イエ ル リャー言 え れ るな ら、言 うの に不 自由 な けれ ば、話 せ る。

イエ ンゴ ツナ リャ…… ………言 え な い ょ うな ら、話 せ な いの な ら。

イエ ドマ タチ 一ヽ一 ―家 ぐらい建 て た ら、 自家 持 ち に、新築 す る。

イエ カル ………家 か ら、家を建 て て か ら、 まず 家 を先 に、家 こそ。

イエ キ リャー‐は っき り言え れ る、 断 言 出来 る、 自信 が あ るか ら。

イエキ ル ー …発 言 が で きます 、 は っ き り言 え ます 、 断言 で き る。

イエ ゴ ミ……… …家 も含 めて 、 家 ぐるみ入 る、家 も一緒 に して。

イエ グ レー…… …家 ぐらいは、 家 な らす ぐ出来 る、言 うの は簡 単 .

イエ テ ン… …………言 えれて も、言 うの は簡 単 だが 、実行 は難 問 。

イエ タ ンカー ー言 え ま したか 、 言 うの はやす いが 、 もう大 丈 夫 。

イオセ ンイ ンダー言 ったか と思 った ら帰 った、 言 うとす ぐ帰 る。

イオ ウチ サ ンゴ ゥー…… ……皆 ん なで 視 って 、回 りの情愛祝 い酒 。

イ オ ウチモ ロウ タ… …視 って も ら って 、皆 ん なで お祝、視 い事 。

イオゼ ー ジセニ ヤー…… ……胃を大 彗 にせ ね ば、 胃腸 が健康 な ら。

イオ ドチカ マエ チ … …言 うつ も りで待 ち構 え 、手 ぐす ね引 いて c

イオ チ クル リヤー祝 って くれ るな ら、 有難 い事 で す 、祝 いの 礼 。

イオ ー モ ンナ ラ ー祝 う もの な ら誰 で も、 みん なが 喜 んで くれ て。

イオ ーーカ ノ ゥ・一言 い ま しょうか 、 早 く言 いた いが 、勿体つ けて。
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ィォ ヵ ゥー畝 に上寄 せをす る、苗 に土を寄 せ か け る、苗 の保護 。

ィォ ゥチ ー ー祝 って 、 お祝 をす る、祝 い事 、 めて たい座 敷 の様 。

イォモ ンナ ラー言 う もの な ら、問題 が起 こ りそ う、気 に食 わ ぬ。

ィォ コ_チ ョヶ ―土寄 せ を して おいて 、苗 の保護 に上 を寄 せ る。

ィォ チ ャ レー ……‐祝 って あ げ なさい、 お祝 を して あげ ま しょう。

ィォセ ヵ シチ … … …胃が痛 み 出 して 、 胃痛 が 起 こ って 、 胃腸病 。

イ カ ンチ ュ ウカ ~… …行 か な い と言 うか 、 ゅか な いので しよう o

イ カ ンク シホギ ユ~… 行 か な いのに文句 は多 い、 入 らな いの に。

ィ カル リャイ イガ ……行 か れ れ ば よいが 、行 けず に残 念 、 不運 。

ィ カセ ンゴツー …行 かせ まい と、行 くの に反 対 、邪魔 して 喜 び。

ィヵニ ャクルー …行 かね ば来 るか ら、勝 手 にす れば、迷 惑 な話 。

イカ ンウチ ヌグナ ーー頂 点 に な らず にや め る、相 手 も考 えねば。

イカ ンゴツ ナ ッター……・~行 か な い よ うにな る、 中止 に な った。

ィガセ ンー ‐一 ~~~鉄 条 網 、防護策 、立 入 り禁 止、外 敵 を防 ぐ。

ィヵセキ マ ワス ~胃 が痛 み 出 して 、急 に胃が 痛 む、激痛 が 胃 に。

ィガ グ リャー …・~~い が の つ いた栗 は、 落 ちた ばか りの 栗 の実 。

イカ ンナ ラ ン…… … ……・行 か ねば な らな い、行 く用事 が 出来 た。

ィガ ッキ ガ ィィ ド…栗の実 りが よい よ うで ヽ いがが割 れ た よ う。

イカ ンデ ンー行 か な くて も、 出向か な くて も、 き つと来 るか ら。

イガ ドマ ム ケ ー… …………いが を剥 いて 栗 を と りだす 、 栗 の収穫 。

ィガセ ク…… …… …胃が急 に痛 む、飲 み 当 た りか 、食 い 当 た りか。

イガ ンジ ョル … …曲が って い る、 ゆが ん で い る、曲線 にな って。

イガ ミタ ク ツチ ~… ま っす ぐで ない線 、 曲が った線 、 曲 が りに。

イガ ラ ゴエ … …声 がかす れ て 、声帯 を い ため た声 、異常 な声 に。

ィキ シ ョル … … … …生 きて い る、健在 で あ る証 、呼吸 して い る。

ィキ ガキ ル ル ー途絶 え る息 、 呼吸困難 に な って 、途絶 え た のか。

イキ ンナ ゲ ー ヤ ツ … …… …長 い闘息 が 止 め られ る、息 長 の訓練 。

ィキ タキ ャー行 きたいな ら、行 くょ うな ら行 けば、 出べ そ性格 。

ィキ タカ リャ… … ………… … ……行 きた い な ら、 出か けた い な ら。
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イキ タガ ル キ ‐… … …行 きた い と言 う もの で 、行 くのを希 望す る。

イキ コ トム ンナ ヤ ー‐息 をす るの を 止め な いで 、呼 吸停 止 は駄 目。

イキ ツキ ャ ゴ クラ ク…終 わ って しまえ ば 満 足 、終 わ りよけれ ば。

イキ ュウツ ク ヒマ ン……… ゆ っ くり休 憩 も出来 ぬ、多様 す ぎて。

イキ チ ョリャ‐一 一生 きて いれ ば 、死 ん で花 実 は、苦 労 の後 に宝 。

イキ シヨ・―行 きつ くまで は、行 け るだ け行 く、最後 まで頑 張 る。

イキ 十 タ リ… …・で た らめ な性 格 、大 ざ っぱ な 、な りふ り構 わ ぬ。

イ キサキ ャ シ レチ ョル……最 後 はわ か って い る、結 果 は ど う も。

イキ チーータ カ … …行 きつ きま したか 、無 事 につ いたの、大 丈夫 。

イキ ャシヨ ンノー …息 は して い ます か 、 体 調 は大 丈夫 、 呼吸 は .

イ クチナ ッテ ン… … い くつ に な って も、 年 は取 って も、成長 が。

イ クラ ンデ チ ョラ ン…………………少 し も出 て な い、発芽 が 少 な い。

イ クナイチ ドキ ー ………行 くの は皆 ん な 一緒 、 い っぺん に な って。

イ クルナ ヤオ ネ ェーー……生 きて ゆ くの は大 変 、埋 め るの は苦労 .

イ クマ ジャマ ツチ ョケ……行 くまで待 って 、早 く行 くと駄 目よ。

イ ク ノ ンヤ オ ネ ェ… … …行 くの も楽 じゃな い、達 成 は大 変 な事 。

イ クタユ ウ タガ ………行 くとは言 ったが 、 行 け な くな って 、 ご免 。

イ クルモ シヌ ンモー生 きて ゆ くの も死 す る も、生 死 は苦 労続 き。

イ クカ ン・… …行 くか も、行 けな いか も、 絶 頂 にな るか も、未定 。

イ クキ ジャ… …行 く気 持 ちの よ うで 、 ゆ く準 備 して、行 く予 定 。

イクグ レー……行 きます と も、行 く予 定 に して る、行 くぐ らいか。

イ クカルー……行 き ます か ら、間 違 い な く行 く、頂 点 に な るか ら。

イ クテガ ー行 く手 はず が 、 行 く口実 が で きた ので 、 手法 が あ る。

イク ヌ…行 くと 言 うの に、 行 くのを 取 り止 め 、行 くのを 断 わ り。

イ クデ ン・… …・行 くで もな い ょ う、行 く気 が な い、気 が iltま ぬ。

イ クシユ ーーー行 く人 に、行 く人 た ち に、 行 く人 に依 頼す るか ら。

イ クヨ リャ… …行 くよ り も、行 か な くて も、 他 の人 に頼 む か ら。

イケ チ ョキ ャー埋 め て おけ ば、活 けて お けば 、生 か して お けば。

イ ケ ウチチ ユ ウガ …――親 戚 と言 うが 、 身 内 と言 うけれ ど、不審 。
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プヶ ヵキ ジャキ … …墓 の穴掘 りだか ら、 土葬 の穴 裾 ぅだか ら c´

/ヶ ダヶ ヵセ _硯 だ け借 して 、硯 が借 りた いので 、硯 だ けで o

/ケ レメーーゴタル … ……行 けな い よ うだ か ら、無 理 な よ うで c

イケ ル リャイ ク…行 け るよ うな ら行 くか ら、都 合 っ けば行 く。

ィヶチ ョ リヤ ー活 けて お けばヽ埋 めて お くな ら、生 きて い る。

ィヶヵキ ュゥー ー穴 場 を、 七葬 の歳 の墓 穴 堀 り、 穴掘 り作 業 c

ィヶキ ッタ……埋 め ま した 、活 け る事 もで きた 、活 けて満 足。

ィヶ グ レー… 硯 く らいな ら、池 くらいは、活 け る くらいな ら。

ィ ケゴ ミ………池 まで いれて 、硯 まで ま とめて 、 観 もいれて 。

イケ ノニ ー埋 め た ば か りなの に、活 け たば か りで ヽ活 け る製
`)

ィヶィ ヶ― … … …走 れ走 れ の応援 、進 む進 む、行 きな さい よ。

ィ ヶ 夕ヵ―活 け ま したか、埋 め ま したか 、活 け込 み しま した。

イケメ ー カー行 け まいか 、活 けな いで し よう、埋 め ないか ら。

イケ ンハ テ ~池 の側 に、池 の端 に、現 の端 に、 行 け ない上 に。

ィケ ンテ ンイカ ン…行 けて も行 か な い、維 持 か らで も行 か ぬ ,

ィ コ ドチ … …行 くつ も りで 、行 く準 備 しなが ら、 ゆ く予定 で 。

ィ ゴ クニ ャ……動 くの には、移動 に、動 いて試 す ヽ動 く心配 。

ィ ゴィ チ … ……動 ぃて 、動 か して動 く確 認 、 動 いて い るか ら。

ィ ゴヵ シャ_… 動 か な ぃ と、動 か して み れ ば 、動 くか ら心配 。

ィ ゴヶ _チ …動 か してみ れば、動 くのを確 認 す る、動 くか ら。

イ コ モ ンナ ラー行 く もの な ら、ゆ くの は よいが後 が、決末 が 。

ィ ゴイテ ンコマ ル … …動 いて も心 配 で 、動 か な い と不安 で も。

イゴケ ル リャー動 けれ ば、動 くよ うに あれ ば安 心 、動 く喜 び。

ィ ゴカ ンデ ンー … …動 か な くて も、動 ぃて い れ ば安 心 、心 情 。

ィ ゴキ メー ゴ タル…………動 か な ぃ ょ ぅで 、動 ぃて くれ た な ら。

ィゴ クル カー…動 け ます か、動 けれ た らと期 待 、 動 け る幸 せ 。

ィ ゴイ チ ミヨ… …動 いて 見なさぃ、動 け る安 堵 、 回復 の兆 し。

ィ ゴ イ タ ンカ~… ……動 いたよ う｀動 かせ た 、移 動 がで きた。

ィ ゴ クゴ タルー …動 くよ うで す ヽ動 いて い る、動|か せ た快 感 。
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り〕→ サ

イ サ プ リマ フス ……揺 らす 、 乱暴 に揺 ら して 、 荒 く揺 ら して。

イサ ム リャ リコ ウ… … …暴 れ て は困 る、 静 め させ れ ば利 目者 .

イサ ギ ュ ジコマ ル… …・…あ っさ り しす ぎ も困 る、素 朴 す ぎて。

イサ ミデ ー タ ラ ー暴 れ だ した ら、乱暴 で も大 変 、暴 れ も程度。

イザ ンヌマ テ …… ……… …・描 で るのを待 つ て 、 発 で あが った ら。

イサ ブルー乱 暴 に揺 らす、揺 ら しまわ して 、 揺 らす の は程度 。

イ ザ リ ※ 足 の不 自由 な人 、 徒 歩 が 困難 な人。

イサ ギヤ ツ …… ……… … あ っさ り した性 格 、 平 凡 で 単純 な性格 c

イザ ッチ十 リャー …議 で あが った ら、 議 で た あ とか ら味付 け。

イ ジュ ミシー・一 ―意 地 を 見せ な い と、意 地 が あ るだ ろ うか ら。

イジジヨス ヨケ レ・一 ―意 地 で よか った 、法 外 な主 張 は迷 惑 に。

イ ジバ リャ シズム ー・意 地 も張 りか たで損 す る、 人 並 みが無 難 .

イ シグ レバ タヶ ,… …石 が多 い畑 、石 が 多 いか ら乾 燥 は よ いが。

イ ジ ンハ リア イ ー意 地 張 り勝 負 は様 な らぬ 、付 き合 い上手 に。

イ ジコウセキ トムル ー水 路 を せ き止 め て 、水 の流 れ を 止 め る。

イ ジギ タネ ェ・―一 … ………根性 が 粗悪 、言 乏 性 、人 に不快 感 を。

イ ジガキ ンコ ツ プ…………石 1■■の小粒 は脇 役 、小 粒 で も役 立 っ。

イ ジッパ ルー … …意 地 が取 り柄 の変 わ り者 、 日だ ちたが り屋。

イ シツ ミャー……石 を積 む の は技 法 が い る、 日 に 見えぬ所 が要。

イ ジジヤロウ トー……意 地 も役 せ ぬ時 も、意 地 だ け じゃ通 らぬ。

イ ジモホ ラケ ーー ー…… …意 地 も弱 い面 もあ る、意 地 の空 手形。

イズ リシテ ンコマ ル ーー……いず れ に して も困 る、 幼稚 な考 え。

イズ ワ ッチ ノヤ ………座 り込 ん で何 を 、 要 領 な しで は嫌 わ れ る。

イズ リャクワ リュウ…叢 で た ら食 べ られ る、 叢 で て それ か ら。

イ ズーーツ ク ロ ウ………水 路 の補 修 、水 路 修 理 、 日 ごろの管 理が。

イ ズ レリャハ エ ー‐……・一姦 で たが 早 い、茄 で て お けば応 用 も。

イ ズルソベ・…… …嬌 で て ぃ る側 に来 て 、茄 で る方 法 の勉 強 か。

イズ ル ン ト… …蕪 で るのです 、壺 で て 使 い分 け る、苑 で料理。

97
´

62



イゼ ンモ ヨタ・一 一 一 …… …前 に頂 いた、 この前 も らい ま した。

イゼサ ラユ ー …水 路 の整 備 作業 、水路 の点 検 補 修 、水路掃 除。

イゼ クラ クワ シー‐姦 で た ら食 べ らせて、 ゆが い た ら食べ らせ。

イゼ ンツ クロイ ー水 路補 修 整 備 、水路 の管 理 補 修 、水 路修 理 。

イゼモ チ ンコ ビ リー島 で た餅 の午前 中の 茶 うけ、 昼前 おや つ。

イゼ ン ドテ ジー水 路 の上 手 で、水路 の巡 回 見回 り、水 路 点検 。

イゼ プ シ ン…水 路 の補修 点検 、水路 の修理 補 修 、 水 路 の繕 い。

イゼ ンハ ト…水 路 の端 を 、水 路の点検巡 回 、 水 路 の故障 点検 。

イゼ ングルーー… …水 路 の 回 り、水路 の周辺 、水 路 の側 や検 査 。

イ ゾサ ラユ ー井 戸 の汲 み替 え 、井戸 の清掃 作 業 、 井戸 の水替 。

イ ソガ ス リャヮ リー急 かせ て はいけな い、慌 て させ ると危 険。

ィ ソギ ャ……… …・急 ぐと、急 かせ る と、慌 て て走 る と、急 に。

イ ソガ ス ンナ … …………急 か せ ない よ うに、 慌 て させ る と危 険。

イ タ ドリー…… …さ とが ら、 野 草で酸 味が あ るが 食 材 に もな る。

イ タ ジキバ ライ ー無 事 済 ん だ慰労 宴 、会計 報 告 の席 、反省 会 。

イ ダキ モ ウサ ンー …抱 いて も手が届か ぬ くらい、 大 きす ぎ る。

イ タマ ンゴツー…… …r腐 敗 しない よ うに、 傷 つ け な い よ う :こ 。

イ タ ンジ ョラ ンー‐腐 敗 して な い、傷 つ いて な い、 壊 れて な い。

ィ タバ シ ャ……板 で 作 った橋 、板 を渡 した橋 、板 の簡 単 な橋 。

ィ ダキ チ ーチー抱 きつ いて 、包容 して くる、 抱 か れ るょ うな。

イ ダキ モ ウサ ン・一 ―抱 いて も手が届 かず 、抱 きつ いて来 たか。

イ タ トキ ャ……… …居 た時 は 、在宅 の時 な ら、 家 に い る時 には c

イ タキ リ・一一 一 ―行 った き りで 、行 った まま帰 って来 て な い。

イ タナ イ タ ンカ ー………居 るの お ったのです か 、 在 宅 で した か。

イタ ミャハエ ーー… …………腐 敗 は早 いの で 、 す ぐ食 べ な い と。

イチ ジ ャネエ トー・一―残 念 遅 か った、一等 じゃな い よ うです 。

イチバ ン ドリー …早 朝 に鳴 く鶏、 早 く鳴 く鶏 の声 、 早 い こと。

イチ ョリャコス … …行 って おれば こそ、行 った か らよか った。

イチ ミリャワカ ロ ウ…… …行 ってみ れば解 る、行 って確認 を。
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お わ り に

前日続編 斑 11号 に続 いち 肥後街道野津原宿場か る
ま しん 11り 坂ん激 しぃ道 中 う 馬 子ん五助 さんがん
つ まみ くう じ用 りん風 1青  人ん停 しぃ暮 らしなんかが
覗かせた据割か るた→本 田ん坂「1ま じ。

矢 の原 、土 取 り、瀬戸
越 え、諏 訪 郷 、水 車小 屋 、 赤岩 、石 畳 、坂「1、 こげ な途 中は
ワ リカ タ軍坦 じ 家 並 みん 多 い所 じゃ 品 ゅ ぅ石 が 敷 き詰 め
られ ち よつ た。五 助 さん がん繰 り出す 話 しに や あ げ な語 り
こげな話 題 。連 れ の うた しも 摯 か ん じそば耳 たて ち 笑顔
ん こぼ る るん も 面 白 いおか しいん じゃろ う。

″瀬 戸 ん 地 蔵 に な に 頴 か け た  秋 に ゃ あ ん 娘 もア ル クの に
ノヽ  七 瀬 の せ せ ら ぎ  サ ラ サ ラ  サ ラ サ ラ

ホ イ、 ホ イ 、 ホ イ ″。

五助 さん が ん得意 な  馬 子 ][ヨ が 聞 こゆ るん わ  撻彗れん じがせ
がん だん  か ん知 れ ん 。 竹 ん さや ゆれ に 合 わ す る ごつ流 る
る そん 声 が  七 つ ん 山  七つん 谷 に 渡 っち行 くごた る。

石畳 ち言 ぅ地名 が あ る。 なん とん ま ぁ品 の い ぃ 名前 じゃね
えoこ こか る上 り坂 ん  石 だ たみ が 2つ 右 に 左 に曲が ると
櫨 山 ま じ 上 り坂 に な るが  本 陰 ん 中 ぅ木 もれ 陽受 け ち 水
音 う聞 い ち歩 く 馬 ん ヒズメん ひ び き さや ゆれ  水 音 に
ゆ う調和 じち よる。

下 っち来 た人 た ち も 声 か けなが ら それ ぞれ の用 事があ
つちん 旅 じゃろ うが ここに も悲 喜 こ もご もん 人 生 ん絵
が写 しだ されてん お る。 さ っと吹 ぃた風 に  タマ ガ ッタ ンカ
小鳥が 飛 びた った。

今 市

=■

1,
==自

1_ノ ゆ

彦要ぅ
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伝 言 板

No_22

いつ も皆 様 の  ご愛 読 に よ り ま して 素 人

集 団 が  取 り組 ん で い る 野 津 原 方 言 葉

も 続 編 12号 (通 算 22号 》 まで  迎

り着 く事 が で き ま した 。 ご支 援 の 情 愛 を

大 切 に 引 き続 いて 続 恥 13号 の  調 査

収 拾 を 継 続 して 参 り ます 。

暖 か い ご支援 よ ろ しく お願 い 申 し上 げ

ます 。

続編 海 13号 の 内 容 予 告 です。

五 助 街 道物語 斑 3、 女性 の底 力 、 玉手箱 、 ふ る さ との唄 、

ち ょぃ とぃ っぷ く、方言 こど もの世界、 ふ るさ とん味、

民 話 伝 承 、方 言 単語 の ひ ろが り、 などの予 定 に して い ます

厳 しい世相の流れの中 ご愛読 の皆様には 健康管理 に心

くば りされま して 'お 元気な 日々を お過 しご祈念申 して

います。

平 成 22年 10月 吉 日

大 分市 野 津 原 野 津 原方言 調 査 会 会 員一 同

メい、
′    ~
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